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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　パルプピロシ

口絵・本文デザイン　越阪部ワタル







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ

01　にしてもこの子ら、クリスマスに血腥いバトル

　　繰り広げすぎだよ。女子力ゼロだよ。

　　サンタの赤さは血の赤さですってか。やかましいわ

02　男には、どうしても勝てないモノがあるのさ……

　　え、何って？　そりゃ、モチロン……

　　おっぱゲフンゲフンちょっと喉の調子がゲッフゥゥゥン

03　不幸の定義って、一体なんなんだろうなァ……

　　そんなコトを考えずにはいられない

　　午後アフタヌーン昼下がり

04　『最低』とか言われるのは、

　　その……強いとか、弱いとかじゃ、なく……

　　ただ単に、エグいから……なんじゃないか、と……

05　『幸せ』というのは真実と偽りの中間にあり、

　　また『気付かぬほうが幸せ』というのも

　　紛れもなく一つの真実で、そして同時に偽りでもある




　あとがき
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　プロローグ







　政府初の『政府公こう認にんストレンジャーチーム』──そのリーダーである『下しも野の根ね隆たか良ら』が政府に連行されてから、既すでに五か月もの時が経過しようとしていた。

　今は十二月、じきにクリスマスという時期──クリスマスムードに浮うかれる街中で、しかしそんなムードとは疎そ遠えんな工事現場にて、労働に励はげんでいた一人の男がため息を吐つく。

「はぁ～……カップル共はクリスマスで浮かれてるのに、俺はバイト、バイト、バイト三ざん昧まい……あーちくしょう、彼女欲ほしいなァ……空から降ってこねーかなァ……」

「おい新入りィィィ！　独りでブツブツ言ってねーで、手ぇ動かせやンルァァァ！」

「分かってるッスよぉチーフゥゥゥ！　……ったく……アウトローのアホが暴れたせいで、急に駆かり出されるし……政府の公認ストレンジャーさんとかいうのが、すぐ捕つかまえてくれたからイイものの……あーあ、やってらんねーよ、はあぁ～～～……ん？」

　げんなりとしながら再びため息を吐き、男がうなだれた瞬しゆん間かん──不意に周囲が暗くなる。今は夕方、冬場とはいえ、まだ暗くなるには早すぎる。どうしたのだろう、と男が上体を反らし、空を見上げると──

「──────えっ？」

　彼は、信じられないモノを目にした。それは白色で統一された『何か』。どことなく無骨で、城のような、あるいは要よう塞さいのような──巨きよ大だいな建造物が、空に浮いているのだ。まるでつい先ほどまで地中にあったのかのように、所々に土や岩石が張り付いていたが、それらを振ふるい落としながら上空を横切っていく。

「……あ、ああ……あ、あれはっ……ら、ら、らっ──」

　そこに『あるはずのないモノ』を目にし、狼ろう狽ばいした男は、おもむろに叫さけび声を上げた。

「──ラ○ュタだぁぁぁ！　ラ○ュタは本当にあったんだ親方ァァァ！」

「誰だれが親方だァァァ！　……ってウワァァァ本当だぁぁぁ⁉」

「ロマンだァァァ！　幼い頃ころに夢見たロマンが実在したんだ！　キャッポォォォウ！」

　驚おどろきを通り越こしてテンションが上がってしまったらしい男だが、そのラ○ュ……いや『浮ふ遊ゆう要よう塞さい』に追い縋すがる『謎なぞの存在』を発見し、それを指差しながら更さらに叫んだ。

「はっ……お、親方……親方ァァァ！　そ、『空を』っ……『空を』女の子がぁぁぁ！　降ってこい……降ってこい美少女！　ラッパを用意して待ってるからぁぁぁ！」

「……？　えっ、いや、『空から』じゃなくて？　……ウワァァァ本当だぁぁぁ⁉」

「アンタさっきから『ウワァァァ本当だぁぁぁ⁉』ばっかじゃねーかぁぁぁ！」

「はは、何言ってんだ、俺がそんなワンパターンなワケ……ウワァァァ本当だぁぁぁ⁉」

「マジで焦あせってんのかホントは冷静なのか、分かりにくいんだよアンタ！」

　工事現場にて、何やらわめき続ける二人を尻しり目めに、『浮遊要塞』と──電でん撃げきを迸ほとばしらせながら空を翔かける『謎の少女』は、大きな雲うん影えいの向こうへと姿を消したのだった。







　超ちよう高高度の上空で、太ふと股ももからつま先までを電気に変え、少女は高速で飛ひ翔しようしていた。防寒のためか厚手のマントを羽織っているが、この高度だ、吐はき出す息の白さは隠かくせない。

　が、しかし──『浮遊要塞』を追う少女の瞳ひとみは、そんな寒さを吹ふき飛ばすかのような熱を帯びていた。

「……逃にがさないんだからっ……！」

　ギン、と少女の目が一ひと際きわ鋭するどくなった、刹せつ那な──『浮遊要塞』から不意に光が湧わき出し、

「！　まずいっ────」

　瞬まばたきの暇ひまもなく放たれたのは、一筋の光線──レーザーだ。文字通り光速の一撃に、哀あわれ、少女はなす術すべもなく貫つらぬかれ、撃げき墜ついされた……かと思いきや、

「……ふんっ、ナメんじゃないわよ……この私をっ……！」

　貫かれて墜おちていったのは、羽織っていたマントのみ──そしてマントを捨てた少女は、金色に輝かがやく長ちよう髪はつを露あらわにしながら叫ぶ。

「こちとらっ……伊達だてに『雷らい神じん』なんて、呼ばれたくもない名前で呼ばれてるワケじゃっ……ないんだからあ───ッ！」

　少女──雷らい轟ごう魅み神かんは、更に速度を増して『浮遊要塞』の側面へと接近し、

「バカ隆良をっ────」

　電撃に変えている右足を大きく振り上げて、

「────返せぇぇぇぇぇぇっ！」

　右足を真一文字に振り下ろし──『浮遊要塞』の壁へき面めんを、削けずり取る──！

「────『雷らい仭じん』────」

　ぽつり、魅神は呟つぶやき、『浮遊要塞』の削り取られた部分が墜つい落らくするのを冷静に眺ながめていた。下はもう、海にまで出ている──そのことを、魅神は通信機越ごしに知らされていた。

『雷轟さん、大だい丈じよう夫ぶですっ……その周辺には避ひ難なん指示を既に出していましたので、巻き込まれた方はいないはずですっ。安心してくださいですっ！』

「ん、分かった……指示、助かるわ。……ふふっ、なかなか仕事が板についてきたんじゃない？　新米オペレーターさん」

『！　え、そそ、そんなっ、わたしなんか、そんなっ……ごごごめんなさいですっ⁉』

「いや褒ほめてるんですけどっ⁉　なんでそう、謝り癖ぐせが抜ぬけきらな……──ッ！」

　通信機越しに会話している間に、『浮遊要塞』から再び光が湧き出したことで、魅神は瞬時に身を翻ひるがえして回かい避ひに移る。際どいところではあるが、ギリギリで魅神はレーザー光線の回避に再び成功した。

　このレーザーを撃うち出しているのは、紛まごうことなくストレンジャーだ──その文字通りの『光速攻こう撃げき』に背筋は冷えるが、しかし魅神に焦りは無い。

（……よし……私なら、何とか『アレ』をかわせるっ……さっき私が削り取った部分に、もう一発ぶち込んで、思いっきり大穴を開けて……そこから内部へ侵しん入にゆうしてやるっ！）

　はあっ、と一度息を強く吐き出し、魅神は目標を真まっ直すぐに見み据すえ、タイミングを見計らう。今もなお襲おそい来るレーザーをすんでのところで搔かい潜くぐりながら、『空を飛ぶ』ことさえ可能にした『雷迅』を更に迸らせ、一気に最大限までスピードを上げた──

「！　ここよっ……全速力で──────え？」

　──が、魅神はその瞬間、進行方向に現れた異様な変化に目を奪うばわれる。空間が──ぐにゃりと、歪ゆがんでいた。しかしそれを見たのは『ほんの一瞬』のことだ。ブレーキの利きかない『雷迅』の超スピードで、その『歪んだ空間』に突つっ込んだ瞬間──

「──────く、ああぁっ⁉」

　岩石のように硬かたい『何か』と衝しよう突とつしたかのような衝しよう撃げきを右みぎ肩かたに受け、弾はじき飛ばされてしまった魅神は、空中でふらふらと漂ただようような飛び方になってしまう。

（っ、なによ、今の……こんな、上空で……障害物、なんて……無いはず、なのに……）

　まるで壁かべにでもぶつかったかのようで──だが、先ほど『歪んだ空間』があった場所を確認しても、そこにはもう何も無かった。

　目の錯さつ覚かくだったのだろうか。右肩の痛みで鈍にぶる頭を働かせ、必死で状じよう況きようを把は握あくしようとする魅神だが、状況はそんな思考さえ許さないほどに切せつ迫ぱくしていた。

『雷轟さん⁉　大丈夫ですかっ、しっかりしてくださ……っ！　よ、避よけてぇっ⁉』

「！　くっ……ら──『雷迅』！」

　なけなしの力を振り絞しぼり、魅神が電撃に変えていた両足をブーストさせるように強く迸らせると、その直後に彼女の真横を一筋のレーザー光線がかすめる。

　間かん一いつ髪ぱつ、回避には成功した。しかし、先ほどまでと比べれば、明らかに魅神のスピードは落ちている。一時撤てつ退たいをしようとするものの、狙ねらい撃ってくる敵のレーザーは、掛かけ値ねなしに光速の攻撃──次は、避けられないだろう。

「っ……こんな、ところ、で……私っ……ごめん、みんな……バカ隆、良……っ」

　ギリッ、と歯は嚙がみしながら、魅神が強く目を閉じた──その時。

「…………ッ⁉」

　分厚い雲を割り裂さいて現れたのは、一機の戦せん闘とう機き。猛もうスピードで飛来した漆しつ黒こくの鉄てつ塊かいが、ふらふらと飛ぶ魅神の下方まで到とう達たつした瞬間──圧縮した大容量の空気を逆噴ふん射しやし、空中でブレーキをかけてスピードを落とす。

　その急激なブレーキは、パイロットの身の安全などまるで慮おもんぱかっていないようだが──しかしそんな懸け念ねんなど、どこ吹く風と言わんばかりに、コクピットはあっさりと開かれる。

「────きゃうっ」

　そのまま魅神は、パイロットの見事な操縦技術により、クッションのように柔やわらかな保護材が設置してある後部座席にキャッチされた。この事態を元より想定していたのだろうか、魅神はそんなことを考えつつ、礼を述べようとするが──まだ、窮きゆう地ちは脱だつしていないことを理解する。

「あ、ありがと……って、ダメっ⁉　レーザーが来るっ……避けきれな──」

『雷轟さんっ……急いで酸素マスクをつけて、それと衝撃に耐たえる準備と……あと、口は閉じててくださいねっ⁉　舌嚙んじゃったら、痛いですからっ！』

「えっ、あ、うん……んっ……んっ⁉　な、あ、う…………～～～～～ッ⁉」

　通信機からオペレーターの声が届いた、その直後──先ほど大容量の圧縮空気を放った機体部分が切り離はなされ、身軽になった漆黒の戦闘機が猛スピードで急発進する。これで何度目かの、間一髪。レーザーを巧たくみに回避した戦闘機の、そのパイロットは──

『………………』

　フルマスクのヘルメット越しに『浮遊要塞』の一部分を睨にらみつけながらも、雲海の向こうへと戦闘機を突とつ入にゆうさせ──鮮あざやかな一時撤退を成功させたのだった。







　空を飛ぶ巨大な建造物、その外がい壁へきに立っていた『謎の男』が、雲海の向こうへと漆黒の戦闘機が姿を消したことを確認し、憎にく々にくしげに舌打ちする。

「……まさかこの吾わが輩はいが、獲え物ものを取り逃がすとは……くっくく……運のよろしい羽虫共ですねぇ。……それにしても、あの戦闘機のパイロット……雲海に消える直前、確かにこちらを睨みつけていましたが……」

　あの一瞬で、彼の位置を正確に捕ほ捉そくしたことは、空そら恐おそろしいが──しかし彼が気にしているのは、どうやらそこではないらしい。

「この吾輩を、睨みつけるとは……クズの分際で……許せませんねぇ……くっくく」

　狂きよう気きじみた目つきと尊大な言葉──そして妙みような笑い声を漏もらした直後、彼は虚こ空くうに向けて手をかざし──まるで八つ当たりでもするかのように、一筋のレーザーを放つ。

　雲海を切り裂き、少し気を落ち着かせながら──彼は、ぼんやりと呟いた。

「……それにしても、不思議ですねぇ……あの『雷神』の小こ娘むすめ、一体……」

　彼が思い出していたのは、先ほど魅神と交戦していた時のこと──彼女は確かに、途と中ちゆうで明らかに様子がおかしくなった。まるで、何かにぶつかったかのように──彼にはその心当たりが全く無かったが、まあ良いか、と頭を振る。

「……まあ大方、卑ひ小しような羽虫ごときが己おのれを鳳おおとりとでも勘かん違ちがいし、身の丈たけに合わぬ飛び方をしたせいで破は綻たんしたのでしょう……気にすることでもありませんか……愚ぐ者しやが吾輩に逆らうから、ああなるのです。……くっく、くっくくっ……」

　口調は丁てい寧ねいだが、明らかに見下した発言──慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で軽く吐き捨てながら、

「全すべての存在は、吾輩の……神に選ばれた『最高のストレンジャー』たる、この『Ⅰワン』の下したで、もがくことだけが──唯ゆい一いつ許された宿命でしょうに」

　男は天を仰あおぎ、自己愛に満ちた笑えみを浮うかべるのだった。







　01　にしてもこの子ら、クリスマスに血腥いバトル繰り広げすぎだよ。女子力ゼロだよ。サンタの赤さは血の赤さですってか。やかましいわ







　白一色の清潔感のある大部屋──そこに魅み神かんは搬はん送そうされていた。少し前に空中での激戦を繰り広げ、しかし不測の事態により撃墜寸前にまで陥おちいってしまった彼女だ。一ひと先まず治ち療りようを終え、今はベッドの上で横になっているのだが──その容態はというと、

「……なんか最近の私、こうやって病院にいること、多いような気がする……」

　怪け我がは簡単な治療で間に合う程度の軽傷だったらしく、とりあえずは大事無いようだ。質素な病衣を纏まとって軽く口を尖とがらせる魅神に対し、軽くロールのかかった緑みどり髪がみが特とく徴ちよう的な少女──水すい仙せん花か沙さ凪なぎが、相変わらずの歳とし不相応に豊満な胸を張りながら答える。

「まあ、魅神はしょっちゅう無理しすぎですの。今回はそこまで大怪我じゃなかったみたいですケド……とりあえず、今は安静にしてますのよっ」

「むっ……何言ってるの、沙凪ちゃん。これくらい、もう全然大丈夫だって──」

「そーいうのは聞き飽あきまーしーたーのー。いいから今だけでもおとなしくしますのっ」

「むぐっ……わ、わかったわよ……」

　沙凪に窘たしなめられ、魅神はバツが悪そうな顔をしながらも、意外にも素す直なおに従う。とはいえ、ベッドで横になる魅神にとって、どうしても気になる存在が一つあった。

「……それよりも、あの……氷こお莉りちゃん……」

　言いにくそうにしながら、魅神が隣となりのベッドへ視線を移すと──そこには『髪長姫ラプンツエル』を連想させるロングの黒髪を持った少女──氷莉が横たわっていた。

「うっ……く、う……ううっ……」

「！　……氷莉ちゃんっ……」

　幼さの残る顔を微かすかに歪め、苦しそうに呻うめく氷莉を見て──魅神は軽く視線を伏ふせながら、おずおずと語りかけた。

「……氷莉ちゃん、別に怪我なんてしてないはずなのに、何で寝ねてるの？」

「……なんとっ。バレちゃうなんてー……さすがみかんママだねー」

「いや分かるっつーのよ。アレでしょ？　氷莉ちゃんは、だらだらしたいだけでしょ？　ただただ平常運転なだけでしょ？」

「……ふっ……ホントにさすがだね、みかんママっ……わたしのこと、そこまでリカイしてくれてるなんてっ……じゃあハナシがはやいよねっ、おやす──」

「えーい、『雷らい陣じん』～」

「やーん、みかんママの、スパルター」

　そろそろ氷莉の扱あつかいにも慣れてきた魅神が、やや軽い調子で電撃のビットを飛ばす。氷莉は氷莉でのんびりとしているが、魅神の電撃を前にして多少は居住いを正し──けれどベッドからは降りない。絶対に降りない。

　不ふ屈くつの自じ堕だ落らく娘むすめ・氷莉に関しては、もう諦あきらめるしかない──と、そこで病室の扉とびらをノックする音が響ひびき、新たに室内へと足を踏ふみ入れる少女が一人。

「魅神…………怪我の具合、どう？」

「！　……あ、ああ、うん……大だい丈じよう夫ぶよ、夜よ侘わびちゃん」

「？　み、魅神、なに？　アタシの顔、何かついてる……？」

「……う、ううん、そんなコトないわっ。が、眼帯くらいよっ」

「……にゃっ⁉　が、眼帯なんて前から付けてるよっ。もぉっ、変な魅神……」

「あ、あはは、ごめんごめん。………………」

　魅神は軽く謝りながら、夜侘を眺ながめつつ沈ちん黙もくしてしまう。

　怪け訝げんそうに首を捻ひねる少女、焰ほむら熾おこし夜侘は──以前と比べると長くなった、艶つややかな桜のような桃もも色いろの髪を軽くかき上げてから、空いている椅い子すに腰こしかけた。さて、夜侘の変化は髪の長さだけではない──リーダーである隆たか良らが政府に連行されてから五か月間の内に、身長もかなり伸のびてきているし、顔つきも前より少し大人びてきた気がする。

　遅おくれてきた成長期なのだろうか、仲間内では最も大きな変化を遂とげている夜侘を尻しり目めに、魅神・沙凪・氷莉が内ない緒しよ話ばなしでもするように囁ささやき合う。

「夜侘ちゃんって、さ……この五か月の間に、かなり……成長したわよね。随ずい分ぶん前に異能が覚かく醒せいして、それから少し遅れて、覚醒の影えい響きようで身体的にも変化が起こった……って解かい釈しやくもあるみたいだけど」

「うぬぅ……下手すると、わたくしの身長に追いつきそうな勢いですの……」

「よわびニャンコほんにんは、おムネがちょっとおっきくなったのが、いちばんうれしいみたいだけどねー……っていってもわたしくらいだし、ゼンゼンちっちゃいけど」

「？　⁇　み、皆みんな……何でアタシ抜ぬきで、ヒソヒソ話し合ってるの？　ね、ねえっ」

　不安そうにする夜侘は、内面に関してはそこまで変わっていないらしく、三人そろって「何でもない」と取り繕つくろおうとするが──直後、絶ぜつ妙みようなタイミングで鳴り響いた枕まくら元もとの携けい帯たいを、持ち主である魅神が即そく座ざに取った。

　どうやら、それはメール着信だったらしく──メール内容を夜侘が尋たずねる。

「……魅神、何のメール？　えっと、相手は多分……ヱリコさん、だよね？」

「……んっ……ま、まあね……『怪我の具合は大丈夫ですか？』って。心しん配ぱい性しようよね？　あ、あと、もうすぐコッチに来るってさ。それから皆で作戦会議だって」

「そ、そうなんだ……あの、魅神、なんかニヤけてるけど……」

「……！　き、気のせいでしょ⁉　もぉっ、変なコト言わないでよ！」

「……そ、そお？　まあ、別にイイんだけど……うん……」

「こ、こほんっ。もぉ、変なコト言うんだから……う、うふ……」

　咳せき払ばらいをする魅神は、微び妙みような表情をする夜侘には気付かず、ニヤけ顔で携帯を眺める。

（『普ふ通つうっぽい子』の……友達、と……メール交こう換かん……初メル友……うふ、うふふ……）

　明らかに喜色を隠かくしきれていないが、どうやら隠せているつもりらしい魅神に気付かれぬよう、今度は夜侘と沙凪が内緒話を始める。

「魅神、五か月前にヱリコさんとメルアド交換してから、ずっとあんな調子だよね……」

「全くですの。良く飽きないモンですの……逆に感心しちゃいますの」

「う、うふふ……はっ⁉　あ、危ない危ない……んににっ」

　我に返った魅神が、何やら両手で自身の顔をこね回し、真しん剣けんな表情を作ると──病室の扉をノックする音が響いてから、高たか橋はしヱリコが入室してくる。

「失礼しますっ……ら、雷らい轟ごうさん、お怪我は大丈夫ですかっ⁉　痛みとか……」

「……ふう、大丈夫に決まってるでしょ？　全く……高橋さんは心配し過ぎよ？」

「は、はうっ⁉　ご、ごめんなさいですっ、わたしなんかが余計な心配をー⁉」

「もう、ただの軽口でしょ。謝るコトじゃないってば。高橋さんったら、仕方ないわねっ」

　キリッとした表情で対応する魅神を見て──先ほどの彼女のゆるみきったニヤけ顔を見ていた夜侘達は、一様に微妙そうな表情をする。

　それはともかく、魅神に『仕方ないわね』と言われ、気き恥はずかしそうに指先で頰ほおを搔かいていたヱリコへ、夜侘が改めて語りかけた。

「そ、それにしてもっ……ヱリコさん、オペレーターの制服、似合ってますねっ」

「えっ……よ、夜侘ちゃん、本当ですかっ？」

「はいっ。最近は割と見慣れてきましたけど……何度見ても、カッコイイですよっ！」

「はわっ……え、えへへ……あ、ありがとうです、夜侘ちゃん！」

　制服を見せつけるように、ヱリコはくるりと一回転し、はにかむような笑顔を見せた。仲良く笑い合う二人だが──しかし魅神は、少しだけ面おも白しろくなさそうな顔をする。

　急に不ふ機き嫌げんになった魅神に気付き、語りかけたのは──沙凪だった。

「……うらやましいなら、魅神もヱリコのコト、名前で呼べばイイですのに」

「……──⁉　は、はあ⁉　なっ……べ、別にそんなコト、考えてないんですけどっ！」

「はあ……強がるんじゃないですの。顔に書いてありますのよ、全く」

　やれやれ、と首を振ふる沙凪──夜侘とヱリコは、この五か月の間で、いつの間にか互たがいに下の名前で呼び合うようになっていた。ちなみにそれは、ヱリコと沙凪の間でも同様だし、氷莉に至ってはアダ名で『ヱリリン』などと呼んでいる。

　が、魅神はいまいち『下の名前呼び』に踏み切るタイミングが摑つかめないのか、出会った当初と同じ呼び方──何やら煩はん悶もんする魅神だが、それに気付いたヱリコが声を掛かける。

「あ、あの、雷轟さん……どうかしたんですか？　も、もしかして具合が悪くっ⁉」

「！　や、そ、そういう訳じゃないわよ、高……え、ヱリ……たか、えり、はし、え……た、えっ……ヱリ橋さん、心配しないで⁉」

「そ、それなら良かっ……ヱリ橋さんって誰だれですかー⁉」

「やっ……ままま、間違えただけよ、高橋さん！　……う、うう……」

　どうも『下の名前呼び』への道のりは、まだまだ遠い模様──沙凪は呆あきれたように首を横に振りながら、本題を切り出すべくヱリコに問いかける。

「んもー、ですの。いつまでも遊んでる場合じゃないですのよっ。さーて、ヱリコ……皆で作戦会議ってコトですケド……肝かん心じんの『あと一人』は、まだですの？」

「！　……は、はい、えーっと、師匠はですね……」

　尋ねられたヱリコだが、答えあぐねて出入り口の扉へ視線を向ける。どうやら、遅れているらしい──と思いきや、不意に氷莉がのんびりとした声を上げた。

「……さなぎちゃん、ナニいってるのー？　……もう、きてるよ？」

「────⁉」

　氷莉の言葉に、沙凪が慌あわてて部屋を見回し、残る面々も同様に『あと一人』の姿を探す。すると──部屋の窓まど際ぎわに佇たたずんでいた人ひと影かげを、ようやく見つけた。

　いつの間に窓から入ってきていたのだろうか。それは、白で統一されたこの病室には似つかわしくない、パイロットスーツを着込んだ長身の人間──が、かぶっていたフルマスクのヘルメットを、無造作に脱ぬぎ捨てた。

　ヘルメットの下から現れたのは、烏からすの濡ぬれ羽ばのように艶やかな長ちよう髪はつ──深い憂うれいを帯びた深海を思わせる碧へき眼がんを持った美女、アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターだ。

　懐ふところから取り出した赤いフレームのメガネをかけつつ、アリアは凜りんと響く声を放つ。

「皆──お待たせしてしまったな、すまない。戦せん闘とう機きの整備は、急いで終わらせてきたのだがな……おっ、ヱリコちゃん。オペレーター、助かったぞ。お疲つかれ様」

「！　は、はいっ……恐おそれ入りますですっ！　えへへ……アリア師匠のご指導が良かったから、ですっ……」

　気恥ずかしそうに返事するヱリコ──アリアのことを師匠と呼ぶのは、言葉通り、アリアがヱリコの『オペレーターとしての師匠』だからだ。五か月前、隆良が政府に連行された後、魅神達に本格的な協力をしたいと申し出てきたヱリコに、アリアがオペレーターとしての道を勧すすめ、技術を徹てつ底てい的てきに叩たたきこんだのである。

　当初、命を投げ捨てようとしていたアリアと、それに対して怒いかりを覚えていたヱリコは、反発するのではと誰もが思っていたが──師し弟ていとして、意外にも良好な関係を築いている。いや、それはアリアのほうから、ヱリコへと積極的に歩み寄った結果だが──

（魅神達の気持ちもロクに考えず、勝手に命を捨てようとした私を……ヱリコは正道に引き戻もどしてくれた、そう、恩人の一人だ……無む下げに扱うなど、出来るはずがないさ）

「？　あ、あの、アリア師匠……わたしの顔、何かついてますか？　ジッと見られると、その……は、恥はずかしいですよっ」

「ん……ふふっ、何でもないさ。いつもありがとう、ってな」

「⁉　ややっ、そそ、そんっ、わたしなんかが、そんっ……ごごごめんなさいです⁉」

「ふふ……謝り癖ぐせはなかなか抜けないな。カワイイ子め……」

　艶っぽい笑えみと言葉を放つアリアに、顔を真っ赤にして身じろぎするヱリコ。何だか危ない雰ふん囲い気きにも思えるが、これはこれで上手うまくいっているのだし、問題はないのだろうか──と、ここで改めて、アリアが室内の面々に声を掛ける。

「さて、それでは本題だ──皆、そろそろ作戦会議を始めようか」

「！　アリアお姉さま……は、はいっ！」

　ぱっ、と表情を明るくして返事する夜侘を始めとし、室内の面子メンツもそれぞれ頷うなずく。……ただ──魅神一人を除いて、だが。

「…………ふん、だっ」

「！　……み、魅神？　ほら、アリアお姉さまだよ……ね、ねえってばぁ」

　一人、そっぽを向く魅神に、夜侘が慌てて呼びかける。アリアはそんな魅神の対応に、少しだけ俯うつむくが──魅神は態度を改めることなく、そのまま呟つぶやき始めた。

「……私はまだ、アリアのコト……完全に許したワケじゃ、ないから」

「！　……魅神、私は……」

「だって、そうでしょ？　五か月前……私達に何の相談もせず、一人で勝手に思い詰つめて、しかも自分の命を投げ捨てようとして……私達がどれほど悲しむのかなんて、考えもせず。……許せないわよ。私達のためだったなんて言うけど……過ぎたコトだっていえば、それまでだけど……私は、まだまだアリアのコト、許してないんだからっ！」

「…………魅神…………」

「…………ふんっ！」

　怒りを表現するように、あるいは拗すねたように、より大きく頰を膨ふくらませる魅神。アリアはパイロットスーツを脱ぎ捨て、壁かべにかけてあったいつもの白衣を羽織りながら──少しだけ俯きがちに、魅神の傍かたわらへと近づいていく。頰を思い切り膨らませたまま、目を瞑つぶって微び動どうだにしない魅神に、アリアが取った行動は──

「……とうっ」

「ぷひゅう」

　魅神の頰を人差し指でおもむろにつっつき、頰の中に溜たまった空気を追い出した。ちょっぴりおマヌケなその光景に、仲間達も「ぶふうっ」と思わず吹ふき出してしまう。

　とはいえ、真ま面じ目めな雰囲気を醸かもしていた魅神にしてみれば、茶化されたも同然だ。当然の怒りを露あらわにするが──

「っ……！　アリア、ふざけるんじゃ──」

「────すまない、魅神！」

「えっ…………ふ、ふぎゅうっ⁉」

　怒りの声を上げようとする前に、魅神はアリアに抱だきしめられてしまう。

「……！　ちょ、アリア……私、帯電してるから、ビリビリするんじゃ……ね、ねえ⁉」

「……魅神、すまなかった……本当に、すまなかった……！」

　アリアは自身が感電することも気にせず、その過か剰じようすぎるほど豊満な胸に魅神を引き寄せたまま、彼女の頭を撫なでながら囁き声を漏もらした。

「私は、間ま違ちがっていた……私は……自分尺度で目的を達成した気になって、自分だけが満足したまま、もう疲れたなどと言い訳し……その後の世界を想像するのを止やめ、残された者達の気持ちを考えず、一人でさっさと消え去ってしまおうとした……」

「！　……そ、そうよ、最低よっ……私が、どれだけ怒おこって……悲し、かった、か……」

「そうだな……いくら謝っても、許されることではない。いや、皆みんな、私を許してくれなくていい……けれど、だからこそ──一生かけてでも、私は償つぐないたいのだ。一度は無む為いに捨てようとしたこの命を、今度こそ、本当の意味で……皆のために、使いたいのだ」

「！　……アリア……」

　沈ちん痛つうな面持ちで述べるアリアを、ぐい、と魅神は引き離はなし、顰しかめ面つらと共に語りかけた。

「……ばかっ！　皆のために『命を使う』とか……そんな風に、自分を道具みたいに言わないでよ！　償うのは、当然よ……でもね、そんな風に、泣きそうな顔されるのはイヤなのよ……笑ってて、欲しい、の……だって、アリアは私の……ううん、私達の……」

「…………魅神…………」

「……お姉さん……なんだからっ！　……わ、分かった⁉」

「！　……魅神、私のことを……まだ、姉と思ってくれているのか……？」

「……当たり前、でしょ。ふんっ、手がかかるからって、『さっさと命を投げ捨てれば逃にげられる』なんて、思わないでよね。アリアには、私達のお姉さんとして……ずっと、ずっと、私達の傍そばで……見守って、面めん倒どう見てもらわないといけないんだから！」

「……ありがとう、魅神……魅神……！」

「……もぉ……アリアったら、意外と感傷屋さんなんだから……ほら、ちょっと感電しちゃってるわよ？　もう、そんなに怒ってないから……離れていいから……ね？」

　魅神に宥なだめられ、それでも彼女を離さず、熱い抱ほう擁ようを続けるアリア。血は繫つながっていなくとも、まるで本当の姉し妹まいのような、二人のやり取り──だが、それを見た夜侘と沙凪は、なぜか微び妙みようそうな表情をしていた。いや、理由はある──なぜならば。

「……沙凪ちゃん……魅神とアリアお姉さまのあのやり取り、これで何回目……？」

「……もー、数えてらんねーですの。顔を合わせるたびにやってますのよ」

「だよね……魅神、いつもああやって、割とあっさりアリアお姉さまにほだされちゃうんだから……いい加減、最初から普ふ通つうにしてればイイのにね……」

「全くですの……ヱリコのコトといい、アリアのコトといい、魅神は強ごう情じようというか、なんというか……ド不器用すぎて、もはやドン引きですの」
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　はあ～～～……と二人同時にため息を吐ついたタイミングで、アリアが抱きしめていた魅神を解放しながら、室内の面々に改めて声を掛けてきた。

「──んしっ。それじゃ魅神も、もう怒ってないらしいし……皆、そろそろ作戦会議、始めるぞーう。ふー、痺しびれた痺れた」

「軽ぅぅぅい！　アリア、イイ加減に感情のアップダウンが激しすぎでしょ⁉　さっきまで結構真面目な空気だったのに、あっさりしすぎなんですけど！」

「はっはっは、まあまあ魅神、そう言うな。そんなに悶もん々もんと気にし続けるのなんて、私らしくないだろう？　罪つみ滅ほろぼしは行動で示すべし、ってな。はっはっは☆」

「そ、そうだけど、そうだけど……何かもう、納なつ得とくできないぃ……ううぅ……」

　魅神は頭を抱かかえて身み悶もだえるが、この光景を見慣れていた仲間達は『魅神が文句を言い出してから、ここまでが１セット』と慣れた様子で対応する。

　ただ、夜侘だけは──ぼんやりと、別の事を考えていた。

（アリアお姉さま……五か月前の、あの日から……隆良に負けてから、かな？　……前よりも更さらに、雰囲気が柔やわらかくなったっていうか……なんだか肩かたの荷が下りたみたい。吹っ切れた？　っていうか……）

　良い意味で適当になった、とでも言うべきか──夜侘がそんな物思いに耽ふけっていると、随ずい分ぶんと先送りになってしまった『本題』について、アリアがようやく切り出す。

「さあ、それでは作戦会議だ──『隆良くん救出作戦』に関しての、な」

「────！」

　アリアの一言で、室内に異様な緊きん張ちよう感かんが奔はしる。作戦会議の口火を切ったアリアに視線が集まる中、最も不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた魅神が口を開いた。

「……あのバカ隆良っ……リーザとかいうのに連行される前に、『すぐ帰ってくる』とか言ってたクセに……五か月も音おと沙さ汰たなしなんて、どういう了りよう見けんよっ！」

　感情のままに苛いら立だちを言葉にする魅神の横で、今度は最も落ち込んだ顔をしていた夜侘が、俯き気味に呟く。

「隆良……大だい丈じよう夫ぶ、かなぁ……政府に協力とかいう名目で、酷ひどいコト……されてない、かなぁ？　うぅ……『宿星の片割れスター・パートナー』として、心配だよう……」

　軽く涙なみだ目めになる夜侘だが、続いてベッドの上でごろごろしていた氷莉も、拗ねたように頰ほおを膨らませながら言葉を紡つむいだ。

「……たからパパ、わたしのコト、おもいっきりあまやかしてくれるって、ヤクソクしたのにー……ゼンゼンかえってこないって、どーいうことー？　うーっ……フマンなんですけどーっ。ねー、さなぎちゃん、さなぎちゃんも、そう──」

「なぜですの、隆良様……帰ってくるって……そして真っ先にわたくしにゲルをぶっかけまくってくれると、確かに言いましたのに……なぜ、帰ってこないですの……」

「……さなぎちゃん、べつにたからパパ、ゲルぶっかけるとかいってなかっ──」

「帰ってこなくとも、手紙とか……そして何より、ビン詰づめゲルを送ってくるのが、筋ってモンじゃないですの……？　なぜ……なゼ、ナゼ、送っテくレナい……デ・ス・ノ……ゲル、ゲル……ゲル、ゲルゲルゲル、ゲルゲゲルゲルルルルゲルゲゲゲルルルルルル」

「さなぎちゃん、チョーこわい。やめよーよ、たからパパのハナシがでるたびにゲルゲルとなえるの。コッチがのろわれそうだよ。のろわれるとか、めんどくてヤダよー」

　深刻なゲル不足に陥おちいっている沙凪が、この中で最も危険そうだ。普段は不思議と落ち着いているのだが、隆良の話が少しでも出た瞬しゆん間かんに、この有様である。

　ゲル不足爆ばく弾だん娘むすめ・沙凪も限界に近づいているし、一刻も早く隆良を取り返さねば──とはいえ隆良を取り返したいのは、沙凪のゲル不足を解消するのが目的ではない。

　最大の理由は、この中で最も焦しよう燥そうに駆かられていたヱリコが、神しん妙みような表情で述べた。

「政府の秘密研究機関の決定で……下しも野の根ねくんに、命の危機が迫せまってるなんて……わたし、今でも信じられないです……下野根くん、大丈夫なんでしょうか……？」

「……っ……」

　ヱリコの漏らした一言に、魅神の表情が歪ゆがむ──『隆良の命の危機』という情報は、当然だが公おおやけになっているものではない。それを魅神達が知ることが出来たのは、アリアが隆良の囚とらわれている『秘密研究施し設せつ』をハッキングし、いち早く情報を入手したからだ。

　そして隆良奪だつ還かんのために全員で、地中深くに潜ひそんでいた『秘密研究施設』を襲しゆう撃げきしたのだが、何と空へ逃げられてしまい──魅神が追い縋すがったものの惜おしいところで襲撃は失敗し、今に至るという訳だ。

　魅神は隆良が心配で気が気でないのか、堪たえかねたようにベッドから身を起こした。

「……やっぱり、こうしちゃいられないわ！　さっきは失敗しちゃったけど……もう一度、あのふざけた『浮ふ遊ゆう研究施設』に攻こう撃げきを仕し掛かけて、今度こそ乗り込んでってやる！」

　そう、例の『浮遊要よう塞さい』改め、『浮遊研究施設』──隆良は、そこに囚われているのだ。血気盛さかんに拳こぶしを握にぎりしめる魅神を、しかしアリアが冷静に制した。

「落ちつけ、魅神──猪ちよ突とつ猛もう進しんしても、先ほどの二の舞まいになるだけだぞ。もう一度、きっちりと作戦を立てて、今度こそ慎しん重ちように臨むべきだ」

「っ……そんな悠ゆう長ちようなコト言ってる場合じゃないでしょ⁉　作戦会議なんて、こんなコトしてる間に、手て遅おくれにでもなったらっ……」

「もちろん、そうならないように情報は逐ちく次じ更こう新しんしているさ。が、しかし──魅神、直接戦せん闘とうを行ったキミ自身が、一番分かっているだろう？　前回と同じように空中戦を仕掛けるだけでは──明らかに勝算が低いというコトくらい。……あの戦闘中、キミの飛行を邪じや魔ました『何か』の正体が、全く分からないのだからな」

「！　……そ、それは……気付いてた、の？」

「ああも急に体勢を崩くずせば、誰だれでも気付くさ。何らかのトラブルがあったことくらいな」

　アリアがはっきり述べると、魅神は観念したように説明する──『飛行中、進行方向の空間が歪み、それにぶつかった』ことを。と、魅神が説明を終えた辺りで、沙凪が口を挟はさんでくる。……今は一応、ゲル不足の禁断症しよう状じようは落ち着いているようだった。

「ふむぅ……思ったんですケド、それってもしかして、『音の壁かべ』とかいうのにぶち当たったんじゃないですの？　こう……音速を超こえたら、なんか衝しよう撃げき波はとかが出て、危ないって聞いたコトありますの。……魅神、どうですの？」

「……う、うーん……私は割と普段から、そうならないように気を付けてるつもりだけど……でもあの時、スピード出そうとしてたのは、確かだし……でも音速の壁がどうのって、『空間が歪んだ』なんて……そうハッキリと視覚で認にん識しきできるのかしら？　……いやまあ、上空での戦闘なんてアレが初めてだったし、環かん境きようの違ちがいなのかもだけど……」

「ふむー……あっ、じゃあ例えば、『浮遊研究施設』に、別のストレンジャーがいて……そいつが魅神の邪魔をしたんじゃないですの？」

　沙凪が新たに可能性を提示するも、それに対しては、アリアが渋しぶい表情を見せた。

「ストレンジャーの仕し業わざだとしても、やはり違い和わ感かんが残るな。『雷らい神じん』魅神の高速戦闘に介かい入にゆうできるような実力者など、政府にも数えるほどしかいないはず……もちろん『眺める者イデイン』のクソジジイ共が切り札を隠かくしていたというなら、話は別だが……奴やつらがそこまでの柔じゆう軟なん性せいを持っているとは、とてもではないが思えない」

「……あ、アリアお姉さま……相変わらずその、『眺める者』さん……とかいう人達には、すっごい辛しん辣らつですね……」

　夜侘も思わず、恐きよう々きようとしてしまう程ほどの口ぶり──ちなみに『眺める者』に関しては、アリアがその辛辣な口調と共に、簡単な説明をするのを全員が聞いていた。

　その時の『眺める者』についての説明を要約すると──

『政府ストレンジャーの《上層部》のポストを金とコネで奪うばい取り、その権力にしがみ付き続けて利益を得て、問題が起こったところで何をするでもなく部下に丸投げし、未来に起こり得る問題の対策案を出したところで──《面倒だから》という理由で《現状維い持じ》を推進し続けた、能天気な道楽クソジジイ共だ』……散々な評価である。

　どうやらアリアは、その『眺める者』に『ストレンジャーチームの結成案』を無為に棄き却きやくされたことがあったらしい。しかも『未成年ストレンジャーの保護』をアリアに任せるという約束を勝手に反ほ故ごにし、『藍らん玉ぎよく氷莉の強制連行』を実行したとのこと。

　はっきり言って、アリアは『眺める者』に対して、甚はなはだしい怒いかりを覚えていた。そんな連中が『上層部』で、しかもストレンジャー達が敬遠される現状を『むしろ良し』とするような方針を推進し続けているらしく──堪えかねたアリアが思い余った行動に出てしまうのも、無理からぬコトなのかもしれない、と夜侘などは思ってしまう。

　もちろん、だからといって自身の命を無む下げに扱あつかう行為を許す訳ではないが──アリアはもう分かっているし、今はもっと別の問題が取り上げられる。

　隆良を救うため、避さけられぬ問題を思い、アリアが小さく口を開く。

「……無能の分際には過ぎた権力を持ってしまった『眺める者』自体はともかく……奴らが従えている、『あのストレンジャー』が……最も厄やつ介かいだな」

「……ええ……アイツ、ね」

　アリアの言葉に頷うなずく魅神──そんな二人に横から口を挟んできたのは、ヱリコだった。

「そ、それって、さっき『浮遊研究施設』と雷轟さんが戦った時、応戦してきてた……あの『レーザー』を撃うってきてたストレンジャーさんのコト……ですよね？」

「うむ、そうだ──その通りだ」

　アリアは頷きながら、まずは順番に、と丁てい寧ねいな説明を始める。

「今の政府には、大きく分けて二種類のストレンジャーが存在する──まず一種、政府に所属してはいるが、『ランクが低い』『戦闘向きでない』などの理由で任務などには携たずさわっていない『政府管理ストレンジャー』……チームを組む前の夜侘ちゃんや沙凪ちゃんが良い例で、隆良くんと魅神の学校にいる、確か久く遠どう郁いくちゃん……という女の子も、そうだったはず。そして、もう一種が……『政府公認ストレンジャー』。言うに及およばず、皆みんなのコトだ。『政府管理ストレンジャー』よりも多くの権限を持っているが、代わりにアウトロー捕ほ獲かくの任務などに従事せねばならない。……とまあ、公に知られている政府のストレンジャーというのが、この二種類というワケなのだが……」

　ぴっ、と人差し指を突き立てながら、アリアは更に続けた。

「これら二種類の上に、公には知らされていない──『政府最高位ストレンジャー』というのが存在する。これは『政府公認ストレンジャー』より、更に上位の権限を持っていて……簡単に言うと『何でもアリ』の権限の持ち主だ。『異能の行使』や『アウトローの捕獲』など、自由意思でどんな行動でも許されている。『政府公認ストレンジャー』の体制が発足した当時から政府に所属していた、『最も力のある三人』のみが選ばれていて……その内の一人が『眺める者』の子飼いである『Ⅰワン』という男、というワケさ」

「……⁉　むむ、なんですの、それっ……この高貴なるお嬢じよう様さまを差し置いて、そんな権限を持ってる人がいるなんて……許せませんのー！　ズルイですのー！」

「……うむ、沙凪ちゃんの言う通りだ。そんな危険な権限を、ただの一個人に対し、何も考えずに与あたえるべきではない。だが──『眺める者』は、『Ⅰ』を自分達の制せい御ぎよ下かに置き、子飼いにしたいという理由だけで、『Ⅰ』にその権限を与えた。……全くクソジジイ共は、一つたりとてロクな真似まねをせんよ。……が、しかし」

　苦々しそうに吐はき捨てたアリアが、『Ⅰ』に関する情報を明らかにした。

「『政府最高位』などというだけあって、『Ⅰ』は純じゆん粋すいに強い──彼の異能は『自在に光を放つ』こと……それだけ聞けば、叫さけぶと光る『金色獅し子し王』を思い出すかもしれないが、はっきり言って、その比では無い。収束させた光の出力を最大限に高め、レーザー光線を放てる──ただこれだけの能力でもＡランク級……それもそのはずだ。光を武器にするということは、反射による回かい避ひの余地さえ奪う、文字通り光速の攻撃なのだから」

　聞くだけでも空そら恐おそろしい能力だが──そこで疑問に首を捻ひねったのは、夜侘だった。

「……光速、の……えっ？　で、でもアリアお姉さま、本当にそんな光速の攻撃なら、避けるのなんて不可能なんですよねっ？　でも……魅神は確か、避けれてたって……」

「ん……そうだな。レーザーが放たれた瞬間は、紛まごうことなく光速の攻撃だからな……だが実のところ、光を放ち始めてから、収束させた光の出力を最大化するまでに、僅わずかな間かん隙げきがある。もちろん束つかの間の間隙ではあるが、高速移動が可能な魅神なら、何とか回避できなくもない──あと私でも、先読みでギリギリ回避できるかな」

「な、なるほ──いやアリアお姉さまも避けれるんですか？　Ａランクの魅神でも『何とか』っていうレベルなのに？　アリアお姉さま、どこまでハイスペックなんですか？」

「照れる」

「いや褒ほめて……ますけどっ！　でも、あうぅ……しゃ、釈しやく然ぜんとしないですよぉっ」

　ぱたぱたと両手をバタつかせる夜侘に、アリアが本当に照れたように頭を搔かく──が、冗じよう談だんはそこまでとばかりに、アリアはこの件について結論づけた。

「まあ、要するにだ──そんな政府最高戦力の一つである『Ⅰ』がいて、更さらに魅神の空中戦を妨ぼう害がいした『不確定要素』まであるというのに、同じ作戦で臨むワケにはいかないのだ。魅神はまた『謎なぞの妨害』が来るかもしれないと警けい戒かいしながら、『Ⅰ』を相手に立ち回ることが出来るのか？　『Ⅰ』のことだ……次は隙すきを逃のがさず、確実に仕留めてくるぞ」

「……そ、それは、そうだけど……でも、だからって……」

「……あのー、二人とも、ちょっとイイですの？」

　そこで割り込んできたのは、沙凪──軽く挙手しながら、魅神とアリアに尋たずねる。

「何か二人とも、その……『Ⅰ』とかいう人のコト、知ってるっぽいですケド……もしかして、面識とかありますの？　同じ政府のストレンジャーだからとか……ですの？」

　尋ねてくる沙凪に対し──まず先に答えたのは、魅神。

「……ええ、まあね……といっても私は、一度だけ遠目に見たことがある、っていうだけなんだけどね。強力なアウトローが出しゆつ没ぼつしたとかで駆かり出された時、『Ⅰ』もたまたま出動してたらしくて……その時のヤツの行動は、正直──不快だったわ」

「むっ……そうなんですの？　毎度毎度ビリビリ電撃を迸ほとばしらせて、敵に対して容よう赦しやないコトで定評のある『最終鬼き畜ちく雷らい神じん』魅神がそこまで言うなら……よっぽどですのね」

「沙凪ちゃん、後で話があるから、覚かく悟ごしといてね？」

「な、なんとぉ⁉　まさかのとばっちりですの、あんまりですのー⁉」

「いや正当な対応だっつーのよ。……ま、それはともかく……その『Ⅰ』は、出没したアウトローをあっさり倒たおしてのけたんだけど……無む抵てい抗こうになった相手に、何度も、何度も、何度も──明らかに不必要な、過か剰じような追い討うちをかけてたわ。その理由が……『相手が意外にも強くて、気に入らなかったから』って……後で別の人から聞いた話だけどね」

　その時のことを思い出しているのか、眉み間けんに皺しわを寄せながら、魅神は続けて言う。

「……あんなヤツが『最高位』で、あんなコトが許されるなんて──容赦が無いのは、あの王おう真ま燈とう矢やと同じだけど……王真燈矢の場合は、一応『正義のため』っていう信念があったわ。でも『Ⅰ』は、そんなモノ持ってないの。ヤツにあるのは、ただ『自分のため』っていう歪ゆがんだ自己愛だけよ。今思い出しても……気分が悪くなってくるわ」

　ふんっ、とそっぽを向いた魅神と入れ替かわりで、次に口を開いたのはアリアだった。

「『Ⅰ』というのも、ある意味では不ふ憫びんなのさ。そうだな……仮に『異能』を『疾しつ患かん』として見るならば、だが──その病やまいを克こく服ふくできず、大きな力に魅み了りようされて支配され、驕おごり高ぶって道を誤ってしまった哀あわれな男……とでもいうか。もし、彼をきちんと止めてやれる人間がいれば……そうして道を外れることも、なかったかもしれない。しかしそれどころか『眺める者』が無む思し慮りよにも、彼に大きな権限を上乗せしたせいで、なおさら増長してしまっている。……な？　あのクソジジイ共、ホントにロクな真似をせんだろう？」

「あ、アリアお姉さま、何かもうどんどん遠えん慮りよしなくなってきてますねっ⁉」

　夜侘が軽くツッコむも、アリアは朗ほがらかに──しかし口調は辛辣なまま応じた。

「はは、まあな、脳がお天気なあのクソジジイ共からは、散々迷めい惑わくをこうむってきたからな。……とはいえ『Ⅰ』に関しては、まあ……私のような、『才能』などという疾患のために目を曇くもらせ、他者を遠ざけていた愚おろか者には、批判する権利も無いだろうがな」

「！　……ちょ、ちょっと待ってよっ……アリアは、あんなヤツとは違うでしょ？」

　自じ嘲ちよう気味に述べたアリアを、すかさず擁よう護ごしたのは──顔を合わせた時には『まだ許していない』などと口にしていた魅神だった。

「だって、アリアは……いつも私達のために行動してるじゃないっ。自分のコトしか考えてない『Ⅰ』とは、違ちがうわよっ……アリアは、何も悪くなんてっ……」

「その結果、私は五か月前、あんな大事件を引き起こしてしまった。皆に愚ぐ痴ちの一つを零こぼすこともせず、一人で暴走して、な。……その代だい償しようとして……隆良くんを連れて行かれてしまった。それは全すべて、私の責任だ……これが愚かでなくて、何だという？」

「！　……それは、だけど……で、でも、アリアはさっ！」

「……ふふっ、言わずとも分かっているさ、魅神。自分の罪は、この手で必ず清算してみせる。彼を、取り戻もどすことでな──そのために私は、全力さ」

「……う、うん……わ、分かってるなら、イイんだけどね……うん……」

　数度ほど頷き、無理やり納なつ得とくしようとする魅神だったが──そこでアリアに向けて、ジト目気味で氷莉が質問を投げかける。

「……ねー、アリアおねーさん……なんか、ツミをセイサン、とかいってるけどー……」

「？　何だい、氷莉ちゃん……何か、疑問に思うコトでもあったかい？」

「……まさか、だけどさー……サイアク、ジブンのイノチとひきかえにしてでもー……とか、そーいうコト……また、かんがえてない？」

「………………！」

　氷莉の発言に、アリアが驚おどろいたような顔をすると──室内に、より一層の緊きん張ちよう感かんが漲みなぎる。そんな中、真っ先に声を上げたのは、ヱリコだった。

「っ……アリア師し匠しよう、そんなのダメですっ！　わたし、言ったじゃないですかっ……皆には、アリア師匠のコトが必要なんだって！　それなのに、また自分を犠ぎ牲せいにして、皆を悲しませようとするんならっ……わたし……アリア師匠のコトっ……！」

「…………ぷっ、ふふっ……はははっ……」

「絶対に、許さな────は、はわっ⁉　……え、え……あ、アリア師匠……？」

　急に笑い出したアリアに、面食らってしまうヱリコ。アリアは下した唇くちびるに軽く指を当てつつ、笑いを堪こらえながら返事した。

「い、いや、すまない、ヱリコちゃん……氷莉ちゃんも、疑わせてしまって悪かったな。いや、私の自業自得だな……皆も、すまなかった。だが、氷莉ちゃんの早とちりだぞ。私はもう、キミ達を悲しませるつもりはない……これは偽いつわらざる、私の本心さ」

「……アリアおねーさん……それ、ホント？　……しんじて、ダイジョーブ？」

「もちろんだ、氷莉ちゃん。私はもう、そんな無茶はしない……ふふっ、その証しよう拠こに、というワケではないが……隆良くん奪だつ還かん作戦は、既すでに準備を進めているのだぞ。行き当たりばったりでも、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでもないから……安心してくれ」

　穏おだやかな口調で述べるアリアだが、そこで黙だまっていられなかったのは、魅神だった。

「──！　ちょっと、待ちなさいよ、アリアっ……私達に相談もせず、また勝手に話を進めて！　やっぱり反省してないんじゃ──」

「おっと、落ち着いてくれ、魅神……それに今回は、私一人の独断で進めているワケではないぞ。ヱリコちゃんに、全面的に手伝ってもらっているのだ」

「えっ？　……そ、そうなの？　高橋さん」

　魅神が問いかけると、ヱリコは二、三回ほど頷うなずく。アリアの言葉は真実らしいが、しかし──魅神は立て続けに不満を述べた。

「……いや、でもっ！　一体どんな作戦なのか、説明しなさいよね！　ていうかまさか、私が怪け我がしてるからって、置いてく気じゃ──」

「いいや、この作戦には、魅神も参加してもらうぞ」

「──えっ？　えっ……ほ、ホントに？　……えっ、いいの？」

　以前のアリアなら、過保護すぎるほど引き留めるはずなのに──肩かた透すかしを食らう魅神へと、アリアはおおらかな笑えみを見せながら語りかける。

「もちろんさ。そもそも、それほど大した怪我ではないのは、私も知っている。それなのにジッとしているなんて、魅神にはそのほうが酷こくだろう？」

「！　そ……そーよっ！　これくらい、何ともないんだからっ！」

「ふふっ、そうだな……魅神は強い子だからな。そもそもこの戦い、魅神の力は必要不可欠なのだ。相手は何せ、政府でも文字通り『最高位』の力を持つストレンジャー……『Ⅰ』なのだからな。魅神が一番の頼たよりなのだよ」

「……そ、そうよね？　そうこなくっちゃっ……さすがアリア、分かってるわねっ！」

「当然さ、私はキミの……いや、皆みんなのお姉さんなのだからなっ。さあ、分かったら、そろそろ着き替がえなさい。病衣のままで出しゆつ撃げきというわけには、いかないだろう？」

「！　──うんっ！　分かった……すぐに準備するから、待っててよねっ！」

「あっ、雷轟さん……わたしも手伝いますよっ！」

　ベッドから飛び起きて、部屋の隅すみの着衣室へ向かう魅神を、ヱリコが手伝おうとついていく。魅神が着替えている間に、沙凪がアリアへと小声で語りかけた。

「アリア、魅神の扱あつかい、随ずい分ぶんと上手うまくなってますのね～……感心しちゃいますの」

「ん、ふふっ……まあ本当は、怪我は心配なのだがな……しかし魅神のコトだ、置いていこうとしても、間違いなく後から飛び出してくるだろう？　前科もあるしな……それよりも、私の作戦に沿って彼女をエスコートするほうが、まだ安全だと思ったのさ……まあ、本当に怪我の具合が酷ひどかったら、縛しばり付けてでも絶対安静にさせるけどな」

「むふーっ……やっぱりアリア、魅神のコトを前以上に、よ～く理解してますのっ。憑つき物が落ちたみたいで……イイカンジですのーっ♪」

「ふふっ、ありがとう。きっと、隆良くんに負けた……そのおかげさ。…………ん？」

　アリアが言葉を終えると同時に、視界の隅に捉とらえたのは──浮うかない表情で窓から空を眺ながめ続ける、夜侘の姿だった。

「……夜侘ちゃん、どうかしたか？　何か……不安なコトでも、あるのかい？」

「……あ、アリアお姉さま……えっと、その……あう……た、隆良のコトで……」

「！　……隆良くんのコト、か……そうだな、私も……気になるよ」

「……にゃう……」

　しゅん、と一ひと際きわ落ち込んだように俯うつむき、夜侘は自身の想おもいを素す直なおに吐はき出す。

「さっきアリアお姉さまや魅神が言ってた、『Ⅰ』なんて危険な人がいて……しかもリーザっていう、得体の知れない人までいて……隆良はそんな所に、五か月間も拘こう束そくされてるなんて、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな……って」

「……夜侘ちゃん……そうだな、心配だな……しかも隆良くんには、『命の危機が迫せまっている』という、確かな情報もある。これに関しては、恐おそらくまだ、隆良くん本人には伝えられていないだろう。つい先日の決定事じ項こうらしいし、それをハッキングしてから、即そく座ざに襲しゆう撃げきを仕し掛かけてやったからな。……とはいえ、失敗してしまったし……恐らく……」

　考え込むように顎あご先に指を当てて、アリアは今後の展開を予測する。

「……そろそろ隆良くん本人にも、彼の命に危機が迫っているという……その内容が、直接的に伝えられるだろう。当事者に対する決定事項は、必ず伝えなければならない決まりが、政府にはあるからな……たとえそれが、秘ひ密みつ裏りの研究施し設せつであったとしても、だ」

「……隆良、きっとショックですよね……自分の命の危機なんて、聞かされたら……」

「……ふっ、どうかな……彼は思った以上にハートが強いというか……タフだからな。案外──自力で逃にげ出して、自分で何とかしてしまうかもしれないぞ？　……まあそうでなくとも、私達が、必ず彼を助け出すのだがな」

「は、はいっ……それはもちろん、です……けど……う、うにゃう～……」

　やはり、どうにも心配は尽つきないらしい。ここからでは遠すぎる、『浮ふ遊ゆう研究施設』の方角を見つめながら、夜侘は──

「……隆良、今いま頃ごろ……どうしてるんだろ……うぅ～……」

　ぼそり、小さく呟つぶやき──彼の安否を気き遣づかうのだった。







　今は遥はるか上空に鎮ちん座ざしている、『浮遊研究施設』──研究施設というだけあって、その内部には各所に仰ぎよう々ぎようしい機器類が点在し、時々無機質な機械音が響ひびいていた。

　本当にこんなに必要なのか、と疑いたくなるような、数多くの研究室が存在するが──それだけでなく、この巨きよ大だいな研究施設内には、職員の泊とまり込みや『研究対象』の滞たい在ざいを可能にするための、居住区も設けられていた。

　居住区に立ち並ぶ、数え切れないほどの部屋──その中の一つに、今から約五か月前から『とある少年』が、『研究対象』として滞在……いや、拘束され続けていた。

　ＣＤプレイヤーなど多少の娯ご楽らくは許されているようだが、生活感に乏とぼしい部屋──その隅に設置された飾かざり気の無いベッドの上で、病衣を身に纏まとって座り込む少年が一人。

「……静かになった、な……ついさっきまで、地じ震しんやら何やら、騒さわがしかったっつーのに……外で、何かあったのか……？　……まあ、関係ないか……」

　そう──彼こそが、下野根隆良。しかしどうも、以前のような覇は気きが窺うかがえない。

　いや、それも無理はないのだろうか。何せ、五か月だ──五か月もの間、こんな場所に拘束され続け、『研究』とやらに付き合わされ続けてきたのだ。

　憔しよう悴すいしきってしまうのも、当然──疲つかれ切った彼に、果たして救いの手は──！

「……ふっ、鳥とり籠かごに拘束されしヒーローの悲ひ嘆たんよ……全く、ヒーローってのは辛つらいぜ……く、くくっ……そう……これこそ正に──ヒーローにのみ許された、シチュエーショォォン！　いやあ、参るぜ……本物のヒーローっつーのは、こうやって……自然とカッケェーシチュエーションを引き寄せちまうんだからなァ……ぐふふ」

　憔悴なんて、気のせいだった。むしろ隆良は、この状じよう況きようを心行くまま堪たん能のうしているらしい。ちょっとタフにも程ほどがあるのではないか。

　と、隆良が一人で悦えつに入っていたところ──出入り口の扉とびらを、ノックする音が響く。

「……あ、あのー、下野根さん、起きてますぅ……？　あー、えっと、そのー……地震とかあったんで、様子見に来たんですけど……」

「！　ふっ、起きているぜ……入ってくるがいい……そう、入ってくるがいいさ……」

「……あ、はぁ、失礼します……」

　微び妙みようにげんなりしているような気のする返事の後、出入り口の扉が開かれる。入ってきたのは、白衣を羽織った研究員と思おぼしき、メガネをかけた若い女性──隆良がここで生活するにあたって、彼の世話を担当している人物だ。

　そんな彼女へと──隆良が珍ちん妙みような喋しやべり方で話しかける。

「ふっ……今日は、どうしたんだ……？　実験だの、検査だのの時間には、まだ早いと思うんだが……俺に何か、用事でもあるのかい……？」

「……あ、はあ、えー……だから、地震とかあったんで、様子見と……あ、それと」

「ふっ……地震？　そんなモノ、このヒーロー様にしてみりゃあ、さしたる障害でも無いのさ……ふっ……この通り、バッチリ健勝だぜ……？」

（……うわぁ……なんかもう、うわぁ……下野根さん、毎回ずっとこんな感じだよ……背中がムズ痒がゆくなるっていうか……何でこう、変にカッコつけてるの……？）

「ふっ……選ばれしヒーローってのは、ふっ……どんなコトがあっても、動じないっつーか、ふっ……常に落ち着いて、対応するモンなのさ……ふっ」

（ていうか、ふっ、ふっ、うるさいんだけど……そんなに、ふっ、ふっ、言ってたら喋りにくいでしょ……？　思春期過ぎたら、絶対恥はずかしくなるケースよぉ……）

　微妙に心配している世話役の女性だが、必然的に隆良と接する機会が多いがために、彼のムズ痒い恥ずかしさの弊へい害がいをモロに被こうむることになっている。

　隆良の変に格好つけた様子を直視し続けることが出来ず、目を逸そらして恥ずかしそうにする女性だが──そんな彼女の後ろから、また別の人物の声が届いてくる。

「──下野根ちゃん、お元気そうね～？　お姉さん、安心しちゃった～」

「！　……アンタはっ……」

　隆良の部屋へと、ウェーブがかかったやや濃こいめの銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら入ってきたのは、リーザ──隆良をこの研究施設に連行した張本人だ。

　ここへ来てから隆良が彼女に聞き出したフルネームは、リーザ・ゼーンズフト・ヴァイゼ。どことなくアリアに似た雰ふん囲い気きを持つ女性で、そう、似ていると言えば──彼女の胸周りの肉付きも、アリアに匹ひつ敵てきするほどの見事なボリュームを誇ほこっている。

　恐ろしい……まっこと恐ろしいが、隆良は『そんな部分』には出来るだけ意識を向けないよう、クールを装よそおってリーザに語りかける。

「……ふっ、どうしたんだい、リーザさんよ……今日も実験だの、検査だのに付き合えばイイのかい？　まあ……俺をここへ連れて来たのは、それが目的だろーしな……」

　そう──この研究施設は『ストレンジャーの研究』を主な目的としており、リーザはそのために隆良を連行してきたのだ。

　この研究施設は、『眺める者イデイン』が最高責任者として管理している──とはいえ、『眺める者』自体は研究などには興味無いらしく、ここに顔を出すことは滅めつ多たにないようだ。代わりに、この研究施設を実質的に管理しているのは、政府における『裏の人間』と言われている、このリーザである。

　秘密裏の研究施設を牛ぎゆう耳じる統とう括かつ者──胡う散さん臭くさいことこの上ないが、そんなリーザが、朗ほがらかなようでいてどことなく冷たい笑えみを浮かべつつ、間延びした声を上げた。

「ん～……そうねぇ～、今日も今日とて、実験や検査をしま～すっ。……と言いたいところだけど～……今日はちょっと、残念なお知らせがあるのよね～」

「……へっ、いつも通りニコニコしてっから、残念ってカンジが伝わってこねーんだけどな……で、何だ？」

「ええ……下野根ちゃんの研究の、進しん捗ちよく状況について……ね～？」

「！　……へぇ……そりゃ、興味があるぜ……是ぜ非ひとも聞かせてくれよ？」

　身を乗り出して尋たずねる隆良だが──リーザは笑みを絶やさないまま、少しだけ困ったように首を横に振ふりつつ返事してくる。

「それが、残念なんだけどね～……まるで芳かんばしくないのよ～。下野根ちゃんには、これまで色々と協力してもらったし、身体検査もさせてもらったんだけどね～……体全体が、やや不導体の性質を持つコトとか、ゲルを自在に動かせるらしいっていうコトとか～……既き存そんの情報以上に得られるモノなんて、ほとんど無かったのよ～……」

「……ふーん……そりゃ、難なん儀ぎな話だな？　俺の研究を通して『ストレンジャーとは何か』を解き明かす、みたいなコト言ってたのによ」

「そうなのよね～……下野根ちゃんの『異能』に、何か鍵かぎがあるかと踏ふんでたんだけど～……勘かん違ちがいだったのかしら？　まあそもそも、あの天才・アリアちゃんくらいのレベルなら、ともかく……私みたいな凡ぼん人じんには、そんな大それたコトは出来なかったみたいね～。五か月研究を続けてみても、ほとんど成果は無しなんだもの、情けない話よね～？」

「……へっ、凡人、ねぇ……随ずい分ぶんとへりくだった言い方するじゃねーか。まあ、アリアほど、とは言わねーけど……アンタも充じゆう分ぶんに非凡だと思うけどな」

「あらっ、下野根ちゃんったら、お上手なんだから～☆　……でも結局、何も分からなかった、っていうのは事実だし～……結果が全すべてなのよ～。いつまでも無む駄だな研究を続けていられないし、ね～……とうとう上から、『現在の実験を終しゆう了りようするように』って、結論を言い渡わたされちゃったの～」

「！　……そーかい……へへっ、なるほどな」

　ようやくか──軽くほくそ笑んだ隆良が、リーザへと人差し指を突つき付けながら言う。

「俺もやっと、お役やく御ご免めん、ってワケか──『ストレンジャーとは何か』っつーのには、俺も少しは興味あったんだけどな。まあ、成果が無かったんじゃ、仕方ねーな……んじゃ、悪いけど、そろそろ帰り支じ度たくを始めてもイイかい？　……随分と長いこと、待たせちまってるヤツらがいるんでね……へへっ──」

「……あら～？　下野根ちゃん……ナニを言ってるの～？　まだ帰れないわよ～？」

「へ────へっ？」

　リーザの言葉に、隆良は目を丸くする。実験が終わるのなら、もう自分がここにいる必要は、無いのではないか──そう目で訴うつたえかける隆良に、リーザは申し訳なさそうな口調で返す。……顔は相変わらずの笑みを湛たたえていたが。

「終了するのは『現在の実験』のコトよ～？　これまでの実験は、生ぬる～い、優やさし～い実験ばかりだったんだけど～……ここの研究施設のね？　実質的なトップで……『政府最高位ストレンジャー』っていう人がね？　もう無駄な時間や費用を費ついやせないからって～……ちょっと無茶な実験に踏み切れ、っていうからね～？」

「……へ？　へ……む、無茶な実験、って……」

「ん～、そうね～……まあぶっちゃけちゃうけど～……『生命に対する安全性』を度外視した……ちょ～っぴり非人道的な実験に、ＧＯ、ＧＯ☆　みたいなね～？」

「………………はい？」

　何を言っているか分からない、と言わんばかりの隆良に対し──リーザはニコニコ笑顔とは裏腹に、少しばかり尋じん常じようでない実験内容を打ち明けてきた。

「まずは～……生体実験・研究をスムーズに進めるために、下野根ちゃんを、バラッ☆　と解かい剖ぼうしちゃって、それから全身を内外から、隅すみから隅までいぢり尽つくして～……ふふっ、なんだかＨね～☆　え、そんなコトないかしら～？」
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「────────」

「まあいいわ～。でもね、ほら、死なれちゃったら、元も子も無いじゃない？　だから生命維い持じに必要な脳や臓器だけは、最低限確保することにして～……それぞれ管で繫つないで培ばい養よう液の中で管理して、時々痛覚なんかを走らせて実験を続けてみようと思うの～」

「────────」

「ね～？　各臓器だけでも、ゲルって出せるのかしらね～？　どれくらいの刺し激げきを与あたえればイイのかしら～……お姉さん、と～っても興味あるわ～♪　あ、個人的にはね～、脳が『異能』と密接な関係を持ってるんじゃないか、って思って～……あら～？　下野根ちゃん……どうかしたかしら～？」

　やたらとウキウキした口調でエグいことを述べ続けていたリーザが、絶句する隆良を見て、くりっ、と首を傾かしげる。ちなみに隆良の世話を担当していた研究員の女性も、その場で話を聞き続けていたらしく、「おえ……」と軽くえずいていた。

　しかしリーザの発言に最も恐おそれを抱いだくべき隆良は、動じていないかのようにクールなポーズを決めて──ぶるぶると肩かたと唇くちびるを震ふるわせながら、言葉を紡つむぐ。

「……ふ、ふっ……りり、リーザさん……冗じよう談だんキツいぜ……全く、そそそんなコト言って俺をビビらせようなんざ……あああ悪あく趣しゆ味みにも程があるっていう……」

「……あ、そっか～、そうよね～……急にこんなコト言われても、困るわよね～……下野根ちゃんにだって、人権があるんだものね～……」

「！　そ、そぉさっ……ま、まあ俺は？　アンタがそんなおっそろしいコトするなんて、思ってないし……別にビビってもねーし──」

「でも、ごめんね～？　これもストレンジャーの研究を進めるために、ひいては科学の発展のために、きっと必要なコトなの～……だから～……諦あきらめて、ねっ☆」

「──────」

「お姉さんもね、と～ってもツライのよ～？　下野根ちゃんのコト嫌きらいじゃないし、むしろ気に入ってるし～……でもね、だからこそ～……下野根ちゃんの犠ぎ牲せいを、決して無駄になんかしないからね～？　うふふ～、涙なみだを吞のんで実験に励はげむわ～♪」

　哀あい惜せきの情など微み塵じんも感じさせないような笑顔を見せるリーザは、完全に固まってしまっている隆良へと、一方的に用件を述べ続ける。

「それじゃ……この後、ココから別のお部屋に移ってもらうから～……何か持っていきたいモノとかあったら、準備しておいてね～？　まあ私物なんて服以外は取り上げちゃったし、新実験の開始も明後日あさつてくらいからだし、残り少ない余生には無駄……あらっ、お姉さんったら無神経だったわ～。ごめんなさいね～☆」

「──────」

「さーて、新実験、楽しみ……じゃなく、哀かなしみを押し殺して頑がん張ばるわ～、お～っ☆」

　結局、終始──相変わらずの調子で、リーザは退出していったのだった。

　そして残された隆良へと、世話役の女性が心配そうに声を掛かけようとする。

「……あ、あの……えーと、下野根さん、そのー……」

「……ふっ……はは、はははっ……やれやれ、だぜ……」

（……あれ？　い、いつも通り？　一いつ切さいブレることなく、むず痒がゆいカンジ？）

　そこまでいくと、なかなか堂に入っているな──と、彼女もついつい感心してしまいそうになる……が。

「…………た」

「……？　し、下野根さ──」

　世話役の女性が、俯うつむき気味の隆良に声を掛けようとした、その瞬しゆん間かん──

「たっ……たたた助けてくれぇ───いっ⁉　俺の仲間達ィィィィィ⁉」

「きゃあああ⁉　なんなんですか、なんなんですか急に───⁉」

「いぢくりまわされるぅぅぅ！　真の意味でイケナイ部分まで、存分にいぢくりまわされちまうぅぅぅ！　うおおお皆みんなァァァ！　早くッ……早くヘルプミィィィ！」

　ちょっと前まで変に斜しやに構えて格好つけていた少年が、取り乱しつつ叫さけび声を上げている現状に──世話役の女性も、同じく取り乱すしかないのだった。




「はあ……リーザのヤツ、何が新しい実験だっつーの……俺、知らねー内に崖がけっぷちじゃねーか……エグすぎんだろ、いくらなんでも……」

　一人になった隆良は何度もため息を吐つきながら、部屋を移る準備をしていた。いや、準備とはいっても──先ほどリーザに言われた通り、私物は服くらいしかないのだが。

　しかし隆良は、そんな唯ゆい一いつの私物を手に取りながら、少しだけ表情を綻ほころばせる。

「……コイツに袖そで通すのも、久し振りだな……」

　それは、隆良がこの研究施し設せつに連行される前に着ていた学生服──研究の度たびにいちいち着き替がえ直すのも面めん倒どうだと仕し舞まい込んでいたが、久し振りに袖を通すことになる。

　とはいえ、この服を着るのは『皆の下もとへ帰る時』だと思っていたが、まさかこのような事態に陥おちいってしまうとは──と、しかし隆良には、悲ひ愴そうな様子など微塵も無かった。

「へへっ、やっぱりしっくりくるぜ……っと。…………さーて」

　病衣を脱ぬぎ捨て、学生服に着替え直そうとした、直前──隆良の目が不意に鋭するどくなる。

「……で、どこの誰だれだか知らねーが……いつの間に入ってきた？　俺に何か用か？」

　何も無い場所へ、隆良が唐とう突とつに声を掛けた──次の瞬間、出入り口の扉とびらの真横で、不意に閃せん光こうが断続的に迸ほとばしり、正体不明の男が姿を現す。

　隆良にしてみれば、初めて見る顔だ。長身で、涼すずやかな表情を崩くずさない──明らかに見下した目つきをした男が、ゆっくりと口を開く。

「くっくく……なに、入って来たのは、つい先ほど……しかしキミごとき最底辺異能者が、姿を消していたこの吾わが輩はいがいることに、良く気が付けたものですねぇ？」

「……なぁーに、こんな狭せまい部屋で自分以外の誰かが居りゃ、イヤでも気配を感じちまうぜ。最近は急に一人の時間が多くなったモンでね、なおさら敏びん感かんになってんだよ」

「……くっくく、なるほど……つまり、弱者は弱者なりに、少しでも生存確率を高めるために、必死で悪あがきしている、というコトですかねぇ……くっくくっ、何とも健けな気げで涙ぐましい、卑ひ小しような努力でしょうねぇ……愛いとおしくなってきますよ、全く……」

「……はっ、そんなつもりで言ったんじゃねーんだけどな……いきなり出てきて、意味の分かんねー曲解してんじゃねーよ。……で、アンタ誰だよ？」

　隆良が物もの怖おじせず尋たずねると、男は薄うすら笑いを浮うかべながら返事した。

「おっと、自己紹しよう介かいが遅おくれましたねぇ……吾輩は、この研究施設の最高責任者で──政府にて『最高位ストレンジャー』の称しよう号ごうを与えられし、『Ⅰ』──本来、キミのような最底辺の人間が、吾輩に目通りするなど叶かなわないものですよ……光栄に思うが──」

「あー『Ⅰ』さん、『Ⅰ』さんねぇ……そーいや、そーいうヤツがここのトップだとか聞いたコトあるな。五か月もココにいて、ま～ったく姿見たコトねーから……てっきり引きこもりか何かかと思ったぜ。で？　そのお偉えらい『Ⅰ』様が、こんなトコに何の用だよ？」

「……おやおや、どうもキミは、自分の置かれている立場を、まだ良く理解していないようですねぇ……くっくく……この吾輩が、わざわざキミ如ごときのために、命いのち乞ごいのチャンスを与えにきてあげたというのに……」

「！　……へぇ、命乞いのチャンス、だ？」

　反問してくる隆良に、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度の彼は──『Ⅰ』は、見下したような笑みを浮かべたまま、愉ゆ快かいそうに言葉を続ける。

「くっくく……キミの『新たな実験』を推進したのが吾輩であるということは、あの小こ娘むすめ……リーザから、聞いたのでしょう？　であれば、吾輩に泣いて縋すがって懇こん願がんするのが、弱者たるキミが取るべき正しい行動ではないのですか？　『お願いします、アナタの権限で取り消してください』とね……上手におねだり出来れば、もしかすると──」

「そんな気ぃ微塵もねーくせに、ほざいてんじゃねーよ。そりゃ、アンタが俺に取って欲しいっつー行動の……単なる願望だろうが」

「──！　……なんですって……？」

　隆良の指し摘てきで、『Ⅰ』の眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。対する隆良は怖じた様子などまるで見せず、見み透すかしたような冷ややかな視線と共に声を掛けた。

「お前はただ単に、その『最高位』だとかいう高～い位置から、低いトコで這はいずってるヤツを見下して、悦えつに入りてーだけだろ？　お前が弱いと思いこんでる他者が、お強いテメーに媚こびへつらってるのを見るのが、堪たまらなく好きなんだろ？　へっ、見てりゃ分かるぜ……勘かん違ちがいの小物野や郎ろうっつーのは、どいつも似たようなコト考えやがる」

「！　おい、アナタ……貴様……その不ふ遜そんな口を閉じろ……閉じなさい。無礼で──」

「でもなぁ、お前は自分が高い位置にいると思って──他ほかのヤツらが低い位置にいる、と思い込んでるのかもしれねーが……そりゃ、真実なんざ欠片かけらも見えてねー、テメーの主観だよ……笑わせてくれるぜ」

「────ッ！」

　隆良が人差し指を、『Ⅰ』に突つき付けた──

「いいか、くだらねー勘違い野郎……テメーは────」

　──その瞬間、『Ⅰ』が憤ふん怒ぬの形相で隆良へ向けて掌しよう底ていを繰くり出し、一筋の光線を発射する。あわや、隆良に直ちよく撃げきしたかと思いきや──光線は隆良の顔の横を通り抜ぬけ、部屋の壁かべを焼き貫つらぬいた。

　その驚きよう異い的な威い力りよくを目まの当たりにして、隆良は──しかし微塵も動どう揺ようせず続ける。

「──テメーはテメー自身が思ってるよりずっと、低レベルなモノの考え方してんだよ。大方……ちょっとばかし強い『異能』に恵めぐまれて、勘違いしちまったんだろーがな」

「ッ……貴様ッ……！」

「はっ……『最高位』だ？　くだらねー……『最高』なんざ、そんなくだらねー妄もう執しゆうに取り憑つかれちまうとは、哀あわれなヤツだな……アンタはよ」

「………………」

　言い切った隆良に対し、『Ⅰ』の表情は凍こおり付いたかのように冷たかった。憤怒の感情を通り越こした寒気のする無表情で、『Ⅰ』が再び隆良へと手の平を向け──しかし今度は光線を放つことなく、隆良から背を向ける。

「……くっくく、吾輩としたことが……ゲルなどという『最低』異能の持ち主相手に怒いかりを覚えるなど、大人気ない……いや、もったいなかったですかね。やれやれ……」

「………………」

「……しかし、底辺の虫けらごときが吾輩に対して、無礼を働いた罰ばつはあっても良いですね……実験では、貴様を出来るだけ長く苦しめられるよう工く夫ふうを凝こらしてみることにしましょうか。くっくく……この先が、俄が然ぜん楽しみになってきましたよ……」

「…………へぇ、あっそ」

『Ⅰ』の脅おどすような言葉にも、素っ気ない返事しかしない隆良に──『Ⅰ』は片かた眉まゆをピクピクと吊つり上げるが、ふと思い出したように声を上げる。

「ああ、そうです──そういえば貴様は以前、チームを組んでいたと聞きましたが」

「……？　それがどうかしたかよ──」

「貴様を救おうと、無む謀ぼうな襲しゆう撃げきをかけてきた──そう、『雷らい神じん』は、吾輩がこの手で直接、撃うち抜ぬいて始末してあげましたよ」

「────！」

　そこで隆良の表情が初めて強こわ張ばったのを見て──『Ⅰ』が愉快そうな声を漏もらす。

「くっくく……もしお仲間さんの助けを期待していたのなら、残念ですねぇ……叶いはしませんよ、それは。貴様はここで、誰の助けを得る事もなく、地じ獄ごくの苦しみに苛さいなまれ続ける……『最低』には、お似合いの運命ですよ……くっくくっ！」

　捨て台詞ぜりふのように、『Ⅰ』はそれだけ言い残し、部屋を出て行った。

　そして──残された隆良は、俯きがちに物思いに耽ふける。魅神が撃ち抜かれ、始末されたという話を聞かされて、

（……魅神があんなヤツに、ねぇ～？　……信しん憑ぴよう性せいに欠けるっつーの、ったく……）

　しかし『Ⅰ』の言葉は、ほとんど信じていないらしい。

　……とはいえ、何のきっかけもなく魅神の話が出るはずがない、とも隆良は考える。

（……でもまあ、魅神の話が出たっつー事は……恐おそらく、俺を助けるためにこの研究施設に襲撃をかけてきた……っつーのは、ホントなんだろーな……多分だけど、魅神だけじゃなく、夜侘や沙凪も、な……だらだら大好きの氷莉は分かんねーけどな）

　とはいえ、仲間達が助けようとしに来てくれたのだと思うと、何となく照れ臭くさい心持ちになり──同時に、居ても立ってもいられない心境にもなってくる。

（……俺も、このまま黙だまっちゃいられねーな……つっても、今はまだ、その時じゃねーか……もう少し、様子見てからだ……焦あせるんじゃねーぜ、俺……）

　自分に言い聞かすように目を閉じた隆良は、中断していた着替えを再開しつつ──馴な染じみの学生服を両手に持ち、一つ大きく深呼吸して、

（チャンスは、必ずやってくる。もうすぐだ……もうすぐ皆に会いに行ってやらぁ！）

　学生服に手を通しながら──燃える想おもいは内に秘め、不ふ屈くつの闘とう志しを瞳ひとみに宿すのだった。
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　準備を終えた翌朝、隆たか良らはついに、別の部屋へと移されていた。居住区からは随ずい分ぶんと離はなれ、研究施設の奥の奥──いかにも厳重な様相を醸かもす扉が、内側にいる人間の自由を拒きよ絶ぜつしているかのように思える。

　この扉はカード認にん証しよう方式で鍵かぎ穴あなは無いし、外からしか開けられないらしい──キーとなるカードが無ければ、エラーでも起こらない限り、開くことは無いだろう。

「……なるほどな、ふんふん……さて、次は……と」

　部屋の中は広いが、どうにも薄うす暗ぐらい──室内灯の灯あかりはやけに小さく設定されているようで、部屋の様子を窺うかがうのには、少しばかりの労力を要した。

　とはいえこの部屋は、居住区の部屋より質素な装よそおいだ。置かれているのはベッドと、無骨な作りの机と椅い子すくらいで、『下側には』他に何も無いことが簡単に見て取れる。

　そして──隆良が探していたモノは、『上側に』あった。

「……監かん視しカメラは、あそこか……よし」

　軽く頷うなずき、監視カメラからすぐに目を逸そらした隆良は、続いて室内灯の調節スイッチを探す。ぐるりと壁を見回してから、一歩踏ふみ出した──その時。

「……──⁉　誰だっ⁉」

　ごそり、物音が聞こえてきて、隆良は身を強張らせる。先客でもいたのだろうか──だが『非人道的な実験』を控ひかえた隆良と相部屋とは、どういうことなのか。この部屋を隆良に宛あてがったのは、恐らく『Ⅰワン』かリーザだろうが、どちらも気を許せない人物だ。

　もしかしたら、隆良の身に危険を及およぼさんとする刺し客かくかもしれない。それはそれでどういう理由なのかは分からないが、隆良は目を凝らして暗くら闇やみの中を覗のぞき込む。

　物音が聞こえてきたのは、ベッドの上。再び耳に届いた『もぞり』という音と共に、顔を出してきたのは──薄うす白じろい光を放つ、一人の『少女』だった。

「⁉　なんだ、お前……体が、光って……？　……つーか、何でこんなトコに……」

『少女』は恐らく隆良と同年代だろうか。しかし彼女の雰ふん囲い気きは明らかに『普ふ通つう』とかけ離れている。透すき通るような白い肌はだ、印象的な淡あわい白銀の髪かみはツインテールで──暗闇をぼんやりと照らすような光を放っていることも相まって、幻げん想そう的な佇たたずまいだ。

　隆良と見つめ合うような形になってはいるが、しかし彼女の瞳からは、何の感情も窺えない。まるで作りの良い人形とでも向かい合っているようだった。

　そして、何よりも目を引いたのは──彼女の服装。まるで囚しゆう人じんを拘こう束そくするかのように体の各所をベルトで固定され、身動きが制限されていた。手は少し露ろ出しゆつしているし、そこまで完全に動けない訳ではなさそうだが、それでも悲愴な雰囲気なのは確かだ。

　なぜそんな仕打ちを受けて、なぜこんな研究所の奥に囚とらわれているのか──隆良が尋ねるべきか逡しゆん巡じゆんしている間に、少女の口がおもむろに動く。

「……アナタ……だれ？」

「！　お、おお……俺か？　俺は──……」

　反射的に答えそうになった隆良だが、直前で思いとどまる。何者かも分からない少女に、果たして今、己おのれの正体を明かしても良いのか──と、そんなことを考えていたが。

「…………？　……だれ？」

「………………」

　微み塵じんも悪意を感じさせない様子で、こてん、と首を傾かしげる少女に──何となく隆良は毒気を抜かれ、はあ、と軽くため息を吐ついてしまう。

　そもそも己の正体を明かしたからといって、今の状じよう況きようで一体何の問題があるというのか──考え直した隆良が、軽く斜しやに構えたポーズを取り、少女に改めて返事する。

「ふっ……俺の名が聞きたいかい？　お嬢じようさん……俺は、俺様は……いずれ『ヒーロー』となる最高にカッケー男……下しも野の根ね隆良さ。ふっ……覚えておくがイイぜっ……」

「……シモノネ、タカラ……タカラ。わかった。覚えた」

　微び妙みように片言気味の少女は、素す直なおに頷いて──それっきり、口を閉とざしてしまう。斜に構えてカッコつけていた隆良は、何となく気まずくなって、更さらに話を続けた。

「……カッコイイとか、言っても……イイんだぜ？」

「？　……カッコイイ」

「……ふっ……サンキューお嬢さん……ご声せい援えんどうも……」

「…………？」

　自分でカッコイイと言わせておいて勝手に満足した隆良に、しかし少女は良く分かっていないのか、再び首を傾げる。さて、さすがの隆良もちょっぴり恥はずかしくなってきたところで──いつもの調子に戻もどり、無表情を崩くずさない少女に声を掛かけた。

「……んで、お前、何者なんだ？　なんでこんなトコにいるのか……まあ嫌いやじゃなかったらだけどよ、俺に教えてくんね？」

「？　……ワタシ、ルーネ。名前……ルーネ」

「ルーネ……ルーネか。外国の子っぽいな……微妙に片言なのも、そのせいか？　……んじゃ、ルーネ……お前は何で、ココにいるんだ？　理由は？」

「？　なんで……なんで？　……理由、ない。ココ、いろ、言われた。それだけ」

「……？　ココにいろって……こんなトコに？　………………」

　ルーネの事情は計り知れないが、こんな場所に『いろ』と言われて──しかも、拘束衣などを着せられていて、尋じん常じような身の上でないことは容易に想像できる。

　一体、どんな境きよう遇ぐうなのだろうか。つい首を突っ込みたくなった隆良が、ルーネをジッ、と見つめると──つい先ほどまで、隆良が探していたモノを見つける。

「──おっ⁉　おおっ……そんなトコにあったのか、調節スイッチ……そーだよな、寝ねる時に灯あかり調節したいもんな……普通はベッドの近くにあるよな」

「？　⁇」

　良く分かっていないルーネは首を傾げるばかりだが、室内灯の調節スイッチを壁かべ際ぎわに見つけた隆良は、意い気き揚よう々ようとベッドの側そばへと歩いていく。

「ちょっと失礼するぜ──ま、すぐにどっか行くからよ」

　だが、そんな隆良の行動に──ルーネが今までに無い反応を見せる。

「！　──ダメっ」

「……へ？　お、おお……？　ダメって……」

　ルーネは──表情こそは先ほどからの無表情と全く変わりないが、ほんの少しだけ強い口調で制してきた。戸と惑まどう隆良へと、ルーネは続けて言葉を紡つむぐ。

「ダメ……近寄る、危険。ダメ、離れて」

「……ああ、なんだ、そーいうコトか……いや、大だい丈じよう夫ぶだって。何もしねーよ。初対面の、しかも男だし、怖こわいのは分かるけどよ……危なくなんかねーし、信じてくれって」

「……違ちがう。そうじゃ、ない。ダメ……離れ──」

「そんじゃ、そっちに行くからな……大丈夫、何もしな────お、あっ⁉」

　隆良が更に一歩、ベッドのほうへ歩を進めた──瞬しゆん間かん、ルーネが放っていた光が微かすかに強まったのと同時に、建物全体が波打つかのような大きな揺ゆれが到とう来らいし、隆良はその場で足あし踏ぶみしてしまう。

「なっ⁉　うおっ……ととっ、危ねえっ……えっ？　……でっ、でえええええっ⁉」

　何とか転ばないよう、すんでのところで堪こらえた隆良だが──そんな彼へと、先ほどの揺れの影えい響きようだろうか、部屋に設置されていた机が勢い良く滑すべりながら迫せまりくる。

「ッ……⁉　避よけっ……られっ……⁉」

　身をかわそうとするも、先ほどの揺れで体勢を崩してしまったせいで、体の自由が利きかない。あわや、絶体絶命かと思われたが──

「────『滑り込み粘体感ゲルー・ノ・スライダー』！」

　──足元にゲルを出し、隆良は体ごと滑り込んで、迫りくる机をギリギリでかわす。机はそのまま壁かべに叩たたきつけられ、隆良は見事に難を逃のがれた──とはいえ、肩かたを少しかすめてしまったらしく、全くの無傷という訳にはいかなかったが。

「ぐっ……い、いででっ……なんだよ、また地じ震しんか……？　昨日から、やけに多いな……にしても俺、運悪いな……机直ちよく撃げき寸前とか、ありえねーだろ、ったく」

　ゲルで滑って転ばないように気を付けながら、隆良は相変わらず仄ほのかな光を放ち続けるルーネのほうへと歩み寄りつつ、彼女の身を慮おもんぱかって声を掛けようとする。

「おい、ルーネ……さっきの地震、お前は大丈夫──」

「ダメっ──タカラ、来る、ダメっ……うしろっ」

「は？　……え、あ……なッ……なにィィィ────ッ⁉」

　ルーネの言葉で後ろを振ふり向いた隆良が、信じられないモノを目にする──それは、先ほど壁に叩きつけられた机……の、残ざん骸がい。叩きつけられた勢いでバラバラになってしまったのだろう、しかしそれがなぜか、隆良へと襲おそい掛かってきている。

「んなっ、バカなっ……反動っつっても、こんなトコまで……ぐ、うっ！」

　身を丸め、襲い来る破は片へんの数々から身を守る──緩かん衝しよう材ざい代わりになるよう、体中からゲルを噴ふん出しゆつしながら。

「……『無に帰すヌルー・オブ・……神業ゴツド』……ぐっ……」

　何とかガードは出来たが、それでも無傷とはいかない。痛みに体を押さえながら、隆良は現状を整理する。

　この現象、偶ぐう然ぜんかと思いそうになるが、違う──ルーネに近寄ろうとするたび、『何らかの力』で妨ぼう害がいされている。そう思った隆良は、直接ルーネへと尋たずねる事にした。

「……ルーネ……これは、お前がやってることなのか……？　……お前がストレンジャーなのは分かるけどよ……それで、俺を攻こう撃げきしてんのか？」

「……ワタシ、ストレンジャー。でも……ちがう。タカラ、攻撃、してない。でも……ワタシ、近寄る、皆みんな……不幸、なる。だから……近寄る、ダメ」

「……な、なに？　お前に近寄ると不幸に？　……なんだそりゃ、そんなコト……」

「ホント……ウソ、ちがう。タカラ、来る、ダメ。不幸、なる。……周り、皆、そう。だから、ワタシ、一人。ずっと、一人……大丈夫」

「……チッ、なんだそりゃ……そんなワケねーだろ……ったくよ」

　先ほどの現象が、ルーネの『異能』によるモノだというのは、隆良にも理解できている。が、しかし、だからといって『不幸』などという目に見えない何かが道を遮さえぎるなど、信じられなかった。ルーネに敵意や悪意が無いのは、確からしいが──どうやら『制せい御ぎよ不能』らしく、少し強引に詰つめ寄らなければならないようだ。

　そもそも──隆良はルーネが放った先ほどの言葉に、強い反感を抱いだいている。

（一人で大丈夫だとか……ンなワケねーだろが。俺の経験上、そんなコトほざくヤツに限って、総じて寂さびしがり屋なんだよ。……まあルーネのヤツは、無表情すぎてイマイチ感情が読めねーけど……でもまあ、どーせアイツもそうだろ）

　勝手に決めつけた隆良が大おお股またで歩み寄ると、ルーネが相変わらずの無表情だけは崩さないまま、けれど少しばかり焦あせったような声を出した。

「！　タカラ……ダメ。なんで、来る。寄るの、ダメっ」

「……いいから、見てろっつーの。ほれ……今度は地震も起きねーし、さっきの机みてーに妨害するモンは、何も無いからな。不幸なんて、ただの思い込み──」

　隆良がルーネへと歩み寄りつつ、言い終えようとした寸前──一歩を大きく踏み出した隆良の足元から、メキリ、という鈍にぶい音が不意に響ひびき、

「？　……なんだ、今の、音……お、お……おおおおおっ⁉」

　なんと──床ゆかが突とつ然ぜんひび割れ、底が抜ぬけたかのように損そん壊かいしてしまう。踏み出していた足は完全にバランスを崩し、隆良は倒たおれ込んでしまい、

「なっ……冗じよう談だん、だろっ……研究施し設せつの床、全部ステンレス製だぞっ……こんなコト、ありえ、ねっ……うっ……のあぁぁぁっ⁉」

　しかも更に、損壊したステンレスの床が、トラバサミのように隆良を挟はさみこもうとしてくる。哀あわれ、身動きの取れない隆良は、なす術すべもなく押し潰つぶされた──かに思えたが、

「っ……ナメんなよっ、この程度でよぉっ……！」

　全身からゲルを出して体を滑らせ、その場から退たい避ひしていた。当面の危機は何とか回かい避ひしたが、しかしどうも、ルーネの力は本物らしい。

　どう打開すべきか、と隆良は頭を捻ひねり──

「……だったら、これならどーだっ……！」

　ならばこの『異能』を放っている張本人と思おぼしき、ルーネ自体を押さえればどうか。そう考えた隆良がルーネへと手の平を向け、ゲルを放とうとするが──

「ワリーな、ちょっと手て荒あらにいく────ぜっ？」

　ずるり、足元が滑り──放ったゲルは、全く関係の無い方向へと飛んでいき、壁に付着してしまう。隆良の足を滑らせた物の正体は──

（……んな、バカなっ……）

　それは──隆良自身が放ったはずのゲルだった。しかし、そんなはずはない、とすぐに頭かぶりを振る。隆良は少なくとも、そこへゲルを放った覚えは無かった。そうでなくとも、自身の意志でゲルを自在に操あやつれるようになったのだし、そんなヘマはしない。

　しかし、例えば──今も時折もたらされる謎なぞの地震による影響や、床が外れたという不測の事態が原因となるなど──『運が悪ければ』話は別になるのだろうか。

　そこまで思った隆良の脳のう裏りに、先ほどルーネの放った『不幸になる』という言葉が、はっきりと浮うかんだ。

「っ…………ンなワケあるかっ……認めるかっ、つーんだよぉぉぉ！」

　が、隆良はやはり否定する。形の無いモノに踊おどらされるのは癪しやくだし、そんな『不幸』などのせいでルーネが悲しむ（勝手な決めつけ）のは、隆良にしてみれば──

「弱きを守る『ヒーロー』としてっ……見過ごせるかっつーんだよ、っらぁぁぁ！」

　──己の信念を叫さけびながら、隆良はゲルで滑っていることを、逆にチャンスとして利用する。前のめりに身を乗り出し、滑る方向を前方へと転てん換かんすれば──

「っ…………しゃあっ！　どうだ……見たかっ！　辿たどり着いたぜぇっ⁉」

「────ぁ────」

　ベッドの上へと、ついに隆良は転がり込み──ルーネは隆良を反射的に引き寄せようとしたのか、彼の服を淡あわい光を放つ片手で摑つかむ……が、しかし。

「──────え」

　次の瞬間──ベッドの底から、強きよう靭じんなスプリングが四方から飛び出し、

「ぶっ……お、お、お……うおああああっ⁉」

　隆良を後方へと、思い切り吹ふき飛ばしてしまった。

「づっ……い、いててっ……なんっ、だよ、これっ……って、ああっ⁉　おいルーネ、お前、大丈夫か⁉　バネで体、傷つけちまったんじゃ──……え……」

「………………」

「……お、おい……なんだよ、それ……マジかよ……」

　彼女の状態を目にした隆良は、信じられないと言わんばかりに目を丸めた。ルーネはいまだ、ベッドの上に座り込んでいる。先ほどと、まるで変わらぬ体勢で──表情さえも変えていない。ベッドの底から突つき出していた無数のスプリングは──ルーネの体を一いつ切さい傷つけることなく、全すべて彼女の真横をすり抜けていた。

「……だ、大丈夫そうだな……つか、『運が良すぎる』だろ……ん？」

　今しがた自分で口にした『運が良すぎる』という言葉に、隆良が首を捻る。仮にルーネの『周りが不幸になる』という言葉を信じるとして──それならば、周囲を不幸にしている本人自体は、逆に『幸運』に恵めぐまれるということだろうか。

　そんな憶おく測そくを思い浮かべつつ、隆良がルーネのほうへ視線を移す──と。

「……ん？　え、おい、ルーネ？　お前、一体何して……つか、何を見てんだ？」

「………………」

　ルーネがその手に持ち、ジッと見つめていたのは──隆良の着ている服の切れ端はしだ。先ほど、一瞬だけルーネが服を摑んでいたが、吹っ飛ばされた弾はずみで破れたのだろう。

「……さっきので、破れちまったのか……でもルーネ、なんでそんなモン──」

「…………すんっ」

「……へ？　……え、え……なっ──何やってんだァァァ⁉」

「すんすん……ん、すんっ……すんすんすんっ」

　ルーネは唐とう突とつに──そう、本当に唐突に──隆良の衣服の切れ端に鼻を埋うめ、そのニオイを嗅かぎ始めた──！

　絶句する隆良、一心不乱に嗅ぎ続けるルーネ──それから、どれくらいの時間が経たっただろう。ルーネはようやく、嗅ぎ続けていた衣服の切れ端から顔を離はなした。

「………んう………」

「！　お、おお……ルーネ、ようやく正気に戻もどったか……いきなり突とつ飛ぴなコトし始めるから、マジ引い……いや、ビビったぜ。まあとにかく──」

「──すんすんすんすんすんっ」

「うわぁぁぁまた嗅ぎ始めたァァァ⁉　フェイントかよチクショォォォ！」

　再び衣服の切れ端に顔を埋め、ニオイを嗅ぐ作業に戻るルーネ──その衣服の元の持ち主である隆良は、間接的にニオイを嗅がれている気分になり、微び妙みようにムズ痒がゆい気分に襲われながらも軽く首を横に振った。

「……と、とにかくだ……もうアレは放ほっとくとして、うん……うん……」

　ルーネの謎の奇き行こうは、もうスルーするしかない。そう判断した隆良が、何とか気を取り直し、現状を打破しようと考えあぐねる。

「ちくしょうっ……どうやったら、ルーネのトコまで辿り着けるんだよ……さっきだってメチャクチャ苦労して、やっとあそこまで行けたっつーのによっ……！」

　先ほどは目と鼻の先まで迫せまったのに、結局、振り出しに戻ってしまった。どうあがいても、ルーネに近づける気がしない──隆良は途と方ほうに暮れながら、片手で頭を搔かく。

「くそっ、どうすれば…………って、ん？　……あれ？」

　と、隆良はここで考える──なぜ自分はこんなにも必死に、ルーネへと近づこうとしているのか、と。そもそもの目的は、何だったのか──そう、隆良の目的は、室内灯の調節スイッチへ向かうことだったはずだ。

（……そうだった……何か俺、勝手にヒートアップしちまってた……何やってんだ……）

　恥はずかしい──これは恥ずかしい。そもそも『不幸』がどうのという理由で彼女が悲しんでいると思ったのも、隆良の勝手な妄もう想そうだし、一人で熱くなっていただけだ。

　ルーネに近づけば『異能』が発動してしまうのなら、彼女にはちょっと横へどいてもらえば良いだけだ。羞しゆう恥ちに顔を赤くしながら、隆良がルーネに声を掛かけようとすると、

「……あ、あー、ルーネさんよ……ちょっと、頼たのみがあるんだけ────どっ？」

　隆良は、これで何度目だろう──再びルーネに驚おどろかされることになる。先ほどまでほとんど微び動どうだにしていなかった彼女は、ベッドから立ち上がっていた。拘こう束そく衣いの下半身部分からは──透すき通るように真っ白な両足が伸のびていて、しっかりと地を踏ふみしめている。

　それは、つまり──そう、つまり──！

「……それ、それっ……拘束衣の意味、無いじゃねーかァァァ！」

「………………」

　隆良の超ちようが付くほど尤もつともなツッコミに、しかしルーネは反応を示さず──先ほどまで『寄るな』と口にしていたのを忘れたかのように、彼女のほうから隆良へと歩み寄る。

「な、おいっ……お前に近づくと、お前の『異能』が発動しちまうんじゃっ……」

「…………タカラ」

「⁉　お、おいっ……くっ、何なんだ、また急に……！」

　先ほどの、ルーネの『異能』によって起こった様々な現象を思い出し、身構える隆良だが──ここで退くのは『カッコ悪い』と、覚かく悟ごを決めてルーネと向かい合う。

「っ……上等だぜ、来るならきやがれっ……『不幸』だか何だか知らねーが、そんなモン何もかもぶっ飛ばして……お前を受け止めてやらぁぁぁ！」

「────タカラっ」

「おおおっ……かかってこい！　俺は……俺は『ヒーロー』だァァァァ！」

　気合一声、隆良が吼ほえると──ルーネは隆良の胸へと飛び込んでいき、

「────えい」

「──っしゃ、おるぁ！　どこだ⁉　どこから来るんだ⁉　さあ、かかってきやがれっ……この俺様のパワーアップしたゲルで、撃うち落としてやんぞ、ンアァァァ！」

「……すんすん……すんすんすん」

「ンアァァァ……ん？　……っしゃぁ、かかってこい……やぁ？　……ん？」

　きょろきょろと辺りを見回し、気合の声を上げ続けていた隆良だが──『不幸』とやらは、一向に襲おそいかかってこない。いや、それだけではなく、ルーネが放っていた微かすかな光も今は完全に途と絶だえており、室内灯の灯あかりだけが部屋を照らしていた。

　しん、と静けさに包まれた室内で、悲しい程ほどに気合が空回りしていた隆良の胸の中で、ルーネがぽつりと呟つぶやく。

「……タカラ……ニオイ、普ふ通つう、違ちがう。……ワタシ……これ、好き」

「………………ん？」

　結局、それっきり『不幸』は襲ってこず──隆良の警けい戒かいは、意味を失なくしたのだった。







「……つまり、ルーネ──お前の『異能』ってのは……信じらんねーけど、その……お前の周囲にいるヤツに『不幸』をバラまいちまう、ってコトなのか？　……マジで？」

「そう」

　こくり、隆良の至し近きん距きよ離りで、ルーネは簡潔に頷うなずく。隆良は先ほど、彼女との初接せつ触しよくに成功してから、ずっと情報を聞き出し続けていた。片言で喋しやべる彼女から情報を聞き出すのは、それなりに骨は折れたが、その努力も無事に実を結んでいるらしい。

「で、だ……周囲に『不幸』をバラまき続けてるから、逆にお前自身の『不幸』が減ったり、遠ざかったりして……お前は『幸運』な状態を維い持じできる、っつーコトだな？」

「そう。怪け我が、したこと、ない。一回も」

「……そ、そーか……そりゃまた、とんでもねーな。……あ、でもよ……その話を聞いてっと、やっぱ矛む盾じゆんしてる部分があるよな？　……今の状じよう況きようなんだけどよ」

「？　矛盾？　……なに？」

　良く分かっていないらしく、くりっ、と無表情のまま首を傾かしげるルーネに──隆良は自分と彼女を交こう互ごに指差してから、意見を述べる。

「ほれ、お前に近づいたら、俺は『不幸』に襲われるんだろ？　なのに、俺とお前……こんなに近づいても、何ともねーじゃん。変だろ？」

「……むう。違う。変、違う。……むう……」

　無表情のままではあるが、何となくムキになって否定している気がするルーネが──少し考えるように黙だまった後、己おのれの考えを打ち明けた。

「ワタシ……タカラ、近づきたい、思った。自分の、意思……それで、タカラ、近づいた。タカラの、『不幸』……ワタシの、『幸運』。ぶつかった。だから、多分……それで」

「……あ、あー、日本語、喋り慣れてないんなら、無理しなくてイイって。まあ、つまり──俺に降りかかる『不幸』と、お前を守ってる『幸運』がぶつかって、相そう殺さいされちまって……だから俺達は今、近づけてる。……そういうコトでイイんだよな？」

「！　そう……そう。ワタシ、タカラ、近づきた、かった。近づけ、た。……嬉うれしい」

　たどたどしい口調で、『嬉しい』という感情を体現するように、ルーネはピョンピョンと小さく飛び跳はねながら答える。それでも無表情のままなので、微妙にシュールではあったが──しかしルーネの素す直なおで真まっ直すぐな言葉に、さしもの神経ゲル詰づまり鈍どん感かん男・隆良も、少しばかり照れ臭くさそうに頰ほおを搔いた。

「……お、おぉ……し、しっかし、なんだな……そ、そうハッキリ、俺に近づきたい、とか言われると……な、なんかアレだな。こう……さすがの俺も、照れちま──」

「すん……すんすんっ……すんすんすんすんっ」

「どあぁぁぁ油断した瞬しゆん間かんに嗅ぎまくってくるぅぅぅ⁉　何かもうこそばゆくて仕方ねーよ！　やめぇい！　みぞおちを顔面でグリグリすんなァァァ！」

　ちなみに接近されてからは、割とこうして頻ひん繁ぱんにニオイを嗅がれていた──どうもルーネは、隆良の『ニオイ』が好きらしい。微妙に複雑な心境の隆良だったが、まあ嫌きらわれているよりはマシなのだろう、と割り切ることにする。

（……つーか嫌われた瞬間、どんだけトンデモない『不幸』が襲って来るか、分かったモンじゃねーしな……どういう基準で『不幸』が降りかかるのか、分からんけども。あと、これは推測でしかねーけど……ルーネが光ってない時は、『異能』が発動してない証しよう拠こ……なのか？　まあ、現に発動してないワケだしな……うん）

　軽く頷きながら、最後に隆良は結論付けた。

「ま、まあとにかくだ……それでお前は、制せい御ぎよの利きかない『異能』を危険視されて、ここに隔かく離り拘束されてた……ってワケだよな？　……多分だけど」
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「？　……わから、ない。でも、多分……そう」

「……そこはハッキリしねーんだよな……まあ、他ほかに理由もねーか……」

　そして、ルーネが隔離拘束されていた部屋に、隆良が後から入ったという流れらしい。他に空き部屋はなかったのか、と首を傾げる隆良だが──とりあえずの結論が出たところで、本来の目的を遂すい行こうしようと立ち上がる。

「……さて、と。なんか、すげードタバタしちまったけど……本来の俺の目的、そろそろ遂行させてもらいますかね……よっと」

「？　……目的？　タカラ……目的、ナニ？　？」

　隆良がベッドのほうへ歩み寄ると、ルーネも後ろから、ひょこひょことヒヨコのように付いてくる。そして、隆良が室内灯の回転式調節スイッチへ手をかけると同時に──

「！　……んに……」

「……んお？　ルーネ、何してんだ？　何で、その……両手で両目を押さえてんの？」

　隆良が怪け訝げんそうに尋たずねると──ルーネはそのままの状態で答えた。

「灯り、つけて、イイ。……大だい丈じよう夫ぶ……これで、眩まぶしく、ない」

「…………いや、あの」

「バッチ、グゥ。……オーライ」

「………………」

　どうやら、眩しくてビックリするのを避さけるために、両目を押さえている……らしい。『子供か！』とツッコみたくなった隆良だが、そこは何とか抑おさえつつ語りかける。

「あー……あのな、ルーネ。別に目、そんな必死で閉じなくてイイんだぜ？　別に、明るくしようと思ってるワケじゃねーからよ……へへっ」

「？　そう……分かった。……でも、なぜ？」

　ルーネが両手を下げ、無表情で首を傾げつつ尋ねると──隆良はそれに答えず、チラリと部屋の壁かべへ視線を動かす。視線の先には、つい先ほどルーネと交戦（？）していた際に、盛せい大だいに外してしまったゲルがあった。

　それを確かく認にんし、ほくそ笑えんだ隆良が──室内灯のスイッチをゆっくりと回転させて、室内を真っ暗にした。明るくするのではなく、なぜ暗くするのか──疑問の声は、ルーネが小さく漏もらす。

「！　タカラ……タカラ？　……暗い」

「おお、暗くしたからな……ほれ、足元に気を付けて、しっかり付いてこいよ？」

「？　うん。……いく」

　ルーネは隆良の服の裾すそをちょこんと摘つまみ、彼に言われた通り付いて行く。向かった先は、出入り口の扉とびらの前──とはいえ、カード認証式で鍵かぎ穴あなは無いし、そもそも内側からは開けられないようになっている。ここに立ったところで、どうしようもないはずだ。

　だが、隆良は両手を扉につき、軽く深呼吸をしてから──扉についていた両手から多量のゲルを出し始めた。そして集中しつつ、出したゲルを己の意志で、自在に操作し──扉の隙すき間まから滑すべり込ませていく。

「……さあ、行くぜっ……存分に暴れろ──俺の『腕白暴威ロシナンテ』」

　微び妙みように格好つけながら呟く隆良の狙ねらいは、扉の外のカード認証装置──カードリーダーへの工作だ。粘ねん着ちやく性せいとはいえ、液体を思い切りまとわりつかせれば、そのうち故障してしまうだろう。とはいえ、目視できないゲルを操作するのにはかなりの集中力を要するので、簡単にはいかないが。

　と──そこで先ほど照明を落とした室内灯が、パッ、と急に光を放つ。調節スイッチを操作した訳ではない──不測の事態のはずだが、しかし隆良は冷静だ。

「……へっ、暗くしたのをさすがに怪あやしんだみてーだな。監かん視しカメラの向こうで気付いて、強制的に灯りをつけやがったか──だがそいつも、俺の予想通りだぜ……」

　小さく振ふり返った隆良が、監視カメラのほうへ目を向けると──カメラのレンズ部分には、隆良がこっそりと操作していたゲルがまとわりついていて、監視の目を遮さえぎっていた。それを見た隆良が、計算通り、と笑みを浮うかべる

「……さっき足滑らせた時、壁にゲルかかったのが、結果的には幸いしたな……へへっ、ある意味、ルーネのおかげだぜ？」

「タカラ……うそつき。……眩しい……」

「おおお、ワリーワリー⁉　いやそんなに明るいの苦手だとは思わなくてよ⁉　……お、おお……そこまで明るいのイヤか？　俺の背中に、めっちゃ顔埋うめてっけど──」

「──すんすん……すんすんすんすんっ」

「どさくさに紛まぎれてニオイ嗅かごうとしてただけかぁぁぁ！　ちょ、止やめぇい！　集中できん！　ゲルが操作できねっ……え、おっ？」

　背中に顔面を押し付けられて、隆良がくすぐったそうにしていたが──工作が功を奏したのか、不意に扉のロックが解除される。

　エラーを起こさせればロックは解除されると、隆良は予測していた。もしかすると逆に、より強固に開かなくなってしまう可能性もあったが──隆良は犯罪者というわけではなく『研究対象』だし、何らかの不測の事故が起こった場合など、最低限の命の安全は考えられているはずと踏ふんでいたのだ。

　ここまで、ほぼ隆良の思い通り事が運んでいる──隆良は軽く破顔しつつ呟つぶやいた。

「……よしっ、さっさと出るぜ……ルーネ、ついてこいよ──」

「すんすんっ……くんっ……くんか、くんかっ」

「いつまでやってんだァァァ！　フリーダムすぎんだろお前！」

　いまだニオイを嗅ぎ続けるルーネにツッコみながら、隆良は廊ろう下かへと出て──辺りを見回し、警戒を強めた。と、通路の向こうから、一つの足音が聞こえてくる。

「──し、下野根さん、ちょっとっ……何で外に出てるんですかっ⁉　は、早く部屋の中に戻もどってくださいっ！」

「！　アンタは……ったく、引き続き、ご苦労なこった」

　やって来たのは、隆良の世話役だった女性──メガネの奥の瞳ひとみからは焦しよう燥そうが窺うかがえたものの、故障したカードリーダーを見て、彼女は事態を理解する。

「っ……まさか、下野根さん……脱だつ走そうするつもり、ですか？」

「……ああ、まあ、見ての通りさ……『非人道的な実験』だとか、そんなモン聞かされたら、付き合ってらんなくなるっての。……で、そこでよ……アンタとは、五か月以上もの付き合いだし──見み逃のがして、くんねーかな？」

「……そういうワケには、いかないんですよ、下野根さん。私は、アナタの世話役ってだけじゃなくて──監視役も務めてたんですから」

「……そうかい、へっ……やっぱりな」

　世話役──いや、元・世話役の女性が打ち明けた事実に、しかし隆良は『予想通り』と笑ってみせた。彼女は見み抜ぬかれていたことに微かすかな驚おどろきを見せながらも、気を取り直して隆良へと睨にらみを利かせる。

「……私はここの研究員で、Ｃランクのストレンジャーです──こう見えても、結構戦せん闘とう向きの『異能』を持ってるんですよ？　アナタのゲルじゃ……残念ながら、私には勝てないでしょう。……私も、アナタのコト、恥はずかしい人だとは思ってますけど……そんなに嫌いじゃないんです。出来れば、攻こう撃げきなんてしたくないから……分かったら、大人しく部屋に戻ってください。……それでも、抵てい抗こうするっていうのなら──」

「二手だ」

「私も容よう赦しやは────へ？　……に、二手？　な……何のコトです？」

　隆良が指を二本立てながら呟いた言葉に、女性は怪訝そうな反応を見せると──隆良はそのまま、続けて言葉を投げかけた。

「まず、監視カメラを遮って、俺は自分の行動を隠かくした……そしてアンタがここへ来る前に、この部屋から脱だつ出しゆつした……俺は既すでに、アンタより二手、先を行ってる。……それが何を意味してるのか、分かるか？」

「？　？　え、え……な、何を言っているんですか？　……えっ……？」

「分からねーみたいだな……じゃあ教えてやるよ。『仕し掛かける』時間は、二手分……たっぷり稼かせげた、ってコトさ。……へっへっへ……」

「え？　……え……え──えええ⁉　こ、これっ……いやぁぁぁ⁉」

　べとり、女性の上から大量のゲルが急に降り注ぎ、その気持ち悪い感かん触しよくに、彼女は思い切り悲鳴を上げる。そのゲルを操作していたのは、当然だが隆良──しかし元・世話役の女性は、信じられないというように目を白黒させた。

「なっ……なな、なんでっ……いつの間に、っていうよりっ……何でこんなに、自在に操あやつれるんですかぁ⁉　五か月前、ここに来た時は……実験の時だって！　ここまで、上手うまくゲルを動かすなんて……出来なかったはずなのにっ！」

「へっ……そりゃ、実験の時は手ぇ抜いてたからな……それに、五か月だぜ？　そんな長い間……この俺が、何もしてこなかったと思ってるのかい？」

「⁉　そんな……噓うそです！　だって居住区の部屋にも、監視カメラはあったんですよ⁉　ずっと私が監視してたんだから……練習でもしてたら、分からないはずが──」

「へっ……ホントにアンタ、隅すみから隅まで全部、俺の行動を監視できてたって言えるのかい？　アンタ……『見えてなかった部分』も……あったんじゃないか？」

「えっ？　え、えっと……──⁉　ま、まさか──！」

　隆良の言葉に、女性は少し考えてから、思い至ったことをそのまま口に出す。

「それじゃ、まさかっ……この五か月の間っ……時々、トイレに籠こもったきり長時間、出てこなかったり……布ふ団とんの中で、何かもぞもぞしてたのってっ……あ、あの時にっ⁉」

「ふっ……そうさ。監視カメラがあるのには、気付いていた……だからこそ、アンタ達に気け取どられないよう細心の注意を払はらいながらも……俺はゲルを自在に動かせるよう、特訓を続けてたってワケさ。……どうやら、俺の思い通りに事は運んだようだな……」

「っ……そ、そんなっ……私、てっきり……てっきりっ……」

　わなわなと震ふるえる女性に、隆良はニヤリと笑みを浮かべ、微妙に斜しやに構えた妙みようなポーズを取りつつ──クールぶった声こわ色いろで語りかける。

「ふっ、この俺がトイレや布団の中で一人、悲ひ哀あいの涙なみだを流しているとでも思ったか……？　甘いぜ……ヒーローってのは常に前を向き、誰だれにも気付かれぬよう研けん鑽さんを──」

「てっきりっ…………思春期ゆえの、オナ」

「うおぉぉぉ言わせねぇよォォォ⁉　カメラあるって気付いてたかんね⁉　しねーよそんなん！　俺の『異能』のみならず、ヒーローとしての顔まで汚けがすんじゃねぇぇぇ！」

「い、いやぁぁぁ。ゲルが、ゲルが襲おそってくるぅぅぅ……み、身動きがぁぁぁ」

「そいやっ、そいやぁぁぁっ！　もぉぉぉ喋しやべらせねえ、喋らせねえぞぉぉぉ！　これ以上、俺の『異能』を言葉で汚されてたまるかぁぁぁ！」

　何だか必死でゲルをかけ続ける隆良の攻こう勢せいによって、元・世話役の女性は『異能』を使って抵抗するどころか、喋ることもままならない程ほどドロドロにされる。

　ゲルのエグさと気持ち悪さで、女性がグロッキーになった頃ころ──こてん、と首を傾かしげたルーネが、くい、くい、と隆良の服の裾を引っ張りながら尋たずねた。

「タカラ、タカラ。……オナって、ナニ？」

「うおおお、興味を示すなぁぁぁ！　忘れなさい、忘れなさい！　忘れて忘れて、忘れなさァい！　子供には、まだ早いかんね⁉」

「むう。ワタシ、子供、違ちがう。タカラ、同じ、くらい。……むうー」

　不満げな声を漏らすルーネだったが、とんと表情には出ない少女である。無表情のまま、隆良に再三尋ねるが──そんなルーネを邪じや魔まする声が割り込んできた。

「あっ──おい、『研究対象』が逃にげ出してるぞぉぉぉ⁉」

「し、しかも俺らのマドンナ、メガネっ娘こ研究員ちゃんに……ココじゃ貴重なオアシスに！　あんな卑ひ猥わいな……ゆ、許せん！　あの変態野や郎ろうッ……ぶっ殺してやるゥゥゥ！」

　声を上げたのは、警備兵と思おぼしき男二人──今度はストレンジャーではないらしいが、アサルトライフルを抱かかえている上に、なぜか昂たかぶっているし、見るからに危険だ。

　しかし隆良は、この局面に至ってもなお平静を保っている──先ほどまで彼が入っていた部屋に、ゲルまみれで横たわる元・世話役の女性を押し込め、通路の曲がり角へと一時的に身を潜ひそめようとした……が。

「おし、アイツらも引っかけてやるぜ……行くぞ、ルーネ…………え？　……ルーネ……ちょっ……おいぃ⁉」

「……タカラ、ワタシ、話、してた……のに。邪魔、した。むう……許さ、ない」

　ルーネは、なぜかついて来ておらず──銃じゆうを構える警備兵と、無防備に対面していた。真正面に立っている少女に対し、殺気立っていた警備兵の一人が銃を構える。

「おらっ……観念しろォォォい！　もう謝っても許さんぞぉぉぉ！」

「……？　え、おい……あの子……──⁉　ま、待て！　あの子は、あの方の──」

「知ったコトかぁぁぁ！　俺らのマドンナの仇かたきッ……喰くらいさらせぇぇぇ！」

　片方の警備兵は何やら制止しようとしているが、激げき昂こうした警備兵は止まることなく、ついにアサルトライフルの引き金を引いた──と、その瞬しゆん間かん。

「喰らっ──えっ？　う、うおおっ……ゆゆっ……ゆ、揺ゆれるうぅぅぅ⁉」

　一ひと際きわ大きな震しん動どうに襲われ、警備兵がアサルトライフルを乱射しながら体勢を崩くずす──と、隆良は体からゲルを発射しつつ、ルーネを守ろうと彼女に飛び掛かった。

「っ……ルーネェェェェ！」

　発はつ砲ぽう音が連続で響ひびき渡わたる、通路──暫しばらく経たってから、アサルトライフルがようやく弾たま切ぎれを起こすと、その場に一いち抹まつの静せい寂じやくが舞まい降りた。

　床ゆかや壁かべから立ち上る白はく煙えんが、標的である隆良とルーネの惨さん状じようを覆おおい隠していた。しかしついに白煙が落ち着き、哀あわれにもハチの巣にされた二人の姿が現れる──と思いきや。

「「──────へぁっ？」」

　激昂していた警備兵も、制止していた警備兵も、同時に素すっ頓とん狂きような声を上げる。そして、先ほどルーネを庇かばわんと、ゲル塗まみれで抱だき付いていた隆良も、

「……マジ、かよ……これ……」

　信じられないとでも言うように──『傷一つない』状態で呟いた。

　もちろんそれは、ルーネも同様で──いつの間にか薄うす白じろい光を放ちながら、直立して微び動どうだにせず、相変わらずの無表情を保っており──微み塵じんの焦あせりも窺えない。

（ルーネの『異能』が発動したのか……にしても、あれだけの銃じゆう弾だんが俺達にはかすりもせず、横を通り過ぎていきやがった……『運が良い』ってレベルじゃねーぞ、コレ……）

　思わず隆良も息を吞のむが、激昂していた警備兵は目まの当たりにしている光景に混乱しながらも、アサルトライフルをリロードし直そうとする。

「くっ……悪運の強い奴やつらだぜ……もう一回だ！　次こそ、奴ら──をっ？」

　だが──次の瞬間には眼前に迫せまって来ていた少女を目にし、動きを止めてしまう。少女は──ルーネは感情を示さない無表情のまま、焦る警備兵を見上げ、

「……タカラ、と、ワタシ──邪魔、した。──オマエ、達は──」

「えっ…………げっ、ふぁっ⁉」

　高々と足を蹴けり上げ──警備兵の下した顎あごを、勢い良く打ち上げた。更さらに、振ふり上げていた足を体ごと方向転てん換かんさせ、もう一人へと狙ねらいを定め、

「あっ、ま、まっ──待ってくださっ……お、俺は止めようと──！」

「許さ──ないっ」

「────げぶっ⁉」

　頭上に一発──踵かかと落としを叩たたきこみ、あっさりとノックアウトしてみせた。

　結局ルーネは、たった一人で──武装している警備兵二名を、いとも容易たやすく打ち倒たおしてしまった。『異能』だけではなく、並外れた体術を見せつけたルーネに、隆良は──

（速いっ……が、それ以上に……それ以上に、気になるのはッ……！）

　体術以上に気になる部分を──ルーネへと、なぜか緊きん張ちよう気味に問いかける。

「ルーネ……お前っ……その、お前が今着てる、その拘こう束そく衣っ……う、動きが制限されてるんじゃ、ねーのかっ？　……その割には、その……存分に動いてる、っつーか」

「………………」

　隆良の問いかけに──ルーネは振り向き、無表情のまま──くりっ、と首を傾げる。

「？　……別に、普ふ通つう。手、出る。足も。……制限、ない」

「えええそれもう拘束衣って言わなくね⁉　いやもう、普通に歩ける時点でちょっと思ってたけどね⁉　そんなもん、着てる必要ねーだろ⁉」

「……でも……コレ、袖そで、ぶかぶか。ベルト、いっぱい。……オキニ」

「ファッション感覚かい！　紛まぎらわしすぎだろ、ああもぉぉぉん！」

　何となく拘束衣が悲ひ愴そうな雰ふん囲い気きを醸かもしていると思ったが、気のせいだったんだぜ──まあ、それも隆良の勝手な思い込みだし、ルーネに悪気は無さそうだ。

「はあ、はあ……くっ、なんかもう、ペース乱されっぱなしだぜ……はあ～……」

　軽くため息を吐つきながら──落ち着こうと息を整え、薄うっすらと考える。

（……でも、まあ……ルーネのコトを除けば、ここまで、ほぼ完かん璧ぺきに事が運んでるぜ……へへっ、さすがは俺……『ヒーロー』となるべき男よ……うへへっ……）

　そう──実のところ、この『自身に命の危機が及およぶ状じよう況きよう』は、ここへ来た時から隆良の想定内にあった。もし自分の身に危険が迫ろうとした場合、どのように脱出するか、この五か月間、頭の中で何度もシミュレートしてきたのだ。

　が、一いつ介かいの高校生と言えなくもない隆良に、なぜそのような緻ち密みつなシミュレートが可能だったのか──もはや今さら、言うまでもないかもしれないが。

（この俺様は、昔から様々な『危機的状況』を切り抜けるシミュレーションを、それこそ日常化してきたっ……囚とらわれた悪の組織から脱出するなんてシチュエーションっ……もはや定番にも程があるっつーの！　フーハハハハァー！）

　まあ簡単に言うと、相変わらずの妄もう想そう力の賜たま物ものだ──それを実行に移す行動力こそ呆あきれ……いや、褒ほめられるべきかもしれないが、本人は恐おそらく気付いていない。

（ふう……さて、それはそうと──ここからが問題なんだよな。……しかも）

　ちらり、隆良が視線を動かすと──視線の先にいたルーネが「？」と首を傾げる。

　いくら隆良が妄想力過か剰じようとはいえ、まさかこんな旅の道連れが出来るとは、さすがに思い至らなかった。このまま巻き込んでしまっても良いものか、ここまで来たらもはや手て遅おくれな気もするが、隆良はそんなことを考える。

「…………あー…………」

「？　……タカラ、ナニ？」

「……よしっ」

　隆良はここから先の選せん択たくを、ルーネに委ゆだねようと決めた。隆良の行く道は、はっきり言って非常に危険だ──ルーネはここで引き返せば、少なくともその危険に晒さらされる心配は無いはず。そう思い、隆良はルーネに向けて尋ねようとした。

「……えーと、ルーネ、あのよ……お前は──」

「────いく」

「──⁉　……ルーネ……」

「……ワタシ、タカラ、いっしょ……いく。……ダメ？」

「………………」

　まるで見み透すかされていたかのように、隆良が尋ねる前に答えられる。隆良は少しだけ面食らったが──「よし」と覚かく悟ごを決めた。

（……そもそも、こんなトコに囚われて……多分だけど俺と同じような『研究対象』だったんだろーしな。ココにいたら、何されるか分かったモンじゃねーし……そんなら俺は、『ヒーロー』としてコイツを救ってやんのが、当然だよな……うん）

　納なつ得とくしたように頷うなずいた隆良が、にっ、と破顔して、威い勢せいよく声を上げた。

「よーしっ……分かった、ルーネ、俺についてこい！　この『ヒーロー』たる俺様が……お前のコトを、見事に救ってやらぁ！」

「！　うん、わかった。ついて、いく。……救って」

「おおよ、任せとけ！　さあ、行くぜぇ、ルーネっ……今こそ、この五か月間温め続けてきた……『ヒーロー大だい脱だつ出しゆつ作戦』の──スタートだぁぁぁ！」

「おー」

　隆良に呼応し、無表情のまま片手を振り上げるルーネ──そんな彼女の横で、隆良は現状に対する一つの疑問を思い浮うかべていた。

（……しっかし……予想してたより、俺を捕つかまえに来る奴らの数が少ねーな？　何つーか、まるで出で払はらってるみてーな……人手不足、ってワケじゃないはずだけども）

　そんなことを考えていた、直後──思い出すのは『雷らい神じんが襲しゆう撃げきをかけてきた』という『Ⅰ』の言葉。もしかすると、それが何か関係あるのだろうか。

　そして続けて──隆良は仲間達の顔を、一人ずつ順番に思い出し、

（……アイツら、今いま頃ごろ……どうしてんのかな）

　少しだけ懐なつかしそうに目を細めながら──その動向を気にするのだった。







　隆良が脱出計画に乗り出したのと、ほぼ同じ頃ころ──『下野根隆良奪だつ還かん計画』を決行せんとする魅み神かん達が、とある屋外会場の裏側に待機していた。

「……アリア師し匠しよう、準備、ＯＫですっ……街の皆みなさん、かなり集まってますよっ」

　ヱリコが声を上げると、アリアは小さく頷いて応こたえる。これから、何をしようとしているのか──改めて再確かく認にんするかのように、沙さ凪なぎが口を開いた。

「五か月前、わたくし達がやったのと同じように……今回も街の人達を味方につけるんですの。戦ってもらう、ってワケじゃないですケド……それでイイですのね？　アリア」

「うむ、そうだ、沙凪ちゃん──仮にも相手は政府なのだからな。地に潜もぐって秘密組織を気取っている時なら、こっそり襲撃をかければ良かったが……あんなアホみたいに目立たれた後では、それも難しい。我々は、反逆者になる訳にはいかん──大義名分を得るために、街の人々の支持を得て、世論を味方につける必要があるのだ」

　そのために、アリアは今から壇だん上じように立ち、街の人間を前に協力を求める演説を行わなければならない。だが──そんなアリアの表情は、目に見えて暗かった。

「……しかし、とはいえ……街の者達の前に姿を晒す、この瞬間だけは……どうしても、気が滅め入いってしまうな……ははっ……」

「……アリア……」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら俯うつむくアリアを、魅神が思わず心配する。

　アリアが気落ちするのも、無理はない。五か月前のあの事件の後、アリアは街の人々に対し、心からの謝罪を繰くり返した。何度も、何度も──それこそ、数え切れないほど。

　なぜ、あのような事件を起こしたのか──『ストレンジャーと民衆を協力させ、人々のストレンジャーに対する意識を変えるため』という真相を打ち明けた後、街の人間を巻き込んだアリアに対する批判は大きかった。いや、それだけではない──アリアが危き惧ぐしていた通り、『政府公認ストレンジャーもグルだったのではないか』と疑ぎ惑わくの声も上がり、魅神達を非難する声も少なからず生じていたのだ。

　しかしそれでもアリアは、何度でも真しん摯しに謝り続け──そして魅神達もアリアを支えるように、一いつ緒しよに頭を下げていた。ヱリコもまた、ストレンジャーではない一いつ般ぱん人の立場からアリア達に協力し、今でも街の人々との間の懸かけ橋になってくれている。

　そしてこれからアリアは、悔くいながらも前に進もうと過ごしてきた『五か月間の結果』と、向き合わなければならない──表情は沈しずんでいたが、しかし。

「……これは、私の起こしてしまった罪の……その代だい償しようだ。私は、それと向き合わなければならない。……私は決して──逃にげないよ」

「！　……うん、アリア……私達も、一緒にいるから……大だい丈じよう夫ぶだから！」

　アリアを勇気づけるように魅神が言うと──仲間達も同調するように頷いた。アリアが軽く目を細め、頷き返すと──ついに、屋外会場の表おもて舞ぶ台たいへと足を踏ふみ出す。

　魅神達を伴ともない、アリアが壇上に姿を現すと──ざわり、集まっていた街の人間達から、どよめきが起こる。

『！　……おいっ、来たぞっ……！』

　アリアへと集まる注目──五か月前に大事件を起こした張本人へと注がれる視線は、まるで針のむしろに座らされるような、途と方ほうもない居い心地ごこちの悪さを与あたえてくる。

　けれど、それは受け入れなければならないことだ。覚悟を決めるアリアへと、街の人間達はとうとう──彼女へ向けて、口々に非難の言葉を──！

『おっぱい様だ……おっぱい様のお出ましだぞォォォ！』

『おっぱい様！』『おっぱい様ァ！』『俺はパンツ一筋！』『おっぱい！　おっぱい！』

『ウオオオオオ！　おっぱい様、バンザイィィィ！』

「どうしてこうなった」

　アリアはぼそりと呟つぶやきながら、どことなく遠い目をする。それも無理はないだろう。批判され、石を投げられる覚悟さえしていたというのに、今やなぜか大きな支持を得てしまっている──しかも『おっぱい』だ……過剰に成長した『おっぱい』が原因だ。

　せめて……せめて『おっぱい』が原因でさえなければ、こんなに微び妙みような心境にならなかったのだろうか。途方に暮れるアリアだが──しかし、気を抜ぬいてはいられない。

　そうだ、『おっぱい』に目が眩くらんでいる人間など、一部に過ぎない。いまだにアリアを非難する声はあるし、そもそも女性は男性ほど『おっぱい』に執しゆう着ちやくすることはないはず。そう──そしてついに、会場に集まっていた女性陣じんから、アリアへの非難の声が──！

『おっぱい様ァァァ！　おっぱい様よ、あたし達の希望の星よぉぉぉ！』

『おっぱい様、おっぱい様ぁ！　どうかその豊胸の秘術を授けてくださいィィィ！』

『拝むのよ！　拝んだらご利り益やくがあるらしいワ！　拝み倒たおすのよォォォ！』

「ホントどうしてこうなってしまったのだ」

　残念ながら、女性からの支持もなかなかだ──……いや別に、アリアも批判されたい訳ではない。訳ではない……のだが、しかし微妙な心情はどうしても拭ぬぐえなかった。

　完全に遠い目をするアリアの肩かたを──魅神が後ろから叩たたきながら、彼女と同様に遠い目をしつつ声を掛かける。

「アリアがこの五か月、謝り続けたことでさ……なぜかアリアの胸に注目する、酔すい狂きようなのか命知らずなのかは良く分かんないけど……とにかくアリアや私達のことを許してくれる、そんなバカなんていうのは──これくらいはいたんだ、ってコトよ。……何か以前、私もバカ隆良にこんなカンジのコト言われた気がするわ」

「そっか……うん、そうだな……私、この街の未来がちょっと心配になるよ……」

　アリアの心配は完全な本音である──ちなみにアリアの胸を、夜よ侘わびも横から拝み倒していたもので、そんな彼女のことも少しばかり心配になった。

　だが、こうなってしまった以上、もう仕方がない──いや、この状況を逆に利用するべきだろう。壇上に立ったアリアは息を整え、マイクを取ってゆっくりと語り始めた。

「んっ……皆みな様さま──こうして大勢集まって頂き、深謝いたします。本日、皆様に集まって頂いたのは、他ほかでもありません……皆様に、ご協力願いたいコトが──」

『！　おおおお！　おっぱい様がお喋しやべりになられているぞぉぉぉ！』

『おっぱい様の御お言こと葉ばだ……ありがたや、ありがたやぁぁぁ！』

『お前ら、おっぱい様に全力で声せい援えんを送れぇぇぇ！　腹から声絞しぼりだせぇぇぇ！』

「うるせーこのやろー。おっぱいは喋んねーんだよ。ぶっとばすぞ、こらー」

『！　ぶ、ぶっとば……おっぱいでですか⁉　おっぱいビンタですか⁉　やったー！』

　ちょっぴりやさぐれ気味なアリアの一言にも、喜びの声を上げる変態……もとい街の人間達だが、ここで夜侘がアリアを諫いさめにいく。

「あ、アリアお姉さまっ、ダメですよ、そんなコト言っちゃ……気持ちは分かりますけど……ていうかそんな喋り方、いまだかつてしたコトなかったじゃないですかっ」

「！　あ、ああ、そうだな、すまない夜侘ちゃん……なんかもう、つい口が勝手に……で、でも、そうだな……私達には、大切な目的があるのだっ……」

　何とか自制したアリアが、気を取り直し、改めて演説を開始する。

「えー……皆様、聞いてください……つい先日に現れた『浮ふ遊ゆう要よう塞さい』は──秘ひ密みつ裏りに活動を行っていた、政府の研究施し設せつなのです。その研究施設では、ストレンジャーに対して不当な実験などが行われているケースもあり──しかもそこの最高責任者である『眺める者イデイン』という存在は、今まで何を成したこともないのに、ただその位置に居座り続けることで、栄えい華がを恣ほしいままにしてきた連中です──あの馬ば鹿か馬ば鹿かしい『浮遊研究施設』を作るため、どれだけの公費が無む駄だに掛けられたか……皆様にとっても、有害な存在なのです」

『！　そんな奴やつらがいたなんて……俺ら国民の血税を何だと思ってんだァァァ！』

「しかも彼らの存在が……人々の『ストレンジャーへの理解』を妨さまたげてきたケースは、数え上げればキリがありません。我々は『眺める者』を打だ倒とうする必要があるのです」

『マジかよ……でもおっぱい様が言うんだ、間ま違ちがいねぇ！　許せねぇぜぇぇぇ！』

「！　そうです……許せないのです！　そして……五か月前に私が愚おろかな暴走をしてしまった時……先頭に立ってこの街を救い、私を打ち破ってくれた──『政府初のストレンジャーチームのリーダー』であり、我々の仲間でもある……下野根隆良くんが！　その連中に強制連行されてしまったのです！　我々は、どうにかして彼を救いたいと──！」

『……………………』

「……………………」

　隆良の──というか男の話になった途と端たん、シン、と静まり返った。この反応にはアリアも思わず眉まゆ根ねを寄せるが、何とか自制して言葉を続ける。

「……そ、それでですね……我々が皆様に『眺める者』に関する真実を打ち明けたのは、彼らを打倒せねばならない理由と、我々の揺ゆるがない意志を皆様に知って頂き……街の皆様に、我々の行こう為いに賛同して頂き、後押しと応援をお願いしたいのです！　無茶な願いだということは、充じゆう分ぶんに理解しておりますが──」

『任せてくださいおっぱい様ァァァ！　俺ら、おっぱい様のためなら、いくらでも御み輿こし担かつぎますぜぇぇぇ！　おっぱい御輿誕生だ、ひゃっほぉぉぉう！』

「──下野根隆良くんには、今この瞬しゆん間かんも、命の危機が迫せまっているのですっ……時間の猶ゆう予よは、ほとんど残されていないのです！　だからっ──」

『……………………』

「…………これは、我々の総意です！　この通り……お願いします！」

『⁉　おっぱい様が頭をお下げになられたぞ！　あの瞬間におっぱいがブルンと揺れるのを見た日から……我々は神を信じる気になったッ！　一生ついていきますぅぅぅ！』

「下野根隆良くんを救うチャンスを──我々にください！」

『……………………』

「……………………」

『……………………』

「……………………おっぱい」

『ファアァーオ⁉　おっぱい様自らおっぱいと……ありがたや！　おっぱいィィィ！』

（……今から降りてって、こいつら片かたっ端ぱしからぶっ飛ばしちゃイカンだろうか……）

　おっぱいビンタなら喜ばれるかもしれないが、アリアもやりたくないし、そもそも止やめておいたほうが無難だろう──と、アリアの横から、更さらに魅神・夜侘・沙凪・氷こお莉りも、街の人々へと順番に呼びかけ始めた。

「皆さんっ……私からも、お願いっ……いえ、お願いしますっ！　どうか、私達を支持してくださいっ！」

「こ、この『紅焰の乙女プロミネンス・メイデン』を信じてれば、安心だよっ……だ、だから皆、お、応援してねっ（あうあう……ひ、人が多すぎて緊きん張ちようするよう……）」

「わたくしに……わたくしに清き一票をー！　ですのー！」

「わたしがだらだらするために、オウエン、おねがいーっ☆　……なんちゃってー」

『！　ヒョアァァァァ！　政府公こう認にんの美少女ストレンジャーちゃん達だぁぁぁ！』

『当然応援しますぅぅぅ！』『パンツはまだか⁉』『がんばってー！』

　五か月前の一件から、魅神達も何やら民衆の支持を強く得るようになり、声援を送られる──その光景を眺めながら、アリアはぼんやりと考えた。

（……あれ？　『政府所属・美少女ストレンジャー・アイドル化計画』……なんか、微妙に成り立ってしまってないか、コレ……）

　あの計画は政府公認ストレンジャーのチームを結成させるために、『眺める者』を強引に納なつ得とくさせるために打ち出した、冗じよう談だんのようなものだったのに──『眺める者』を打倒せんとする今になって成立気味なのが、皮肉だった。

　と、そこでこの場にはいないヱリコから──魅神達へと通信が入る。

『──皆さん、来ましたっ……《本命》が、釣つれましたですっ！』

「「「「「────！」」」」」

　魅神達五人に、緊張が奔はしった瞬間──会場の外側から爆ばく発はつ音が響ひびき、続けて何者かが、群れを成して乱入してくる。

　混乱し、逃げ惑まどう街の人々を尻しり目めに──乱入者の中の一人が声を上げた。

「──アリア・来くる武む・エリノア・ヴァルター……『眺める者』の裏切り者。貴様のこの扇せん動どう行こう為い……『眺める者』直属のストレンジャーたる我らが、許してはおかぬぞ」

　仰ぎよう々ぎようしく語り出した男に対し、アリアが前に出て言葉を返す。

「貴様ら──何という真似まねを！　ここには力無い民衆達もいるというのに、無茶な襲しゆう撃げきをかけてきおってっ……一体、どういうつもりだっ⁉」

「はっ……そのくらいの考こう慮りよはしているさ。まあ……するまでもないかもしれんがね」

「なんだとっ……？　それは、どういうコトだ⁉」

「さて……答える義理など無いな。我らはただ、貴様らを始末するのみよ」

　アリアの質問には答えなかった男だが──そんな彼に代わり、横から進み出た女性の、少しばかりチャラチャラした装よそおいのストレンジャーが口を開く。

「はっ、なーにもったいぶってんのォ～……言ってやりゃイイじゃなァ～い？　犠ぎ牲せいが出たって、それはそれで、どーってコトないってェ……さァ？」

「！　おい、余計な口は利きくな……黙だまっていろ」

「は？　誰だれに口利いてんのよォ……あたしの上司でも、仲間ってワケでもないのにさァ。黙ってなさいよねェ……はんッ、さーてェ……」

　進み出た女性のストレンジャーが──睨にらみを利かせるアリアに対し、見下したような視線を送りながら語り始める。

「アンタらが、一いつ般ぱん人共の後押しを得ようとしたってェ……無駄なのよォ。そんなの、政府の力でもみ消してやるしィ……そもそもアンタらを潰つぶしちゃえば、この行動だって無駄になるしねェ？　そのためなら、な～んでも出来るんですけどォ」

「な、なんだと……私達を始末する、そのためなら……街の人々をいくら犠牲にしても構わないと……そう言うのか⁉　『眺める者』は……そんなコトまで許しているのか⁉」

「はァ？　あはッ……そんなの、さァ……決まってんじゃァん？」

　集まった街の人々は、既すでに綺き麗れいさっぱり姿を消してしまっている。女性はそれを確認してから──にやり、挑ちよう発はつするような笑えみを浮うかべながら、大声で言い放った。

「──一般人共の犠牲なんて、知ったこっちゃないっつーのォ！　むしろちょっと扇動されたくらいで、ホイホイ従うようなヤツらァ……さっさと駆く除じよしたほうが、この世のためなんじゃなァい⁉　まあ逃にげられちゃったし、それも無理だろうけどォ……ねェ⁉」

「……そう、か……それがキミ達の……そして『眺める者』の意思、か……」

　指先で眉み間けんを押さえ、小さく俯うつむいたアリアが──にこり、笑みを浮かべつつ呟つぶやく。

「──だ、そうだ。ヱリコちゃん……どうだ？　録音はできたかー？」

「⁉　え……あ、アリア・来武・エリノア・ヴァルター……？　え、な、なにィ……？」

　急に態度が反転し、落ち着いた口調になるアリアに、女性ストレンジャーは焦あせるが──アリアはそれに答えず、この場にはいないヱリコへと、通信機越ごしに話し続けた。

『アリア師し匠しようっ……はいっ、バッチリです！　アリア師匠が計画してた通りになりましたねっ……何だかもう、上手うまくいきすぎて怖こわいくらいですっ』

「ははは、まあまあ、ヱリコちゃんが裏方に徹てつしてくれているおかげさ。さあて……せっかくだ。録音内容を、今この場でテストしてみようか」

『────はいっ！』

　ヱリコの快い返事の、その直後──会場内に再生された『録音内容』が響く。

『──一般人共の犠牲なんて、知ったこっちゃないっつーのォ！　むしろちょっと扇動されたくらいで、ホイホイ従うようなヤツらァ……さっさと駆除したほうが、この世のためなんじゃなァい⁉』

「──────[image: あ゛]」

　それは、明らかな失言──民衆に聞かせれば、暴動さえ起こりかねない。この失言を引き出した張本人であるアリアは、軽く背筋を伸のばしながら口を開いた。

「もちろん、今しがた再生した部分だけではなく、キミ達がここへ来てからの全すべての会話を録音しているぞ──いささか発言が不用意すぎたな？　ん？」

「っ……あ、アリア・来武・エリノア・ヴァルター……貴様ッ……！」

「やれやれ、チームワークを度外視し、ロクに打ち合わせもせず好き勝手に行動するから、あんな失言が飛び出してしまうのだ。だからあれほど、キチンとチームを組むコトの重要性を説いていたというのに……全く、救えんな」

　呆あきれたように言った直後──アリアはニヤリと笑みを浮かべ、言葉を続ける。

「しかしまあ、これで──『眺める者』を打倒せねばならないという大義名分が、分かりやすい形で手に入った。民衆を軽かろんじる、政府内に巣食う害虫の駆除……悪を滅ほろぼす正義の味方というのは、いつの世も、人々にとって受け入れられやすいモノだからな」

「っ……か、関係あるかっ！　そもそも、貴様らを潰せばそれで終わりなのだ！　愚か者が不用意な発言をしたところで、その証しよう拠こごと抹まつ消しようすれば良いっ……それだけのコト！　この数、甘く見るなよっ……しかも我々は、政府のストレンジャーだ──貴様らの能力も、弱点さえも把は握あくしてココへ来ている！　勝てると思うな！」

「……ほう？　我々の弱点を……ねえ？」

　ふっ、と軽く失しつ笑しようしたアリアの後ろから、気合充分に電撃を迸ほとばしらせる魅神が歩み出てくる……が、そんな彼女よりも、更に前へと歩み出す影かげが一つ──夜侘だ。

「……ここは、アタシがやるよ……魅神は下がっててイイよ？」

「！　夜侘ちゃん……いいの？」

　いきなり前へ出た夜侘に、しかし魅神は非難することもなく、珍めずらしく素す直なおに引き下がった。しかし夜侘を見て──『眺める者イデイン』からの刺し客かくの一人は余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。

「ふん……焰ほむら熾おこし夜侘……『目視した場所へ火を放てる』Ａランクストレンジャー……確かにとんでもない能力だが、しかし……瞬間的な火力自体はそこまで高くないし、しかも火を放っている間は集中するために身動きも出来ない。能力を知らない者にとっては脅きよう威い的だろうが、知っていれば対策のしようはいくらでもある。その上、五か月前には戦いの様子を、生放送で配信までしているし……はっ、愚かな真似をしたモノだな」

「……………………」

　バカにしたような笑みを浮かべられながらも、夜侘は大した反応も見せず、右眼を覆おおっていた眼帯を外し──なぜか、愛用のヘッドフォンを装着した。

「ん……──♪　～～～……♪　んっ……よぉしっ……」

「はっ……こんな時に、何をしているのやら──遊びには付き合っていられないな、さっさと退場するがイイッ────！」

　合図などなく、飛び掛かかる刺客──些さ細さいな火力など我が慢まんして凌しのげば良いと高たかを括くくった彼が、その両手を夜侘に向けて思い切り振ふり下ろす。

「ッハァァァァ！　『爆ばく砕さい』ッ！　せよッ！」

　振り下ろされた両手の下で大きな爆発が起こり、砂すな煙けむりが舞まい上げられる。『両手を叩たたきつけた場所に爆発が起こる異能』なのだろうか──それによって夜侘も、刺客の姿も見えなくなるが──不意に響いてきたのは、

「……ずっ……あっ……あ、熱ッ⁉」

　苦しむ刺客の声だ──そして砂すな埃ぼこりが落ち着くと、状じよう況きようの全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　そこには、連続する炎ほのおに纏まとわりつかれ、熱さに悶もだえる刺客と──どうしたことだろう、舞うようにステップを踏ふむ、夜侘の姿があった。

　刺客達はその光景に戸と惑まどうが、炎に巻かれている男は焦しよう燥そう気味に声を上げる。

「づっ……お、おい！　ナニをボサっとしてやがるっ……お前らも、戦えぇ！」

「！　め……命令してんじゃねーよ！」「ちっ……まあいい、行くぞォ！」

　更に数人の刺客が、ある者は剣けんのような形の発光体を振り上げ、ある者は『爆砕のストレンジャー』と同じく素手で夜侘に襲おそい掛かる──が、しかし。

「っ……な、なにっ……熱ぅ⁉」「あ、当たらねっ……ぎゃあ⁉」

「どっ──どうなってやがんっ……だ、あ……うあぁぁぁっ⁉」

　彼らの攻こう撃げきは、夜侘にかすりもしない。夜侘は踊おどり続けながら、その眼を見開いて敵の攻撃を捕ほ捉そくし、同時に炎を灯ともし続けながら、踊る足を止めもしない──いつの間にか刺客達は攻撃を止め、まとわりつく炎を避さけるため、必死で逃げ回るだけになっていた。

　リズムに乗っていた夜侘が、トン、トン、トンッ、とステップを踏み──その動きに合わせて、炎までもが舞い踊り、刺客達を執しつ拗ように追撃した。

　そして、トドメと言わんばかりに、ターンッ──一ひと際きわ大きくステップを踏み、くるりと一回転してみせると──

「「「ぐ、うあ、あぁぁぁ……うあぁぁぁっ⁉」」」

　炎も同時に旋せん回かいし──並みいる刺客達を、一いち網もう打だ尽じんにしてみせた。

「──舞い踊る焰──『踏鋳火葬ダンシング・ブレイズ』──」

　夜侘が足を止め、ぽつりと呟くのと同時に──倒たおれた刺客が、ぼそぼそと声を漏もらす。

「じょ、情報とっ……全然、違ちがうじゃ……ねーかっ……」

「……当然でしょ？　アタシは……ううん、アタシ達は──ずっと以前のままなんかじゃ、いられないの。アタシ達は……常に進化して、成長し続けるんだからっ」

　誇ほこらしげな笑みを浮かべながら、夜侘はもう一度、踊るように一回転して──

「アリアお姉さま直々の『特訓』を経へて、攻撃と回かい避ひ、二つを同時に実現可能にした──これがアタシの、新たなる『戦い方スタイル』──だよっ♡」

　ぱちっ、炎を宿す右眼でウインクを決めながら──夜侘の心中は大いに盛り上がる。

（き、決まったっ……自分でも怖いくらい、完かん璧ぺきに決まったっ……さ、さすがアタシ……『宿星の片割れスター・パートナー』！　う、うふふっ……うにゃあ……）

　ニヤけ顔を抑おさえきれない夜侘──そんな彼女に続いて、魅神と氷莉も声を上げた。

「もちろん私も……ね。今では空まで飛べるようになったし、電撃の威い力りよくだって、まだまだ上がってるわ。アンタ達なんかに後れを取ることは──あり得ないわね」

「わたしは──パワーアップとかどうでもいいから、だらだらしたいっ」

「氷莉ちゃん空気読んで。だらだらとか、今だけでも横に置いといて」

　そんなやり取りをする二人だが、それぞれ余裕で敵を倒している──圧あつ倒とう的てきな優勢に立つ魅神達に戸惑いながらも、しかし刺客は更さらに声を張り上げた。

「っ……ま──まだだ！　お前達の弱点は、それだけではないっ……そう、お前らは、決して克こく服ふくし得ない重大な弱点を抱かかえているのだ──！」

「……⁉　えっ……じゅ、重大な、弱点っ……⁉」

　刺客の言う『弱点』とは、一体──問い返す夜侘に、彼は得意げに答える。
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「チームを組んでいるからこその、弱点っ……お前達は足手まといを庇かばいながら、どこまで戦えるかな……？　くくくっ……」

「！　ま──まさか！」「──それって⁉」

　その言葉に、魅神と夜侘が同時に焦った声を上げようとし──更に同時に、刺客もターゲットである『弱点』の名を高らかに叫さけぶ。

「「沙凪ちゃん────気を付けてっ！」」

「アリア・来武・エリノア・ヴァルター……チームの弱点は──貴様だっ！」

「「…………んっ？」」

　魅神と夜侘にとっては思いがけない名前が挙がり、同時に首を傾かしげる──が、そんな二人へと、沙凪がやさぐれたような声を放つ。

「おうおう、今のはどういう意味ですの、魅神、夜侘ィ。ちょっと屋上までツラ貸せやァ……ですの。ヤキ入れてやんよォ……ですの」

　グレ気味の沙凪だが、魅神と夜侘は顔ごと視線を逸そらし──刺客達はアリアに注目しながら、気の早い勝ち誇った笑えみを浮うかべる。

「くくく……アリア・来武・エリノア・ヴァルターは、五か月前の事件でアウトローなどと名乗っていたが……それが虚きよ偽ぎであったことは、周知の事実。しかもよりによって、下野根隆良などという『残念異能』の持ち主に敗北する程度の弱者……無能力者の上に弱い、そんな人間がココにいること自体が──場違いなのだ」

　そんなことを言い放った刺客を前に──アリアが口元を片手で覆いながら、明らかな焦りの声を漏らす。

「おいおい……皆みんな、ヤバイなー。私がアキレスの踵かかとだとバレてるようだぞ？　この中で私が一番弱くて足手まといだと見み抜ぬかれているなんて……困ったなー」

「……あ、はい、アリアお姉さま……そ、そうです……ねぇ……」

　夜侘は何やら言い淀よどんでいるし、他ほかの面々も一様に顔を背そむけているが──刺客達は推測が当たっているらしいことを確かく認にんし、テンションを上げながら高笑いを決める。

「くくく……はぁーっはぁ！　お前達がいくら強くとも、足手まといを守りながらでは、本来の力など発揮できまい……さあ……しかもこちらは、総力でかかるぞ⁉」

「い、いやあー。なんて恐おそろしいヤツらだ。おにー、あくまー」

　恐きよう怖ふに震ふるえ、非難を口にするアリアだが──刺客達には容よう赦しやの色など微み塵じんもなく、戦せん闘とう態勢に入りながら、順番に名乗りを上げ始める。

「くくく……撃うち抜ぬく──『銃紳士カーデイ・ガン』！」「『下位殺しアンダー・キラー』──いっきまァ～す」「『虎こ臣しん舶はく来らい』……参る」「うふ……うふふ……『重い想いヤン・デ・ルート』……」「『肉食系草食獣リバーシブル・ハンター』……い、いきますっ」「『チーター・ズ・ハイ』──走るぜェェェ！」「……『還らぬ嘆きプリン・ドロツプ』……」

『さあ────己おのれの罪を数え、悔くいるが良いッ！』

　名乗りを上げた者達を筆頭に、更に多勢で押し寄せる政府の刺客達──か弱くて儚はかなくてお淑しとやかで繊せん細さいで健けな気げでいじらしい、『異能』という牙きばを持たぬ非力なアリアは──

「きゃー、だれか……だれかー、タスケテー」

　悲痛な叫び声を上げるも──無情にも、その声が届くことはないのだった……。




「……というワケで、『眺める者』からの刺客は無事に片づけ終わったコトだし、隆良くん奪だつ還かん計画を次の段階に進めていこうかー」

「「「「……お、おーっ」」」ですの」

　アリアがのんびりとした声を放つと、魅神・夜侘・氷莉と、あくまでも『ですの』は外さない沙凪が、声を揃そろえて返事する。

　……ちなみに、先ほどアリアへと襲い掛かっていたストレンジャー達はというと、

「……は、話がぁ……」「ち、ちが……う……」「じゃなァ～……い」「…………」

　アリアの後ろで山積みになり、死し屍し累るい々るいと言わんばかりの様相を呈ていしていた──ちなみに、アリアが彼らを全すべて倒して山積みにするまで、一分とかからなかったという。

　まあ、それはともかく──これからどうやって隆良を救出しに行くのか、次の作戦に関して、魅神がアリアに尋たずねた。

「それで、アリア……ここまでは予定通りだったけど、これからどうするの？　敵は遥はるか上空にいて……このままじゃ、手出し出来ないでしょ？　私みたいに空を飛ぶか──」

「そうだな──私のように、戦闘機でも使わない限りは……な」

「うん。……うん？　…………え、あの、まさか」

「ふふっ……そのまさかさ────ヱリコ、頼たのむ！」

　アリアが通信機越ごしに合図を送ると、『了りよう解かいです！』という返事と共に、壇だん上じようの向こう側──会場の奥が二つに割れ、何と漆しつ黒こくの戦闘機が、その姿を現した。

　何でまたこんな所に、無む駄だに大規模な仕掛けを──と思う以上に、「うぷっ」と口元を押さえる魅神が気になり、夜侘が彼女へ声を掛けた。

「あの、魅神……この戦闘機、魅神は一回体験してるけど……運転は、その……」

「……ええ……荒あらいわよ……ううん、もはや荒ぶってるわ……うぷっ」

「……そぉ……あはは、アタシ達……無事に帰れるのかなぁ……」

　遠い目をする夜侘と、げんなりする魅神──氷莉は「おるすばんしたい」と耳を押さえつつ丸まっていたが、そんな面々の中で沙凪だけは動じていなかった。

「まあまあ、皆で隆良様を助けに行くためには、仕方ないですの。魅神だけ飛んでいくのはＮＧって決まりましたし……皆で行くには、これがきっと一番ですのっ。テンション落としてないで……盛り上げて、いきますのよーっ」

「「「……おぉー……」」」

　沙凪の声に応じるも、魅神・夜侘・氷莉が振り上げる手は、微び妙みように力無い。

　が──元気いっぱいの沙凪に対し、アリアが軽く微笑ほほえみながら声を掛ける。

「ふふ……隆良くんが不在の今、沙凪ちゃんは精神的支柱として頼たよりになるな……が、しかし──『戦力的にも』頼りになるということを……今から見せつけに行こうか？」

「！　……にゅふふ……ええ、アリア……もちろん、ですのっ♪」

　何やらぼそぼそと小声で囁ささやき合う、二人が、悪わる巧だくみでもするように含ふくみ笑いを突つき合わせてから──アリアが仲間達へ向けて声を掛けた。

「さあ、行くぞ皆の衆──この私の戦闘機……『すぴぃどすたぁ☆　くろぐろ・ぶらっくん三号機・零ゼロ式しき』で──隆良くんの下まで、超ちよう特急だ！」

「そのネーミングセンス、もうちょっとどうにかならないんですの？」

　アリアへと軽くツッコみつつ、沙凪は意い気き揚よう々ようと戦闘機へ乗り込むのだった。







　03　不幸の定義って、一体なんなんだろうなァ……そんなコトを考えずにはいられない午後アフタヌーン昼下がり







『さあ、皆──そろそろ目的の場所が、見えてきたぞ』

　戦闘機を操縦するアリアが、目的地である『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』を目視した頃ころ、通信機越しに仲間達へと語りかけた。ちなみに直接語りかけられないのは、アリアと他の面々とで、乗っている場所が違うからだ。

　さて、同じところに乗っている面子メンツの中──魅み神かんと夜よ侘わびが話し合う。

「……ねえ、夜侘ちゃん……あのさ、あの……気のせいじゃなかったら、さ……」

「……な、なに？　魅神……」

「……ここ……その……ミサイルとか、発射するトコロじゃ……ない？」

「……あは、あははー……ふ、不ふ吉きつなこと言わないでよー、魅神ったらぁー」

　冗じよう談だんを聞いたように笑う夜侘だが、その表情は優すぐれない──何しろ彼女達が乗っているのは、機体の下腹部の辺り……確かに、ミサイルを取りつけやすそうな場所だ。

　明らかな不安を口にする魅神や夜侘に、アリアが通信機越しに声を送ってくる。

『おいおい、そう変に勘かんぐらないでくれ……ただ、パイロット以外で更さらに四人も同時に乗せられるという場所が、他に無かったのだ。だからキミ達を乗せるため、その部分を増設するしかなかったという……それだけのことさ』

『！　そ、そうよね、アリア……うんうん！』『信じてた……アタシ、信じてたっ！』

『はははは…………………………多分な』

『言い切って⁉　そこは言い切ってー⁉』『不安になりますよ、アリアお姉さまー⁉』

　さすがに焦あせる魅神と夜侘だが──その瞬しゆん間かん、アリアの目が鋭するどく光る。

『！　皆……摑つかまっていろ！　ここからはもう、あまり喋しやべるなっ……舌を嚙かむぞ！』

『えっ…………あ、あああ……またなの⁉　っ……～～～～ッ⁉』

　魅神の、声にならない叫び──アリアが戦闘機を急旋せん回かいさせると同時に、機体の真横を一筋のレーザーがすり抜けていく。──『Ⅰワン』だ。

「……ちっ、思ったより早く見つかったな……さて、どうしたものか……」

　今回は、魅神を助けた時とは勝手が違う。あの時は機体の一部分を使い捨てにし、重量を軽くしてレーザーをかわしたが──今は四人分の重量を抱えているのだ。これでは、光速で迫せまりくる攻こう撃げきを回かい避ひするのは、さすがに困難──

「──と、そういうワケにもいかないのでな……私は今、私にとって何よりも大事な子達の命を、預かっているのだ。ここは……全力で、いかせてもらうぞっ──！」

　アリアの目が、一ひと際きわ鋭くなると──『浮遊研究施設』の一部へと的確に集中力を注ぎ、そこが微かすかな光を放ち始める頃には、既すでに回避を開始していた。

「っ……！　……よしっ……少しは、もちそうだなっ……」

　光の出力が最大限に上がるまでの間かん隙げきに、射線上から逃のがれる──それを戦闘機で実行できるのは、明らかに常人離ばなれしたスペックの持ち主であるアリアくらいだ。

　続け様に灯ともる光から、再び間隙を縫ぬって回避する──一瞬の油断も許さぬ、綱つな渡わたりのような状じよう況きようで、しかしアリアは冷静に思考を働かせる。

（……まあ、前回の時に見み極きわめた、奴やつの微かな癖くせや……あの時に撃ってきていたレーザーの発射角の傾けい向こうから計算して、攻撃パターンを分ぶん析せきし……予測回避くらいは、させてもらっているのだがな。……しかし、とはいえ……）

『浮遊研究施設』へ近づくごとに、『Ⅰ』の放つ攻撃の間かん隔かくは必然的に短くなり──アリアの予測力を以もつてしても、闇やみ雲くもに放たれる光速の連撃を回避するのは難しくなる。

「……ここらが限界……かな」

　ぼそり、アリアが呟つぶやいたのと同時に──回避しきれなかったレーザーが戦闘機の翼つばさ部分を撃ち抜き、がくり、機体が大きくバランスを崩くずしてしまう。

『……⁉　アリアっ……どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶっ⁉』

『……魅神か、ふふっ、大丈夫さ……何があっても、キミ達のいる場所には被ひ弾だんさせないし……必ずキミ達を、隆たか良らくんの元へと送り届けて見せるよ』

『そ、そうじゃなく……アリアだって大丈夫なのか、聞いてるの！』

『……ふふっ、優やさしいな、魅神は……もちろん、私も大丈夫さ。……まあ、とはいえ──今からのキミ達が大丈夫かどうか、こちらのほうこそ、心配しているのだがな？』

『えっ。……えっ？　あ、あの……アリア……あ、アリアさーん……？』

　恐おそる恐る、魅神がアリアに声を掛かけると──アリアは何やら、不自然な程ほどに明るい口調で、魅神達に語りかけた。

『さあ、そんなワケで──ちょっとしたアトラクションの、始まりだー。隆良くんの元まで、超特急便……ミサイル宅配便、発射するぞぉー☆』

『……冗談よね？　ねえ、アリア……じょうっ……だ、あっ───～～～～ッ⁉』

　再び魅神の、声にならない叫さけび──アリアは、本当に発射した。ミサイルを……というか、そう──魅神達の乗っている部分を、『浮遊研究施設』に向けて、発射した。

　大だい胆たんというか、容よう赦しやないにも程がある──戦せん闘とう機きの比ではないスピードで発射された『ミサイル宅配便』が、『浮遊研究施設』に突き刺ささることで、ようやく止まる。

「～～～～っ……きゃああああっ⁉　あ、あわ、あわあわ……」

　衝しよう撃げきでくらくらする魅神だが、しかしどうやら無傷の模様──ミサイル代わりの乗り物は、どうやら非常に頑がん丈じような作りらしく、しかも内部の緩かん衝しよう材ざいは過保護なまでに厳重に作られているらしい。……とはいえ。

「あ、アリアお姉さま……ひ、ひど、い……うっぷ……」

「かえりたい、かえりたい……かえりたいかえりたいかえりたいかえりたい……」

　夜侘と氷こお莉りは、ここへ辿たどり着くだけで、かなり参ってしまっているようだが。

　しかしそんな中──ただ一人、沙さ凪なぎだけは違った。

「──にゅっほほほほっ！　なんですの今の、楽しかったですのー！　もう一回やりたいですの～……にゅふふぅー！」

　もう根こん性じようがあるとかそういうのではなく、ただ単に趣しゆ味みがおかしいだけのような気がする。さすが、ゲルにも謎なぞの偏へん愛あいを注ぐ少女だ。

　まあそれはともかく、魅神達はフラフラになりながらも、乗り物の前方にあった出口から──全員が『浮遊研究施設内』へと降り立つ。

「……ここ……私が前に『雷らい仭じん』で切り取ったところ？　……なるほど、脆もろくなってたトコに、撃うちこんでくれたってワケね……でも……で・も・さぁ～～～っ……！」

　一応、無事に辿り着けたことは間ま違ちがいないが──しかしこの仕打ちに文句の一つも言いたくなった魅神が、通信機越ごしにアリアへと声を掛けようとする。

「ちょっと、アリアっ……いくら何でも、荒っぽすぎるでしょ⁉　いくらレーザーを搔かい潜くぐらなきゃいけなかったからって……もうちょっとやり方が────えっ？」

　言い終えるより先に、魅神は施設内の窓越しに、信じられないモノを目にする──いや、信じたくないモノを、だろうか。それは、翼から煙けむりを巻き上げて墜おちていく漆しつ黒こくの戦闘機──アリアが乗っている、例の戦闘機だった。

　それを確かく認にんした瞬間には──魅神はもう、駆かけ出そうとしていた。

「アリアっ……アリアぁ！　待ってて……私が今、助けに行くからっ──」

『────来るな、魅神！』

「⁉　なっ……アリア⁉」

　通信機越しに制止してきたのは、他ほかでもないアリアだ──墜ちゆく戦闘機の中から、アリアが今度は穏おだやかな声で語りかけてくる。

『来るな……魅神が私を助けに来れば、そこを《Ⅰ》に狙ねらい撃ちにされるのは、想像に難かたくない。キミ達は、そのまま……隆良くんを、助けに行きなさい』

「っ……でも、でもっ……アリアっ……」

『魅神──大丈夫だ、信じろ。私はちゃんと、保険をかけている……いざとなれば緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ装そう置ちもあるし、パラシュートだって用意している。必ず無事に、また会えるさ』

「────！　……アリア……」

『……夜侘ちゃん、沙凪ちゃん、氷莉ちゃん……魅神を、よろしく頼たのむぞ……そして隆良くんも……救ってやってくれ。……頼んだぞ！』

　アリアの言葉に、夜侘・沙凪・氷莉と、三人はそれぞれ肯こう定ていの返事をする。そして直後には、ついに通信機は切れてしまい──代わりに、ヱリコの声が届いてきた。

『雷らい轟ごうさん……それに、皆みなさんっ。大丈夫です……アリア師し匠しようは、大丈夫です！　誰だれよりも、アリア師匠が勝手に命を投げ出しちゃうことを許さないわたしが言うんですから……大丈夫なんですっ！　……その、わたしなんかが、こんな偉えらそうなコト言っちゃって……申し訳ないんですけど……でも、そのっ……』

「……大丈夫よ──分かってるわ、高たか橋はしさん」

　魅神の言葉は、力強かった──無理をしている、という訳ではない。強がりの色はなく、ただ真まっ直すぐに、魅神は言葉を吐はき出している。

「アリアは、大丈夫だって──信じろ、って言った。だから私は……信じる。アリアはもう、絶対に間違えないって……私は、信じてる」

『！　……雷轟さん……』

「……だから私達は、今、私達に出来ることをするの。バカ隆良をこんな所から、さっさと救い出して──どんなもんだ、って、アリアに言ってやるんだから！」

　そうでしょ、皆みんな──そう言うように、魅神が仲間達へと視線で訴うつたえかけると、夜侘・沙凪・氷莉と、順番に頷うなずきながら応こたえた。

「うんっ、当たり前だよっ……アリアお姉さまは、絶対に無事なんだから！」

「まっ、当然ですのっ。完全無欠お嬢じよう様さまたるわたくしの言葉に、間違いはないですの！」

「さっさと、たからパパをたすけてー……アリアおねーさんに、ミンナでだらだらできるように、テハイしてもらおー。そうしよーっ」

　全員が全員、アリアを信じ──目的のために、真っ直ぐ突つき進んでいる。

　隆良を救うために、魅神達はもう、振り返かえらず走り出した──通信機の向こうでは、ヱリコが一人、物思いに耽ふける。

（……これで本当に、良かったんですよね……？　……アリア師匠……）

　そんなことを考えながら、ヱリコもまた、仲間達をサポートするために、自分に出来ることを全力でやろうと集中するのだった。







　墜つい落らくしていく、漆黒の戦闘機──アリアはその中にいて、しかし脱出せず、そのままの状態で身を任せていた。

『Ⅰ』はもう、追撃はしてこないようだった──つまり魅神達や、もしくは隆良のほうへ向かっているのだろうが、しかしアリアに焦りは無い。

「……私は皆のコトを、信じているからな……ふふっ」

　軽く笑えみを浮うかべて、アリアは静かに目を閉じる。五か月前、隆良に敗北し、命を拾うことになってから──彼女はずっと、考えていた。

　どうすれば罪を贖あがなえるのか──隆良を無事、救い出すこと。そして彼を仲間達と、再会させること──アリアにはそれしか思いつかず、そのために何でもするつもりだった。

　そう、たとえまた、皆が怒おこることになったとしても──再び己おのれの命を犠ぎ牲せいにすることさえ、厭いとわなかったのだ。

「これで、少しは……贖しよく罪ざいが、出来たかな──」

　アリアは呟きながら、微笑ほほえみを浮かべ、墜ちていく。これでもう、自分は満足なのだと、そんなことを考えながら。幸せな夢を見ようとするように、目を閉じたまま──

　────と思いきや、ぱちっ、とアリアは両目をいきなり見開いた。

「──なーんちゃって、ってか。敵を騙だますには、まずは味方から、ってな」

　あっけらかんと言い放った直後、アリアはコクピットを開き、脱出装置──ではなく、パイロットスーツの背中越しに背負っていた謎の機械を作動させるため、左ひだり腕うでに取り付けていた液えき晶しようパネルを素す早ばやく操作した。

　と、アリアが操作を終えた瞬しゆん間かん──アリアの背にある、見るからに重そうな機械の底面後部から、何と炎ほのおが噴ふき出し始めた──！

「ふっふっふ……これぞ私開発の特とく殊しゆジェットスーツ……名付けて『今……会いに……行きます……奈な落らくの……底から……』だ──ヱリコちゃんには『ホラーなんですか⁉』と褒ほめ称たたえられたこの作品……ふふふ、実用性もバッチリだぞう……？」

　アリアの行動は、ヱリコにだけは伝えてあった。魅神達に知らせなかったのは、『敵を騙すにはまず味方から』と──つまり別行動で潜せん入にゆうするのを、悟さとられないためだ。

　伝えれば、魅神達はアリアのことが気になって、『隆良救出作戦』に集中できなくなってしまうかもしれないし、恐らくこれがベスト──アリアはそう判断した。

「……そうさ……私は私に出来る、ベストの選せん択たくを……今度こそ、していくのだ」

　ジェット噴ふん射しやで突き進むアリアが、真しん剣けんな眼まな差ざしで『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』を見み据すえる。

「私はもう、間違えない……自分の命を、自ら投げ捨てはしない。魅神達と……隆良くんに、誓ちかったのだ」

　楽な道へ、楽な道へと──自己満足の果てに、さっさと終わりを迎むかえようとしていた、五か月前のアリアは──もう、どこにもいなかった。

「辛つらい道を行こう。険しい道を進もう。私はもう、二度と間違えない。必ずまた、皆と笑い合えるようになるために──全力を注ごう。……そして────」

　暗い闇やみの底から自分を救い出してくれた、彼のことを思い出し──

「隆良くん──必ずキミと、生きて、笑って──再会しよう」

　アリアは黄金の目標へ向けて、飛ひ翔しようするのだった。







　研究施設の通路を駆ける、魅神達──ここまでに幾いくつかの妨ぼう害がいはあったが、そのどれもが大したことはなかった。あっさりと一いつ蹴しゆうしながらも、氷莉が疑問の声を上げる。

「……？　なんか、ここ……ヒト、すくなくないー？　……ま、まさかっ……わたしとおなじで、だらだらしたいからっ──」

　カッ、と目を見開き、変な憶おく測そくを述べる氷莉には、魅神が否定のツッコミを入れる。

「そんなワケないでしょ、氷莉ちゃん……ここの警備が薄うすいのは、当然よ。ほら、さっき街の人の前で演説した……屋外会場の時。あそこに、アレだけの数のストレンジャーを送り込んできたんだもの……きっとアレが、この研究所の戦力のほとんどだったのよ」

「ほぇー……なるほどー……なんかそれ、おまぬけさんだねー……まあわたしは、ラクができるなら、べつにイイんだけどー」

「……もお、氷莉ちゃんったら、自じ堕だ落らくなんだから……ふふっ」

　氷莉のだらだら思考に呆あきれながらも、失しつ笑しようする魅神に──何やら沙凪が、からかうような笑みを湛たたえつつ、横から割り込んでくる。

「にゅふふ……魅神～……？　なんだかちょっと、機き嫌げんが良いんじゃないですの～？　もしかして……久し振りに隆良様に会えるのが、嬉うれしいんですの～？」

「！　………………」

　沙凪の言葉に、魅神は少し沈ちん黙もくしてから──落ち着いて答えてみせた。

「……ん……まあね。嬉しいわよ──悪いかしら？」

「⁉　お、おぉ……み、魅神が妙みように素直ですの……天変地異の前まえ触ぶれですの……？」

「うふふ……ビリビリされたいのかしら？　沙凪ちゃん」

「ふおおおっ⁉　またとばっちりですの⁉　最近なんか多いですのーっ！」

　それは沙凪が一言多いからのような気はするが──それはともかくとして、魅神は自身の思っていることをそのまま打ち明けた。

「まあ、何しろ五か月ぶりだもの──あのバカ隆良のこと、私だって一応、少しは心配してたし？　まあね、たまにはね、顔を見てやるのも、悪くは無いかな？　ってね。……アリアとも改めて、きっちり会わせないとだしねっ。それにバカ隆良がいなくて、張り合いが無かったのも、まあギリギリ事実とは言えるし──」

「素直かと思ったらそんなコトありませんでしたの。安定のツンデレですの。やれやれ、これだから魅神は……ホント変なところで捻ひねくれてますの」

「よーし、沙凪ちゃんへのお仕置き、頑がん張ばっちゃうぞー。覚かく悟ごしなさいよねー」

「にゅっほぉぉぉ⁉　事実を述べただけなのにあんまりですの、抗こう議ぎしますのぉぉぉ！」

　じたばたする沙凪の横で──魅神は通路を駆けながら、再会への想おもいを馳はせる。

（……まあ、素直、っていうなら、うん……まあ、まあね？　ちょっとだけ……素直になってあげても、とは思ってるんだけど、ね？　……五か月前の、別れたあの日から。……で、でも、んん……な、何て言うべきなのかしら……えっ、何て言おう⁉）

「──隙すきだらけだぜ『雷らい神じん』んんん！　喰くらいやが……あばっばぁぁぁ⁉」

「……うーん、うーん……どうしよ……」

　奇き襲しゆうをかけてきた警備兵を、器用にも見向きさえせず倒たおした魅神が、駆ける足は止めず『再会時に何を言うか』を今さら考え始める。

（厳密には違ちがうけど、ここは、まあ……『おかえり』……かな？　で、でもまあ、ホントに久し振りなんだし……ちょっとサービスして『おかえりなさい』くらいは、言ってあげてもイイけどっ？　……べ、別に深い意味は無いんだけどねっ⁉）

　軽く挙動不ふ審しんに身み動じろぎしている魅神だが、確実に前へと進んでおり──不意に進行方向の先から、何やら喧けん騒そうが聞こえてくる。

「⁉　……この先で……誰かが争ってる、みたいね……」

　警けい戒かいと、そして期待を強める魅神が足を止め、他ほかの面々もそれに倣ならうと──喧騒は更さらに大きくなり、今度はハッキリとした声が聞こえてくる。

『う、うおぉぉぉ──なんだ……こりゃぁ…………！』

「──！　い、今のは……今の声はっ……隆良様……隆良様の声ですのー！」

「！　ええ……あそこの曲がり角の向こうから……た、確かに聞こえてきたわっ！」

　隆良の声を耳にした沙凪と魅神が、競きそうようにスピードを上げて──

「────『雷らい迅じん』っ！」

「にゅおおおズリィィィ！　ズッリィィィですの、魅神───！」

　まさか『異能』を発動させてまで先行するとは、思いも寄らなかった沙凪だが──猪ちよ突とつ猛もう進しんなところのある魅神は、もはや何も聞こえないかのように突っ込こんでいくのだった。

　と、氷莉も珍めずらしくやる気を見せて走りながら──ふと、何かに気付く。

「ぉぉ……もうすぐたからパパと、あえーるぅー♪　……ところでさ……ねえねえ、よわびニャンコ？　……なんか、スピード……おちてない？」

「！　え、えー？　な……何のコトー？　あ、アタシ、良く分かんないようー」

「……まあ、いいけど……ゆっくりしてると、おいてっちゃうよ？」

「だ、だから、別にゆっくりなんて、してないよぉ……ほ、ほらほら、早く行こっ」

　誤ご魔ま化かすように急せかしながら──夜侘はなぜか、最さい後こう尾びを行くのだった。







　今は光を放っていないルーネを伴ともない、研究施設の奥深くから脱出を始めた隆良は──今、自分が置かれている現状を初めて知り、驚きよう愕がくの声を上げる。

「う、うおぉぉぉ⁉　なっ……なんだ、こりゃあぁぁぁ⁉」

　見ているのは、窓の外の景色──地中にいるかと思ったら、なぜか研究施設が空を飛んでいたのだから、驚おどろいてしまうのも無理はない。

　自分の置かれている状じよう況きようが、思った以上にのっぴきならないことを確かく認にんし──さしもの隆良も、微かすかに体を震ふるわせて、焦しよう燥そうの声を漏もらすしか──

「そんな……そんなっ……まさか、こんなコトが……らっ……ラ○ュタは本当にあったんだァァァ！　そして俺は今、そのロマンに乗ってるんだぁぁぁ！」

　少しくらい焦燥すれば良いのに──そもそもここが例のあの城ではなく『研究施設』なのは、隆良も知っているだろうに。それでもテンションを上げている彼は、この危機的状況にもかかわらず、微び妙みように幸せそうである。

「ふ、ふーっ……そ、それにしても、ココからどうやって帰りゃイイんだろな……困ったぜ、くっそ……くっそぉ……せめて写メ撮とりてぇのに、携けい帯たい取り上げられてるし……」

　ここからの脱出と記念撮さつ影えいを同列に扱あつかっているのはともかく、頭を悩なやませる隆良に──彼につき従っていたルーネが、おもむろに距きよ離りを詰つめてくる。

「タカラ、タカラ……悩み？　大だい丈じよう夫ぶ？　……手伝う？」

「ん、おお……いや、確かに困ってるけど……大丈夫だって。何しろ、俺は『ヒーロー』なんだからな！　まあ、何とか適当に切り抜ぬけて──」

「すんっ──すんすんっ、くんかっ……はふ……はふはふ」

「……うん……もう、隙あらば嗅かごうとしてくるお前にも、慣れてきたよ……」

「……んん……ぐり、ぐり……むー」

「……やたら幸せそうだし……無表情だけどな。はあ～……何でこう、俺の知り合いってのは、変なヤツばっか集まって…………ん⁉」

　隆良の横腹に顔を埋うめ、無表情でニオイを嗅ぎ続けてくるルーネ──そんな微妙にシュールな状況の中、隆良は通路の先から、何やら電でん撃げきが奔はしるような音を耳にする。

「……この音……まさか……まさか⁉」

　その音は隆良にしてみれば、聞き覚えのある音──凄すさまじいスピードで近づいてきている『それ』が、ついに曲がり角を越こえて──隆良の目の前に、姿を現した。

「！　……お前は──！」

「っ……バカ隆……良っ……」

　五か月ぶりの、再会──隆良はただ、魅神を目視して驚き──魅神は肩かたを震わせ、しかし感極きわまっているのか俯うつむいて、隆良のほうをすぐに見ることが出来ないようだった。

　けれど魅神は、俯いたまま──五か月ぶりの隆良へと、声を掛かける。

「……バカ隆良……アンタ、遅おそいじゃない……すぐ帰ってくるって、言ったクセに……しかも、命の危機になんて、晒さらされちゃってるし……」

「お、おお、悪いな……へへっ、まあ、俺も予想してなかったんだよ……うん」

「……ふんっ……あんまり遅いから、迎えに来ちゃったわよ……」

「……へっ、そーかよ、まあ……助かるぜ。どーやって帰ろうか、途と方ほうに暮れてたしなぁ……あ、でもよ、ほれ──もう、クリスマスの時期だろ？　こんな時に再会なんて──逆に、気が利きいてるじゃねーか。なあ？　……へへっ！」

「！　……バカ……こんな時に限って、そんな情じよう緒ちよ的なコト言い出すんだから……」

　神経ゲル詰づまり鈍どん感かん男・隆良にしては、珍しい言動だ。『五か月っていう時間が、そうさせたのかしら？』などと、薄うっすら考えていた魅神が──自分も今だけは素す直なおになろうと温めていた言葉を、勢い良く顔を上げながら、ついに口にする──！

「バカ隆良っ……おかえ─────[image: あ゛]？」

「？　え、おかえ[image: あ゛]？　なんだそれ、どういう言語？」

　首を捻る隆良だが、彼の横には──魅神にしてみれば初対面の、見知らぬ美少女。隆良と完全密着状態で、傍はたから見ると、イチャイチャしているようにしか見えない。

「……？　タカラ、あれ、誰だれ？　……知り合い？」

　くりっ、と首を傾かしげながら、隆良へと上うわ目め遣づかいに──更に密着しながら尋たずねる少女を見て、魅神の片かた眉まゆが軽く吊つり上がる。

「………………」

「？　お、おい、魅神……なんだ、どーした？　固まっちまって……お、おーい？」

「……ふふっ」
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「？　お、おお、なんだ、いきなり笑って……ご機嫌か？」

　隆良の言う通り、にこり、微笑ほほえみを浮うかべた魅神が、改めて彼へと向ける言葉を紡つむぎ直す──瞳ひとみの輝かがやきを、すっかり失わせながら。

「おかえりください」

「え、何で俺、いきなり追い返されてんの⁉　久し振りに会って言うコトがそれ⁉　いや、いくら何でもあんまりだろ、せめて快く迎むかえてくれよ⁉」

「知らないバカ。帰ってこなくていい。何だったらそこから一人で飛び降りればいい」

「死ぬ！　そんな冷たいコト言うなよ！　これからどうするか、ホントは結構、途方に暮れてたんだからよ！」

「じゃあココにいればイイんじゃない。どーやらココに来てから五か月の間、その子と楽しくやってたみたいだし……どーぞお幸せに。末永く解かい剖ぼうされてください」

「エグいコト言うなぁぁぁ！　……つか、何か勘かん違ちがいしてね？　俺、コイツとは……あ、ルーネっていうんだけどな？　とにかくコイツと会ったの、今日が初めてで……」

「……は？　……何言ってんのよ、バカ隆良……初対面の子と、そんな引っ付くほどいきなり仲良くなれるワケ、ないでしょーが……噓うそも程ほどほどにしなさいよね……！」

「いやホントなんですけどもー⁉　俺だって戸と惑まどって、る、って……おいおい、なんでそんな電撃迸ほとばしらせながら……あ、この感覚……まさしく久しぶりってカンジだぜ……」

　ちょっと途方に暮れる隆良に、電撃を迸らせながら歩み寄る魅神──と、そんな危険な空気の中、続けて飛び込んでくる声が一つ。

「た────隆良様！」

「！　お……お前は、沙凪！　……それに、氷莉も⁉　……へへっ、何だよ……お前らまで、来てたのかよ……何か、こう……照れクセーっつーか……」

「っ…………隆良様ぁっ……！」

「……へ？　な、なんだよ、沙凪……なんか怒おこってるみてーに……ま、まさかお前まで、魅神みてーに意味の分からんコトを──！」

　戸惑う隆良に、しかし沙凪は全く気にせず大おお股またで歩み寄り──本当に怒っているのだろうか、隆良の胸むな倉ぐらを摑つかみ、目を血走らせながら一言。

「今すぐ──わたくしにゲルを、よこしやがれやぁ……ですの」

「ゲルかぁーい⁉　お前のゲル嗜し好こう、いまだに続いてんの⁉　五か月も離はなれてりゃ、少しは落ち着いたかと思ったのによぉ！」

「落ち着く、ですの……？　おいおい、何言ってやがんだぁ、ですの。むしろ、離れている内に──こちとらゲルへの想おもいが募つのって、爆ばく発はつ寸前だっつーんだよぉ！　ですの！」

「げ、ゲル中毒が重じゆう篤とくにー⁉　つか、言葉遣づかいも荒あれっぱなしじゃねーか！　いやそれよりもっ……何でそれでも『ですの』は外さねーの⁉　そっちのが気になるわ！」

　ツッコみっぱなしの隆良に、しかし魅神と沙凪は荒あらぶるままに摑み掛かり──引っ付きっぱなしだったルーネから、隆良を引き離す。……と、無表情のルーネが、

「……あ、タカラ。ワタシ、離れる、危ない──」

　抑よく揚ようの無い声で言うと、その体が淡あわい光を放ち──ぱりっ、と魅神の両足の電撃が迸る。

「……へ？　え、私、何もしてな────きゃ、あっ⁉」

「え、ちょ、魅神……おい、いきなりナニすんだっ……おああああっ⁉」

「や、だから私、まだ異能を使ってなんて────ふ、あうっ！」

「……にゅふ？　にゅ、お…………おおおっ⁉　ですの⁉」

　なぜか勝手に魅神の両足が電気化し、隆良と沙凪の足を払はらって転ばせ──魅神本人も、バランスを崩くずして倒たおれ込んでしまう。……その結果、

「い、いたた……ふえ？　……え、ちょ、ば……バカ隆良……？　どっ……ど、どこに顔を埋めてんのよ！　……ちょっ、とぉ……だっ……だめっ、ばかぁ⁉」

　まず、隆良の顔面は──魅神の胸の、ど真ん中にフィットイン──！

　更さらに、隆良の両手はというと、

「ん、んおお……わ、わたくしは、一体……？　……ほあぁん⁉　え、た、隆良様……？　そ、そんな……だだ、大だい胆たんすぎますのよ、にょふぁー⁉」

　沙凪の歳とし不相応に豊満な両胸を、がっちりキャッチ──！

　そんなうらやまけしからん状況にある、隆良本人は──しかしルーネを知るがゆえに、なぜこんなことになってしまったのか、いち早く理解する。

「こ、これは、決して俺の意志じゃねぇ……こんな『ヒーロー』にあるまじきシチュエーション……俺は望んでねぇぇぇ！　これはっ──『不幸』が襲おそいかかってきて──」

「失礼でしょうがこのバカ隆良ァァァ！　そしてそこで喋しやべるなぁぁぁ！」

「これぞまさに『アンラッキー』ぶべらっ⁉　やめろ魅神、この状況でビンタは！　揉もみくちゃになって身動き取れねぇんだっつーのぉぉぉ！」

　魅神にビンタを喰くらいながらも、必死で宥なだめる隆良──明らかに『ラッキー』すぎる状況で『アンラッキー』などとのたまっているのだから、これくらいの制裁は致いたし方ないかもしれない。と、そんな隆良に向けて、沙凪まで切せつ羽ぱ詰つまった声を上げてくる。

「た、隆良様、ぁ……い、いつまで摑んでるんですの⁉　ていうか……にゅふぅ⁉　も、揉むんじゃ……ないです、のぉぉぉ……」

「う、うあぁぁぁスマン！　違う、ワザとじゃねぇんだ！　変な声出すなぁぁぁ！」

「こうなったら、もう、もう……慰い謝しや料りようにゲルを頂くしかありませんの。そこだけは何があっても曲げねぇ、それがわたくしのゲル道ですの」

「何が『アンラッキー』って多分この状じよう況きようこそが最大限！　沙凪から逃にげたい！」

　しかし身動きが取れないため、逃げられない。てんやわんやの状況で収しゆう拾しゆうのつかない三人を、氷莉は少し離れたところで眺ながめてから──微び光こうを放つルーネに視線を移す。

（……なんとなく、あのコがゲンインなキがするー……そしてイマいったら、わたしもめんどくさいコトに、まきこまれそうなキがするー……）

　割と鋭するどいところのある氷莉だ、面めん倒どうくさいことには巻き込まれないよう、状況を的確に把は握あくして危険を避さけている。

　と、絶賛面倒くさいことの真まっ只ただ中なかにある隆良が──ふと思い出したように呟つぶやく。

「う、うぐぐっ……くそっ、苦しいっつの、お前ら……って、あれ？　……そういや、その……一人、足りなくね？」

「ばばばバカ隆良⁉　だから喋るなって──え？　……あ、あれ、そういえば？」

　隆良に言われてようやく気付いたのか、魅神も『足りない一人』の姿を探す──が、見つからない。こういう時、真っ先に飛び込んできそうな彼女の姿が、どこにもない。

　怪け訝げんに思う面々が、辺りを見回していると──先ほど魅神達がやってきた曲がり角の向こうから、不意に声が響ひびいてくる。

「……ふふっ……このアタシをお探しかしら……？」

「！　……その声……ま、まさか……？」

　身動きもままならない隆良が必死で身をよじり、曲がり角のほうへ視線を送る──が、正体の分かりきっている声の主は、なぜかすぐに出てこようとしない。

　隠かくれている彼女には──夜侘には、とある計算があった。

（うふふっ……皆みんな、甘いよっ……ああやって我先にって走って行っても、どうせいつもみたく、ドタバタしちゃうだけなんだからっ……そんなコトになるくらいなら遅おくれて行って、落ち着いた頃ころに対面するのが、よっぽど印象的なのは間違いないよっ。しかもアタシ、自分で言うのも何だけど、かなり成長してるし……驚おどろきもひとしお、だよねっ）

　ぐっ、と両手を握にぎりしめ、再会のベストタイミングを探さぐる少女が──隠れたまま、隆良と話を続ける。

「……ねえ、隆良……きっと、もう……アタシが誰なのかなんて、分かってるよね？」

「……え？　ああ、まあ、うん……つか、何で隠れてんの？」

「ふふっ……そうだよね、分かるよね……でも、今のアタシに会ったら、きっとビックリしちゃうかも……心の準備は──大だい丈じよう夫ぶ、かなっ？」

「いや全然大丈夫だよ。ナニもったいつけてんだよ。さっさと出てこいっつーの」

「もうっ、慌あわてないでよ隆良ったら……でも、分かった……今、行くからねっ……『宿星の片割れスター・パートナー』が──会いに、行くよっ！」

　やや呆あきれ気味の隆良はスルーし、散々もったいつけてから──曲がり角の向こうに隠れていた少女が、ついにその姿を露あらわにする──！

「さあ、今こそアタシ達は──『宿星』に導かれ、再会を────！　えっ」

「⁉　え、お前……ど、どちら様？　夜侘……にしちゃ、随ずい分ぶんと……ん？　おーい？」

「──────」

　夜侘の成長に驚いているのは、彼女の計算通り──しかし隆良の状況は、魅神の胸に顔面を突つっ込み、沙凪の胸を両手で摑んでいるという、カオスな状況。

　その見るからに淫いん靡びなテイストに、勇んで飛び出してきた少女は──すすす、と再び曲がり角の向こうへ引っ込みながら、思いっきり沈しずんだ声を漏もらす。

「……あ、ゴメン……宿星、なんか先週爆発して四散して大たい気き圏けんで燃え尽つきて灰になって墜おちてきた挙句、踏ふみ潰つぶしてから裏庭に埋うめたんだった……」

「いやあの、どちら様ですかっつーの⁉　ていうか何で徐じよ々じよに引っ込んでいくんだよ！　……ああ、もう見えなく⁉　おぉおーい⁉」

「時の流れは戻もどせない……もはやあの時のアナタは、還かえってこない……」

「いやだから……あ、あのよ、なんかお前、随分と印象が変わったけど、あの……」

「そう……隆良なんて、無む慈じ悲ひなる暗黒空間に吞のみこまれた挙句、五体が粉ふん砕さいしてバラバラになって消し飛べばイイ……」

「ワケ分からんコトとエグいコトを勝手に連ねまくるなぁぁぁ！　ぐっ……」

　曲がり角の向こうへ、再度消えていった少女に追い縋すがるため──揉みくちゃ状態だった隆良は、まずは何とか身をよじり、ここ一番の力を籠こめる。

「っ……ぉぉぉ……そ──そいやぁっ！　や──やっと抜ぬけられた！」

「きゃんっ。……何すんのよ、バカ」「むぎゅっ。むう……隆良様、ヒドいですのっ」

　文句を言う魅神と沙凪は、一ひと先まず置いておき──一ひと際きわ大きな声で呼びかけた。

「はあ、はあっ……お、おい……その微び妙みよう～にイタイタしい、どことなくお恥はずかしいカンジのセリフ回しっ……お前、お前っ……間違いなく──夜侘だろ⁉」

「⁉　………………っ」

　隆良に名を呼ばれ、物もの陰かげに隠れていた少女は──夜侘は、小さく肩かたを震ふるわせる。今すぐ飛び出していきたい心情を抑えながらも、まずは怒ったように言い返す。

「い……イタイタしいとか、お恥ずかしいとかっ……た、隆良にだけは、ぜ～ったい言われたくないんですけどっ。……お……お互たがい様でしょっ」

「！　やっぱ夜侘か……へへっ、ワリーワリー、そうだな……お前の言う通りだぜ。まあなんだ？　俺ら、似た者同士なトコあるかんな……つい、口をついて出ちまうんだよ」

「……も、もーっ、相変わらず、デリカシーに欠けるよっ。ホントっ、全然変わってないんだもんっ……その……ゲルが詰まって無神経になってるトコっ」

「ゲルのコトは放ほっとけェェェ！　……ったく、悪かったって……ほれ、そろそろいい加減……そっから出てこいよ？　────夜侘？」

「！　……っ、っ……～～～～っ！」

　再び名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、一際大きく身を震わせた夜侘が──とうとう弾はじけるように曲がり角から飛び出し、今度こそ隆良へ向けて駆かけていく。

「隆良っ……隆良ぁ～！　会いたかった……会いたかったよぉ……ふえぇぇん！」

「！　ま……マジで、お前なのか……？　……夜侘！　お前、スゲー成長して──」

　隆良が感かん嘆たんの声を上げようとした──その時、急に割り込んでくる影かげが一つ。

「──タカラ、あの子、も……知り合い？　……知り合い、女の子、多い？」

「──ほでゅわ⁉　るる、ルーネ、いつの間にそこに⁉　ちょ、今は、やばっ……うおお、夜侘、一回止まれぇぇぇ！　危ね──あふんっ」

「えっ？　隆良、なに────あうっ」

　ルーネの『異能』、絶ぜつ妙みようなタイミングで、発動──！　微かすかな光を放つルーネの乱入に驚いてバランスを崩してしまった隆良と、何もないはずの所で躓つまずいてしまった夜侘──このままでは、互いに衝しよう突とつしてしまう。いや、現状は、もっと切羽詰まっていた。

（……⁉　なっ……俺の肘ひじ、このままいったら夜侘の顔面にっ……ぐ、ぐううっ⁉）

　夜侘を傷つける訳にはいかない──必死で身をよじる隆良。バランスは更に崩したが、当面の危機は回かい避ひ──が、しかし、今度は夜侘が焦しよう燥そうに駆られることになる。

（……⁉　こ、このままだと、アタシの膝ひざが隆良の顔に……にゃ、にゃううっ⁉）

　夜侘もまた、必死で地につけた足を動かし、跳ちよう躍やく──バランスを崩していたため、そこまで高くは跳とべなかったが、これで何とか隆良は傷つかないだろう。

「うおおおっ……！」「いっ……けぇぇぇ！　にゃあーっ！」

　なぜか息ピッタリに、熱い雄お叫たけびを放つ隆良と夜侘──こんな場面でいきなり何のバトルだ、とツッコみたくなる面々を尻しり目めに、見事、互いが互いを回避成功──！

　……と言いたいところだが、残念ながらそれは、完全な失敗に終わる。

「────ふがっ」「にゃっ。…………えっ…………」

　地面に滑すべり込もうとした隆良は、あおむけの状態になり──そんな隆良の顔面に、夜侘は真上から着地してしまうことになる。

　つまり、ありえないような『不運』の奇き跡せきの果て──顔面騎き乗じよう位い、成立──！

「「────────」」

　当然だが、混乱して絶句してしまう隆良と夜侘。どうするべきか、というかどうすれば良いのか、もはや何も分からない。しかしここで、この気まずすぎる静せい寂じやくを打ち破るべく、隆良が切り出したのは──何と、先ほど中断することになった言葉の続きだった。

「…………夜侘！　お前、スゲー成長してんじゃねーか……見み違ちがえたぜ⁉」

「──どぅおっ……どどどどこに顔突っ込みながら言ってるのぉー⁉　それ変な意味になるでしょ⁉　どこが成長して、どこが見違えちゃってるのぉ⁉」

「ぎゃあああ違うんだ！　何かこう、ほら⁉　話し始めてたのに途と中ちゆうで止めたりすると、なんか後味悪くなるだろ⁉　そ、それだけで、変な意味なんて別に──」

「ふっ……ふ、ふやぁぁぁん⁉　そそそのまま喋っちゃ、だ、だめぇぇぇっ……⁉　う、あ……ふやんっ⁉　……うぅ、にゃ、うっ……ふ、ふ、ふっ……フシャ───ッ！」

「え、ちょ、待っ……や、やめぇい！　引っ搔かくなぁぁぁ！　ぬ、ぬわ───っ！」

　結局──正解など分かるはずもないまま、隆良は甘んじて夜侘の制裁を、受け入れるしかないのだった──







　04　『最低』とか言われるのは、その……強いとか、弱いとかじゃ、なく……ただ単に、エグいから……なんじゃないか、と……







　通路を進み、階段を駆け上がりながら、研究施し設せつの上へ上へと目指しながら──隆たか良らは沙さ凪なぎへと、事の顚てん末まつを説明した。

「ふん、ふん……なるほどですの。つまりその子は……ルーネは、隆良様が研究施設の奥に押し込められた時に出会った、隔かく離りされてた子で……『不幸を周囲に拡散する』ストレンジャー……というコトですのね？　そんな子に今日、たまたま出会って……脱だつ出しゆつついでに助けてあげるため、一いつ緒しよに行動してる、と……そういうことですのね？」

「お、おお、その通りだよ。お前は意外と吞のみ込み早くて助かるぜ……で、あのよ……」

　隆良は走りながら、周囲をぐるりと見回し、疑問の声を漏らす。

「……なんで、沙凪以外の皆……俺から、微妙に遠ざかってんの……？」

「知らない。話しかけるな。バカ隆良」「……ぐしゅん……隆良の、ばかぁ……」

　そっぽを向いて取りつく島もない魅み神かんと、涙なみだ目めの夜よ侘わび──ちなみに氷こお莉りは「イマはあぶなそーだから……」と、危険を察知して離はなれている。

　何しろ問題のルーネは、いまだに隆良に引っ付いて、離れようとしないのだ。下手に近寄れば、先ほどの二の舞まいとなってしまいかねない。

　……が、しかし沙凪だけは、臆おくすることなく隆良の横について走っていた。

「全く、みんな変に警けい戒かいしすぎですの。とりあえず隆良様がルーネと密着してれば……まあ、ちょっと気に入らないですケド……とにかく、ルーネの『異能』は発動しないというのは、分かってますのに……今みたいに光ってない時は安全、とも言ってましたの」

『そ、そうですよねぇ……わたしはその場にいないから、分からないですけど……でも、あんまり警戒するのも、下しも野の根ねくんが可哀かわい想そうな気も……』

　通信機越ごしに声を送ってきたのは、ヱリコ──隆良も久方ぶりに受け取った通信機を既すでに装着しており、ヱリコへと声を送り返した。

「だよな……アイツら変に拗すねちまって、取りつく島もねーんだよ……ったくよぉ。……ていうかよ、ヱリコにもビックリさせられたぜ？　まさかうちのチームのオペレーターになるとはな……へへっ、これからよろしく頼たのむな？」

『！　あ、そそ、そんな、わたしなんか、そそ、そのっ……ごめんなさいですー⁉』

「この心を抉えぐる、断られてる感んんん！　謝り癖ぐせ、直ってねーじゃん！　そんなんでオペレーターとして、大丈夫なのか⁉」

『はわーっ⁉　ごご、ごめんなさいです、間違えちゃっただけなんですー⁉』

　やはり謝り倒たおすヱリコに、隆良は心配になりながらも──更さらに続けて、なぜ自分達は研究施設の奥へ進んでいるのかを尋たずねた。

「で、ヱリコ……俺らはこれから、どうすりゃイイんだ？　研究施設の上に向かって進んでるってコトは……少なくとも、ここを脱出しようとしてるワケじゃないんだよな？」

『！　はいっ……当面の目的である《下野根くん救出作戦》は、ほぼ成功したと言えるんですけど……でも、今後のコトを考えると、政府上層部の……《眺める者イデイン》さんの無力化は達成するべき、っていうのが、アリア師し匠しようの考えなんですっ。そのために、この研究施設を──こてんぱんに、やっつけちゃうべきらしいんですっ！』

「……そっか、アリアが……なるほどな……へへっ」

　アリアの考え、というのを聞き──アリアは皆みんなと上手うまくやれていることを察した隆良が失しつ笑しようし、そのまま賛同の声を上げた。

「まあ、この研究施設を無力化する、っつーのは大賛成だぜ。個人的な遺い恨こんもあるし……そもそも『救出作戦』なんてのを、甘んじて受けるだけなんざ……『ヒーロー』としてはカッコ悪すぎるし、不服なんでな！　やっぱ『悪の秘密組織』をぶっ潰つぶすってのは、『ヒーロー』にとっては鉄板だぜ！　がっはっは！」

　豪ごう快かいに大笑いする隆良だが──更に一つ、真ま面じ目めに思うところもあった。

（……それに、個人的に……決着つけときてーヤツも、いるしな）

　隆良が思い浮うかべるのは、自身を『最高位ストレンジャー』などと名乗る、驕おごり高ぶった男の顔──だが、そんな彼の思考を遮さえぎるように、遠くから魅神が声を上げた。

「……ふんっ。何が『ぶっ潰す』よ……アンタのエグくて気持ち悪いだけの『貧弱異能』で、一体ナニをぶっ潰せるっていうのよ。冗じよう談だんも休み休み言いなさいよね」

「……んあぁぁぁん⁉　おうおう魅神さんよぉ……久し振ぶりに突つっかかってくるじゃねーか。この俺のグレードアップした『異能』に、随ずい分ぶんなケチを──」

「今は寄るんじゃないわよ、離れなさい、バカ。……ふんっ、ケチも何も、事実を言ったまでよ。グレードアップしたなんて言っても……ゲルを自在に動かせるようになった『だけ』でしょ？　攻こう撃げき力に乏とぼしいのは変わらないんだから、貧弱なのは確かじゃない」

「！　ほっほぉ～う……言ってくれるじゃねーか、電動ミカン～……？　へっ、自在に操あやつれるようになった『だけ』だ？　本当にそれだけか、何だったら確かめて──うおっ⁉」

　研究施設の上階を目指していた隆良が、魅神と言い争いながらも分厚く大きな扉とびらを開いた瞬間──気圧の変化がもたらす突とつ風ぷうに襲おそわれ、思わずよろめいてしまう。

　どうやら、天てん井じようが吹ふき抜ぬけた広場へ出たらしい。空を浮ふ遊ゆうしている研究施設の最上階から見上げる空は、手を伸のばせば摑つかめそうなほど近く感じた。

「もう最上階に着いちまったのか……にしても、おかしいな。これだけ進んできたっつーのに、敵にほとんど会わなかったな。まさか、しっぽ巻いて逃にげちまったんじゃ──」

『そこまでだ────侵しん入にゆう者共！』

「…………ん？」

　隆良の独白を遮った声は、この研究施設の警備兵達のモノ──しかし武装している訳ではないことから、恐おそらくストレンジャーだということが窺うかがえる。

　この『浮遊研究施設』に到とう着ちやくしてからは、ほとんど苦労せず進んできた魅神ではあったが──ここで初めて、警備兵たちの妨ぼう害がいに眉まゆ根ねを寄せる。

「ふん……ここへ来て、これだけの数のストレンジャー……つまり、アンタ達がこの研究施設の、最終防衛ラインってコトかしら。いいわ、私も虫の居所が悪かったコトだし……相手してあげる。さあ、どこからでも──」

「おう、待て魅神──ここは、俺にやらせてもらうぜ」

「……⁉　なっ──ちょっと、バカ隆良⁉　待ちなさいよっ！」

　不用意に前へ出た隆良に、先ほど言い争っていた魅神が驚おどろきと制止の声を上げ、夜侘もそれに続く。……二人とも、隆良には近づかないよう注意しながら、ではあるが。

「た、隆良、待ってっ……危ないよっ！　ここは、アタシ達がやるから……アタシ達、この五か月で隆良もビックリするくらい強くなったんだよっ。だから──」

「だーから、俺だって別に、以前のまんまじゃねーっての……お前らが成長してて、俺が成長してねーとでも思ったか？　うぬぼれんなよ。……てなわけで、沙凪、ちょっとお前は下がってろ……ルーネ、は……離れる気配がねーな、うん……」

「すんすんすん……？　タカラ、ナニ？」

　警備兵に囲まれていても、マイペースにニオイを嗅かいでくるルーネは、もう諦あきらめる事にして──名残なごり惜おしそうな沙凪が離れたところで、隆良は警備兵達と向かい合う。

「……さーてと、アンタら……退くなら、今の内だぜ？　俺の新たなる戦い方の実験台になりてーんなら……別だけどな」

　そんな隆良の、挑ちよう発はつにも等しい言葉に──一歩前へ進み出てきたのは、警備兵の中では唯ゆい一いつの女性ストレンジャーだった。

「……フン、ハッタリも程ほどほどにしなよ……アンタの『異能』が、ヌメヌメしてエグくて気持ち悪いだけで、多少自在に動かせる程度で、攻撃力に乏しいことくらい、知ってんのさ……五か月もの間、アンタはこの研究所にいたんだからね。それに、アンタには個人的な恨うらみがある……アンタがちょっと前にぶっ倒しやがった元・世話役のアイツは、あたしのダチなんでね……さあ、覚かく悟ごしな──」

「あー、はいはい、話が長いんだっつの……ま、そう言われると思ってたけどよ……でもまあ、おかげで充じゆう分ぶんに『溜ためさせてもらった』ぜ？」

「…………なにぃ⁉」

　隆良の不ふ明めい瞭りような言葉に、警戒を強める警備兵のストレンジャー達──隆良は彼らへと手の平を突きつけ、ニヤリと笑えみを浮かべて見せた。

「さあ、行くぜ……俺の新たなる力を、更に進化させた──新しん技わざ！　喰くらいやがれっ……『決して逃れ得ぬ地上の星の拘束ゲル・ダ・バインド・ジ・アース』──！」

「はっ……はあ⁉　なんだよ、ワケの分かんねー……チッ、ナメんなぁっ！」

　大おお仰ぎような技名を叫さけぶ隆良だが、普ふ通つうにゲルを発射したようにしか見えない──荒あらっぽい喋しやべり方の彼女は、グローブをつけた拳こぶしを振りかざし、臆することなくゲルを迎げい撃げきする。

「あたしの『異能』は『衝しよう撃げき波はを発する拳』っ……ンな軟なん弱じやくなゲル、触ふれた瞬しゆん間かんに弾はじき飛ばしてやらぁ！　オラッ──散りやがれぇぇぇ！」

　迫せまりくるエグ～いゲルに拳を叩たたきこみ、衝撃波で弾き飛ばす──！　……ことが出来れば、彼女にとっては理想だったのだろうが。

「……おやおやぁ？　誰だれのゲルを弾き飛ばす……って？　んん～？」

「……へ？　……え、え……なっ……なにぃぃぃ⁉」

　衝撃波は発生したものの──何と彼女の拳には、ヌメヌメした大量のゲルが付着して離れなくなっていた。いや、それだけではない。肝かん心じんなのは、そのゲルは隆良の手の平から放たれた後も──『繫つながったままで、離れていない』のだ。

　これは一体、どうしたことか──隆良の手と彼女の拳の間で、糸を引くようにして垂れ下がっているのが尚なお更さらエグいゲルを、ここで隆良が急に引っ張る。

「おらっ、ぼさっとしてる場合じゃねぇぜっ──ここからが本番なんだよぉぉぉ！」

「えっ、なっ、て、てめっ……やっ……やめっ……きゃ、きゃあああっ⁉」

　何と女性は引っ張られるまま体勢を崩くずし、転ばされてしまう。すぐに起き上がろうとする彼女だったが、隆良の『自在に操れるゲル』が恐ろしいのは、ここからだった。

「え、やっ、ちょ……う、うそだろっ⁉　ま、まとわり、ついてっ……離れねぇ⁉　あうっ……べ、べとべとでっ……何だよ、これっ……とっ……取れねぇっ⁉」

　スライムのごとくまとわりつくゲルに足を取られ、翻ほん弄ろうされる彼女は──しかしそれよりも、いくらゲルを振り払はらおうとしても、まるでかなわないことのほうが不思議だった。

　そのゲルは、いつもと同じゲルではない──ここの警備兵が知る以上に、魅神達が知る以上に、いつもよりも断然──『ヌメって』いるのだ。

「ふっ……この五か月、お前らの目を盗ぬすんで特訓している間も、俺はこのゲルの特とく徴ちようを更に研究したのさ……その結果、『自在に操れる』という特性は──『ゲルの粘ねん度ども操れる』ってことに気付いたんだよ……そして、俺はそのゲルの『粘度』を、いつも以上に高めている──そう簡単には、振り払えやしねーぜっ……」

「うっ……そ、そんなっ……冗談、だろ……ひうっ⁉　や、やだぁ……ま、待てよ、ちょっと、あ、ああっ……っ……んぅ～～～っ⁉」

「さあ、もう逃のがさないぜ。おとなしく──拘こう束そくされろやぁぁぁ！」

　ゲルスライムを体にまとわりつかせ、いつも以上に『粘度の高い』……エグさ倍増のゲルで、ついに彼女を動けなくなるまで拘束してみせた。

「ふっ……ただ『自在に操れる』ようになっただけで、俺が満足するとでも……？　ありえねーぜ……『ヒーロー』ってのは──常に進化を続けていくもんさっ……」

　ドヤ顔で勝ち誇ほこる隆良だが、しかし正直なところ──仲間達は、ほぼドン引き状態だ。ただ一人……沙凪を除いて、だが。

「すっ……スゴイですの、隆良様っ……確かにパワーアップしてますの！　やはりあのゲル、タダモノじゃなかったんですの……つまり、つまり隆良様はっ……」

「はっはっは、よせよせ、沙凪……本当のコトばかり言うのは。そんな、素す晴ばらしく崇すう高こうでカッケェーなんて……当たり前のコト──」

「つまり隆良様は──この白はく濁だくとしたゲルの『濃こさ』を調整できるようになったというワケですのね！　すごいですの！」

「ぉぉぉ『濃さ』とか表現すんのはヤメロォォォ！　粘度だよ……粘度って言えよォ！　『濃さ』って言い方、なんかまた、その……へ、変なカンジになるだろが！」

「？　良く分からんですの。というか隆良様こそ変なコトばかり言ってないで……グレードアップした、その特別『濃い』のを……久し振りにぶっかけてほしいですのー！」

「お前ホントに良く分かってねーの⁉　ホントは分かってて言ってんじゃね⁉　お前の発言全すべてが今、的確にヤバイ意味合いへと転がってんだけど⁉」

　しかし沙凪は本当に良く分かっていないらしく、「？」と首を傾かしげるだけ──と、割と吞のん気きなやり取りをしていた二人だが、警備兵は先ほどの彼女だけではないのだ。

「っ──何を吞気に喋くってやがる！　隙すきだらけだぜぇ……！　喰らいやがれッ──」

「……あら？　隙だらけって何のコトですの？　隙なんて見せた覚え……ありませんの」

「は？　……な、えっ……えええっ⁉」

　少し離はなれた場所から攻撃を加えようとしてきた男だが──沙凪の声が聞こえた後、自身の振りかざした手を目視して驚きよう愕がくする。

　何と──その手は、いつの間にか凍こおっていたのだ。『凍っていた』という現象から、隆良は氷莉へと声を掛かける。

「こ……氷莉⁉　お前が攻撃してたのか……？　一体、いつの間に──」

「ううん、たからパパ、ちがうよー……イマのはね──さなぎちゃん、だよ」

「……は、はぁ⁉　いや、そんなワケねーだろ……だって、沙凪の『異能』は──」

『虫を一いつ匹ぴきだけ操る』能力だったはず──隆良はそう言う前に、沙凪がいつも持ち歩いている珍ちん妙みようなデザインのショルダーポーチが、いつの間にか開かれていたことに気付く。

　怪け訝げんそうな隆良に対し、沙凪は「にゅふっ」と軽くウインクしてから口を開いた。

「隆良様のゲルの、ちょっとイイトコ見せてもらったあとに……気の抜けた真似まねは出来ませんの。わたくしの新たなる力も……お披ひ露ろ目めさせて頂きますの！」

「……な、なにっ⁉　新たなる力……だと……？」

　その響ひびきに、隆良が少しばかりソワソワし始めたのを見て──沙凪は得意げに、先ほど警備兵の手を凍らせた存在の正体を明らかにする。

「さあ、わたくしの……『女王に仕える働き蟻の従順マリオネツトワーム』によって踊おどりし、下僕しもべの一ひと翅はねよ──今こそ姿を、現しますの！」

「あ、ああん⁉　あのガキ、一体何を……って、おああ⁉　お……俺も凍って──⁉」

「わたくしの、氷の従者────『氷結精霊フラウ・スノウ』」

　その異形の存在は、確かに、そこにいた。警備兵の一人の肩かたに留まり、その肢あし先さきを基点に対象を凍らせていたのは──氷のような薄うす羽ばを持った、幻げん想そう的な一羽の青い蝶ちようだ。

『氷結精霊』と呼ばれた蝶が飛び立ち、沙凪の下もとへ帰ってきて、彼女の周りをふわふわと飛び回ると──別の警備兵が怒いかりの形相で、沙凪を睨にらんだ。

「て、てめえっ……何だそのふざけた蝶は⁉　ありえねぇだ────あ、あばばぁ⁉」

　しかし電撃に襲おそわれたらしく、警備兵は途と中ちゆうで言葉を遮さえぎられる。今度こそ魅神かと思ったが、彼女にその素そ振ぶりはなく──沙凪が、ぽつりと呟つぶやいた。

「雷かみなりの鬼おに子ご──『雷電童子ミルト・ヴオルト』──そして」

　立て続けに声を紡つむぐのと同時に──先ほど感電した警備兵が、更さらなる悲鳴を起こす。

「あっ……ああっ、熱ぅぅぅ⁉　なっ……あ、がふっ……」

「炎ほのおの代行者──『火炎巫女レタ・エフリータ』──」

　警備兵を打ち倒たおし、悠ゆう々ゆうと沙凪の下へ舞まい戻もどって来たのは──片や小さく放電している黄金色の蝶と、片や火を噴ふく燃えるような緋ひ色いろの蝶。

　一体、何が起こっているのか分からない──仲間である隆良でさえそうなのだから、敵の混乱は尚更だ。しかしそんな彼らの焦しよう燥そうを煽あおるように、一いち陣じんの旋せん風ぷうが巻き起こる。

「なっ、あ──ぶぉあぁぁっ⁉　い、いてぇ……何だ今の、カマイタチ……？」

「な、なんだこれっ……は──速すぎて、見えねぇ！　うごぁぁぁあ⁉」

　巻き起こす風に乗り、目にも止まらぬ速さで翔かけるのは──翠すい緑りよく色の美しい蝶。

「風の眷けん属ぞく──『風来神使ルフ・シルフ』──ですの」

　合計で、四羽の蝶──それらが沙凪の周囲をゆったりと飛び回る。敵を完全に翻弄し、軽く悦えつに入っている沙凪が、ドヤ顔で隆良へと説明を始めた。

「にゅふふ……これこそアリアが開発してくれた……わたくしの『異能』によって操あやつられている時のみ、その力を発揮する──わたくし専用の『生体異能蝶』ちゃんですの！　一羽ずつしか操れないのは相変わらずですケド──これもアリア開発の、この子達のみを惹ひきつける特とく殊しゆなフェロモンを、わたくしの衣服に付着させているため……操らずともわたくしの下へ戻ってきてくれる、超ちようカワイコちゃんですの、蝶だけに。……まあとにかく、これでイチイチ瓶びんから出し入れする手間まで省けますのよ。にゅふふっ……どーですの？　隆良様……驚おどろきましたの？」

「──ち、ち……ちっ──」

　沙凪に問いかけられ──隆良は少し絶句した後、おもむろに叫ぶ。

「──チーム内でも屈くつ指しの微び妙みよう能力だったはずなのに、やたら応用の利きくカンジになっとるぅ───⁉　し、しかも風まで……な、何がどうなってんだァァァ⁉」

「にゅふっ……微妙能力とか言われても、もはや気にもなりませんの。この『生体異能蝶』ちゃん達を操っている時に限り、わたくしは『限定Ｂランク』ですの……これこそ、アリアがわたくしに授けてくれた、新たなる力──それぞれの出力は、魅神や夜侘や、氷莉のようなスペシャリストには劣おとりますケド……それでも幅はば広ひろい戦略が可能ですのよ！　もちろん、絶賛成長中ですの……にょーっほっほっほ！」

　高笑いを決め、完全に調子に乗る沙凪。その勢いのまま敵を薙なぎ倒していく彼女を見て、隆良は──風を羨うらやんでいた。相変わらずだ。まだ諦あきらめていないのか。

　何はともあれ沙凪の新たなる力は、確かに応用が利く。何だか隆良は、自分の新たなる戦い方の影かげが薄うすくなったような気がして、少し切ない表情をしつつ空を仰あおぎ見た。

　滲にじむ涙なみだを誤ご魔ま化かしているような気がする隆良は華か麗れいにスルーし、全力で戦う沙凪に──魅神・夜侘・氷莉も、果か敢かんに続いて敵を薙ぎ倒しにいく。

「沙凪ちゃんだけを働かせる訳には、いかないわね……私も、行くからっ！」

「あ、アタシだって、隆良にイイところ見せるんだからっ……負けないよっ！」

「……え、なにこれ……わたしもいかないと、ダメなカンジ……？　……え、だらだらしてちゃ、ダメ……？」

　……厳密には氷莉だけ、別に果敢には続いていかなかったが──しかし圧あつ倒とう的てきな攻こう勢せいに、敵の抵てい抗こうなど、もはや虚むなしいものでしかない。
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　縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る、隆良の仲間達──そんな彼女達を眺ながめ、ふと呟いたのは、今もなお隆良に引っ付いて離れないルーネだった。

「……タカラ、知り合い……すごい。……強い」

「ん？　おお……知り合い……か。……違ちがうぜ、ルーネ、アイツらは、俺の知り合いじゃなくて──チームメイトで、仲間ってモンだ」

「？　チーム、メイト……仲間？」

「おお、そーよ。どいつもこいつも、ヤケにアクが強くて、一ひと筋すじ縄なわではいかねーんだけどな……それでもまあ、こうやって一いつ緒しよに戦える、そういう奴やつらのコトだよ」

「……一緒、に……仲間……」

　隆良の言葉を聞き、何を思っているのか、相変わらずの無表情でルーネは俯うつむく。どれほどそうしてからか──ルーネは不意に顔を上げ、

「……タカラ、仲間…………ワタシ、も────」

『ルーネ────彼から、離れなさい～？』

「──────⁉」

　何か言おうとしたが──なぜかルーネの言葉は止まる。きょろきょろと周囲を見回し、無表情は変わらないが、焦あせったように隆良から離れ始めた。

「？　おい、ルーネ……何だ？　なんか、顔色が悪いような……って、相変わらずの無表情だから分からんけども……大だい丈じよう夫ぶか？」

「……だ、め……タカラ、ダメ……来る、ダメ……」

「？　何だよ、ルーネ……聞こえねーぞ？　俺に何を──」

「──────ダメッ！」

　ルーネと出会ってから初めてという程ほど、大きな拒きよ絶ぜつの声と──彼女から放たれた銀白色の強い光。と、その瞬しゆん間かん、魅神達が一ひと際きわ強く『異能』を揮ふるい、この『研究施し設せつ』を揺ゆるがさんばかりの爆ばく音おんを放つ。

「え────うおっ⁉　な、何だよあいつら、急にはりきり過ぎだろ……つか、マジで揺れちまってんじゃねーか。……ん────？」

　その、一瞬の間かん隙げき──隆良は、完全に無む警けい戒かいとなった。

　隆良は実の所、ここまでずっと、警戒していたことがある──それは『政府最高位ストレンジャー』を名乗る者の存在について。『自在に光を放つ』能力を持ち、それを巧たくみに操作して自分自身の姿さえ消すことの出来る男。彼の存在を知っていたからこそ、隆良はここまで警戒を解かなかったが──この一瞬、緊きん張ちようの糸が緩ゆるんでしまった。

　そして、よりによってこの瞬間──『不幸』にも、一つの声が降り注いでくる。

「直接、手を下せることになるとは……僥ぎよう倖こうですね。下野根隆良──散りなさい」

「──────えっ」

　遠く頭上から男の声が響くのと、寸分も違たがわず同時に──一いつ閃せんのレーザーが、隆良の脇わき腹ばらをまっすぐ突つき抜ぬけた。

「「「………………えっ？」」」

　魅神と夜侘、そして氷莉が、それぞれ別の方向から、同時に声を上げる。何が起こったのか、理解できない──ようやく理解が出来たのは、

「……あっ……ぐ、うっ」

　隆良が、前のめりに倒れてしまってからだ。

『下野根くん？　下野根、くん……下野根くん⁉　返事を……返事、してくださいっ！』

「……ぐ、えっ……か、ひゅっ──げほっ！」

　通信機越ごしにヱリコが声をかけるも、返事などロクに出来ず、代わりに響くのは苦しそうな呻うめき声だけだ。

　そんな隆良を見たルーネは──無表情のまま、けれど戸と惑まどいを体現するように震ふるえ、

「あ……あ、あ……タカラ、も……不幸、なっ……た。……ワタシ、やっぱ、り……一人。……一人、で……いない、と……ダメ……」

　ぺたり、ルーネはその場に座り込んで、膝ひざを抱かかえて丸まり──動かなくなってしまう。

　と、そこでようやく、隆良の一番近くに居た沙凪が、彼の下へ駆かけ寄った。

「隆良様っ……隆良様ぁ⁉　しっかり……しっかりしますの！　ああ、あ……こ、こんな、こんなの……酷ひどい、ですの……酷過ぎ、ますの……」

　レーザーが突き抜けた、隆良の脇腹には──ぽっかりと、穴が開いていた。レーザーの熱で焼けついてしまったのか、血はまだ流れてこない。

　息苦しいのか、隆良はパクパクと口を動かし──けれど、必死で何か言おうとする。

「あ、あ……ね、え……じゃ……ねえ……」

「⁉　隆良様……何ですの⁉　何を言おうとっ……」

　隆良の口元へ、沙凪が耳を近づけ──捉とらえた言葉は。

「……お前、の……せいじゃ……ねえ……泣くな、アホ…………ルーネ」

「────！　……た、隆良、様っ……～～～！」

　その言葉を耳にして──沙凪は大きく声を荒あららげる。

「──バカッ、ですのっ！　こんな時まで、人の事ばっかり気にしてる場合ですの⁉　これ以上、喋しやべらなくてもイイですのっ……あ、安静、に…………ッ」

　言いながらも、沙凪にだって分かっている──動かなかったからといって、どうにかなる傷でもない。致ち命めい傷しようだ──治ち療りようなど、どうすれば良いのか、分からなかった。

　ぽっかりと開いてしまった、隆良の脇腹を見つめ、途と方ほうに暮れていた沙凪の耳に──

「「「────ぎゃあああっ⁉」」」

「⁉　なんですの、今のは……魅神⁉」

　響ひびいてきたのは電でん撃げきの炸さく裂れつ音──そして沙凪は、魅神のとんでもない姿を目にする。

「……なっ……み、魅神、それはっ……四し肢しが、全すべて電撃に……ですの⁉」

　それは随ずい分ぶんと前に、一度だけ見たことのある──魅神の、暴走だ。今の魅神はあの時と同じように、自分を見失い、

「あ、あぁ、あ……バカ隆良……バカ、たからぁ……いや……いやあぁぁぁぁ⁉」

　轟とどろく雷らい撃げきを、聞き分けのない駄だ々だっ子のように、撒まき散らしていた。

　いや、それは魅神だけではなく──夜侘も同様だ。

「噓うそ……うそ、ウソでしょ……隆良……だって……やっと、再会できたのに……やっとまた、一緒に……ウソ……あ、あああ……ああああああっ⁉」

　まるで覚かく醒せいした、あの日と同じように──右眼に映る全てを焼き尽つくす、いつもの彼女では決して放てない、大火力を巻き上げている。

　そして、夜侘とは正反対に──全てを凍いてつかせる存在もいた。

「たから、パパ……なんで……そんなの、うそ……うそ、うそ……ぅ、ぅぁぁ……」

　氷莉を中心とし、地面を伝い、全てが氷結していく──氷莉が自分の心を閉とざすように俯くと、世界が瞬またたく間に音を止めていく。

　雷かみなり、炎ほのお、氷──三つの大きな力が荒あれ狂くるい、警備兵などはもはや戦意などなく、逃にげ惑まどい、打ち払はらわれていくだけ──それだけではない。その圧倒的な力によって、この『浮ふ遊ゆう研究施設』も、徐じよ々じよに崩ほう落らくしていく。それを見ていた男は……『Ⅰワン』は。

「……なんですか、これは……なんなんですか、あの三人は……あんな、莫ばく大だいな力を……吾わが輩はいの、ような……いや、吾輩、以上………………ッ！」

　認めてたまるか、と自尊心のまま首を振ふる『Ⅰ』の耳に──少女の叫さけび声が響く。

「魅神、夜侘、氷莉っ……落ち着くんですの！　暴れ回るだけじゃ、あなた達まで危険に……きゃふっ⁉　ぐっ……皆みんな──落ち着くんですのぉぉぉ！」

「っ……羽虫がっ……耳みみ障ざわり、なんですよっ……！」

「──────えっ……？」

　直後、光を操作して不可視となっている『Ⅰ』が、沙凪へと手の平を向け──光を放ち始める。光の出力が最大化するまでの間隙に、沙凪が悲鳴を上げるが──

「い、いやあぁぁぁぁ！　ですのっ──」

　無情にも──容よう赦しやなく放たれたレーザーが、沙凪と隆良を襲おそい──爆ばく発はつを巻き起こし、二人の姿を完全に消し飛ばしてしまう。

「⁉　あ、ああ……バカ隆良……沙凪ちゃん、まで……あああああっ⁉」

　嵐あらしのような雷撃を、更さらに荒ぶらせる魅神──同様に夜侘と氷莉も、能力を暴走させる。

　抑よく制せいの利きかない状じよう況きようで、荒れ狂う戦場の一部──先ほど隆良と沙凪がいた場所は、爆発によって、もはや誰だれもいなくなっている。

　────そう、誰もが思っていた、が。

「………………えっ？」

　右眼を焰ほのおのように紅あかく燃えたぎらせていた夜侘が、その視界に捉えたのは──先ほどと全く変わらぬ姿でそこにいる、隆良と沙凪だった。

　隆良は横たわって動かないままだが、沙凪は無傷で、自身に起こっている状況を測りあぐねている。隆良と沙凪の周囲には──円形の、結界のような何かが、いつの間にか張られていたのだ。

「……な、なんですの、これ……？　まるで……バリア、みたいな……にゅふっ⁉」

　呟つぶやくと同時に、『Ⅰ』が連続でレーザーを放ってくる──が、それは全て謎なぞのバリアに弾はじかれ、左右へと逸それ、あるいは霧む散さんしていく。

「なんですか……なんですか、それは⁉　一体っ……なんなのだっ！」

　取り乱して叫び、息を切らせてレーザーを止める『Ⅰ』──しかし事情が分からないのは、沙凪とて同じだ。その内側から、バリアへ触ふれにいくと。

「……？　一体これは、なんなんですの……近くで見ると……空気がぐるぐる回って、膜まくが出来てるみたいな……？　え、えいっ、ですのっ──にょ、にょふぁ⁉」

　沙凪が強めに、内側からバリアを叩たたいた瞬間──『Ⅰ』のレーザーさえ通さなかった『それ』が、あっさりと弾けて消えた。

　内側からの衝しよう撃げきには弱いのだろうか、とにかく閉じ込められることはなく、沙凪が軽く胸を撫なで下ろし──後ろを振り向くと。

「……──⁉　なっ……なんですの、アナタ──いつの間に⁉」

　横たわる隆良の傍かたわらに、気付かぬ内に──厚手の外がい套とうを頭からかぶった、謎の人間が佇たたずんでいた。正体の摑つかめぬ人物が、隆良の脇腹を覗のぞき込んだ──その直後。

「────が、っはぁっ⁉」

「⁉　な、あっ……アナタ──隆良様に、何てコトをーっ⁉」

　何と、既すでに穴が開いてしまっている隆良の脇腹へ、右手を思い切り突っ込んだ。トドメでも刺さしに来たというのか、沙凪が怒いかりのまま『生体異能蝶ちよう』を繰くり出そうとするが、

「ゆ、許しませんのっ……隆良様から、今すぐ離はなれ──！」

「落ち着いて、沙凪ちゃんー……大丈夫だから、ねー？」

「──⁉　あ、アナタ……今の声、は……ま──まさか⁉　ですの！」

「ちょっとだけ、待っててくださいねー……隆良さんっ♪　──ええーいっ！」

　隆良の脇腹から、右手が引き抜かれるのと、タイミングを全く同じくして──その脇腹に開いていた大穴が、すっかりと消え去ってしまった。同時に、隆良の傷を消し去った人物の外套がずれ落ち、ヴァーミリオンカラーのポニーテールが露あらわとなり──その正体に、沙凪が思い切り目を丸くする。

「あ、アナタはっ──る、ルリですのっ⁉　な……なぜ、ここにーっ⁉」

「えへへー……お久しぶりですよー！　まあ、ココに来たのは、事情がありましてー」

　頭を搔かきながらルリが答えている間に、先ほど傷を『五分前の状態に戻もどす』ことで治療された隆良が、勢いよく飛び起きる。

「う──うおおおっ⁉　うっぷ、脇腹に……手ぇ突っ込まれた感かん触しよくが……う、うげげ……で、でもまあ……た、助かったぜ……おえっぷ」

「！　ば……バカ隆良……無事、なの……？」

　隆良の無事を確かく認にんし、電気に変わっていた魅神の四し肢しが、元の形に落ち着いていく。

　同様に暴走していた、夜侘と氷莉も──

「……た、隆良ぁ……し、心配、させないでよぉ……ふえぇん……」

「たから、パパ……？　だいじょーぶ、なの？　……ホントに……ホント……ぐすっ」

　二人とも涙なみだ目めになりながら、一気に疲つかれが来たのか、その場で動けなくなる。

　しかし敵はまだ、依い然ぜんとして存在する──魅神達が暴走していた時は逃げ惑っていたが、彼女達が落ち着いた頃ころに、ようやく戦意を取り戻してきたらしい。

「よしっ、チャンスだっ……『Ⅰ』様もいるし、盛り返すぞ！　続け────がぶぁ⁉」

　だが、戻ってきた戦意とやらも、光を放つダーツが着ちやく弾だんし──爆発した瞬しゆん間かん、無む駄だになってしまったようだ。

　その『爆破ダーツ』を投げた人間の声が──隆良へと、降り注いでくる。

「下野根隆良──相変わらず、だらしないね」

「！　その声は──トーヤか⁉　ルリもいるし、そりゃお前もいるんだろーとは思ってたけども……チッ、大して嬉うれしくもねー顔に会っちまったモンだぜ」

「ふん、それは僕のセリフさ。あんな男に隙すきを突かれて、いとも簡単に倒たおされてしまう程度では──キミは『ヒーロー』として、失格だよ。大体──」

　何やら説教じみたことを口にするトーヤだが──潜ひそんでいた警備兵の一人が、トーヤへと一目散に走って行く。

「──もらったァ！　『雷らい神じん』共だけでもややこしいのに、助すけっ人となんざ冗じよう談だんじゃねぇっ……さっさと退場しちまえやぁ！」

「──！　あれは……ヤベェ！」

　隆良も思わず、焦しよう燥そうに駆られる──トーヤは、接近戦が苦手のはずだ。彼はその弱点を突つかれて隆良に敗北したし、敵は猛もう然ぜんとトーヤへと迫せまり、接近戦を仕し掛かけている。

　しかし当のトーヤ本人には、不思議と焦あせりは窺うかがえない。接近戦では『爆破ダーツ』は使えないはずなのに、右手で『輝かがやく異能の塊かたまり』を形成し、

「────はっ！」

　迫りくる警備兵の──その後方、何も無い場所へと投げつけた。

「……？　へっ、ノーコンかぁ？　外してるぜぇ……喰くらいやがれぇぇぇ！」

（────あ、あれはっ……）

　警備兵は気付かないが、隆良は確かに見た──ダーツでは、無い。トーヤが投げた『発光体』は、鳥の形をしており──警備兵の背中へ、吸い込まれるように迫っていき、

「……え……が、ああっ⁉」

　たったの一撃で、あっさりと倒してしまった。

　まるで、現在の隆良のように、『異能』を操作していたように見えたが──恐おそらく、違ちがう。『発光体』の形をダーツから鳥へと変え、重心を傾けることにより、カーブさせたり、ブーメランのように戻ってくることを可能にしているのだ。

　トーヤもまた、弱点を克こく服ふくし、成長しているのか──しかし彼の進化は、それだけに留とどまらなかった。

「……僕の『異能』によって作られる、この『爆破異能光体』に──死角は無い」

　言いながら、トーヤは右手の中に先ほどと同じく、鳥の形をした『爆破異能光体』を作る──しかし先ほどと違い、手の中には無数の『爆破異能光体』がひしめいていた。

「さあ、駆く逐ちくされたい者から──かかってくるんだね」

　トーヤが呟き、『爆破異能光体』の鳥達が一いつ斉せいに飛び立つと──それらが着陸すると同時に爆発を起こし、阿あ鼻び叫きよう喚かんの絵図があっという間に出来上がる。

　トーヤとルリの介かい入にゆうにより、趨すう勢せいは一気に隆良達へと傾かたむく──『Ⅰ』もなぜか攻こう撃げきを中断しており、その間に隆良はトーヤへ話しかけた。

「おいっ、トーヤ……何でお前が、こんなトコにいやがるんだ？　……まあ結果的には、助かったワケだけども……事情を説明しろよ、納なつ得とくの出来る事情をよ」

「……なぜここに、僕達がいるのか？　そうだな……自じ慢まん、するためかな……ふふ」

「⁉　う、うげげ……め、珍めずらしく笑いやがって……ゾワッときたっつーのっ……」

　ぶるりと身み震ぶるいする隆良に──しかしトーヤは気にも留めず、珍しい笑え顔がおとやらを見せながら、何も無いはずの上部を眺ながめる。

　しかしそれは、『Ⅰ』も同じだった。この『浮遊研究施し設せつ』にいて、これ以上の上空には何もないはずなのに、『そこ』を眺め続け──何かを警けい戒かいし続けていた『Ⅰ』が、唐とう突とつに手の平を虚こ空くうへと向け、

「そこだっ……吾輩よりも上に────立つんじゃあないッ──！」

　全力のレーザーを、思い切り撃うち放った。

　一体『Ⅰ』が何を攻撃したのか、隆良には分からない──しかし隣となりにいるトーヤは、口元に笑みを湛たたえたまま、呆ぼう然ぜんとする隆良へと語りかける。

「……下野根隆良、僕達は、恐らく……同じ『ヒーロー』に憧あこがれ、同じ『ヒーロー』の背を追っていた……キミは未熟だが、その眼だけは確かだな……ふっ」

「⁉　……そりゃ、俺も薄うす々うす、そうじゃねーかとは思ってたけど……お前に上から目線で言われんのは、イマイチ癪しやくに障さわるっつぅ──」

「けれど、見つけたのは僕だ──『あの人』を見つけたのは……ね」

「へ？　…………────なっ⁉」

　隆良が見上げると──レーザーが放たれた先には、確かに人ひと影かげが。だが、先ほど隆良と沙凪を守った、外から見れば球体のようなバリアに守られ、無傷でそこにいる。

　そう──その異形の存在は、何も無い空に、立っているのだ。

「あっ……あ、あれ、はっ……『あの人』は……う──噓うそ、だろ……⁉」

　驚おどろきを隠かくせない隆良──空中に立つ人物は大きなマントを羽織り、漆しつ黒こくの装しよう束ぞくを身に纏まとった長身の男。そして最も特とく徴ちよう的なのは、辛かろうじて双そう眸ぼうの形が確認できる、フルフェイスのマスク──そこに描えがかれている模様が、生きた蛇へびのように小さく蠢うごめいていた。

　仮面に遮さえぎられて、人相は窺えない──けれど隆良は彼の立ち姿に、幼い頃に強く憧れた、『ヒーロー』の姿を重ね合わせる。

　と、彼を見上げていた『Ⅰ』もまた、眉まゆを顰ひそめて口を開く。

「……ッ、貴様は……その『異能』……どうやら間違いありませんねぇっ……十年以上もの昔、『ヒーロー』として一時期、称たたえられていたあの男……一体、何をしに……」

「……………………」

「⁉　なっ……貴様、吾わが輩はいを無視して、一体どこへ──⁉」

　しかし『仮面のヒーロー』は『Ⅰ』には答えず、何も無いはずの空を階段でもあるかのように降りていき、隆良のほうへ近づいてきている。いや、良く見ると──何も無いはずの空間が圧縮されたかのように固まって、彼の足場になっているようだ。

　そしてついに、隆良の前に辿たどり着いた『仮面のヒーロー』が、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「──下野根隆良くん、そうだね？　そうだろう？」

「！　あ、えっ……お、俺の……名前を……な、なんで……？」

「知っているさ……知っているよ。五か月前、キミが戦う動画を、私も見ていた……そう、見ていたんだ。だから……そう、キミのことは、知っている」

「！　そ、そんなっ……その、俺っ……こ、光栄……っていうかっ」

　しどろもどろになる隆良に、『仮面のヒーロー』は──幾いく度どか頷うなずき、言葉を続ける。

「私は『絶対正義ジヤガー・ノート』──キミの知る、『ヒーロー』だ、そう……『ヒーロー』なのだ。私は今、王おう真ま燈とう矢やくんと共に、キミを助けた……だが、しかし」

　一度言葉を区切った後──『絶対正義』は『Ⅰ』をビシッと指差し、言い放つ。

「ここから先は──私は手助けしない。ヤツを倒すのは、キミだ──そう、キミでなければ、ならないのだ」

「⁉　待ってください、『絶対正義』……ヤツは、僕達が倒すべきでは──」

　トーヤが口を挟はさむが、しかし『絶対正義』は即そく座ざに首を横に振ふった。
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「いいや、王真燈矢くん──これは、下野根隆良くんの戦いだ。彼が決着をつけなければならない……それが『ヒーロー』としての意地であり、義務なのだ。そうだね、下野根隆良くん……そうなのだろう？」

「！　は、はいっ……そうッス！　俺がこの手で……ヤツと、ケリをつけないといけないんスっ……まっ──任せてくださいっ！」

　威い勢せいよく言い放った隆良に、『絶対正義』は大きく頷き──トーヤも『ヒーロー』が言うならと、素す直なおに従い退いた。

　が──そんな彼らの会話に、『Ⅰ』が無ぶ粋すいにも割り込もうとする。

「……先ほどから聞いていれば、好き勝手言ってくれますねぇ……誰だれが、誰を倒す──ですって？　戯たわ言ごとは、あの世で虚むなしく呟つぶやいて……──！」

　隆良達に向けてレーザーを放とうとした『Ⅰ』が、途と中ちゆうで方向転てん換かんすると──別方向から飛来していた『電撃の矢』とレーザーがぶつかり、相そう殺さいされる。

　もちろん、『電撃の矢』を放ったのは魅神だ。彼女の技わざの一つ、『雷らい矧じん』での攻撃ではあるが……隆良の傍そばへ駆かけつけた魅神は、大きく息切れしている。

「はっ、はぁっ……何が何だか、分からない、けど……もう、バカ隆良に……あんなコト、させないんだか、らっ……はぁっ──」

　魅神の疲ひ弊へいは、見るからに激しかった。先ほどの暴走が尾おを引いているのだろうか──同様に、夜侘と氷莉も隆良の傍かたわらへと寄り添そうが、彼女達の疲弊も楽観視できない。

「っ……隆良っ……良かった、ひぐっ……良かったよぉ……は、はあっ……あ、アタシも一いつ緒しよに、戦うから……大だい丈じよう夫ぶ、だからねっ……」

「……たからパパ……わたし、も……こんかいは、さすがに……いかりしんとーだから、さー……がんばる、よ。なんでも、いってね……ふ、ふうー……」

　魅神、夜侘、氷莉と──チーム最高戦力の三人が、万全とは言えない状態だ。チーム内では比ひ較かく的てき、疲れの少ない沙凪が、隆良へと声を掛ける。

「……どうやら、状じよう況きようは思った以上にヤバそうですの。あの『ヒーロー』さんとかいう人も、本当に助けてくれないみたいですし……」

「……へ？　お──おおお⁉　ホントだ、『絶対正義』さんと……トーヤとルリも、いつの間にあんな遠くに……トーヤとルリはともかく……『絶対正義』さん、さすが『ヒーロー』だぜ！　はぁ……風のように疾はやいぜぇ……」

「……んもー、惚ほうけてる場合じゃないですのっ。隆良様……どうするんですの？　隆良様のコトだから、自分一人で……とか言うかもですケド、そんなコト言ったら──」

「……分かってるって。いや──言わねーよ、そんなコト……へへっ」

　隆良は軽く鼻先を擦こすってから──疲弊する仲間達へと、おもむろに語りかける。

「皆みんな……こうやってよ、改めてチームで一緒になんのは……久し振りだな？　お前ら、さっきは離はなれまくってくれやがったしよー……まあ、でも──今から『政府最高位』だとかを倒たおすんだ。バラバラじゃいられねーし、もうちっとだけ、無理してもらうぜ？」

　そんなことを言う隆良に──分かりきったことを、とばかりに、魅神が強気で返す。

「ふんっ……アンタに言われるまでもないわよ！　残念異能に心配されるほど、弱くなんてないんだから……無理だなんだって、気にするんじゃないわよ！」

「へへっ、相変わらず可愛かわいくねーな……でもま、頼たよりになる──」

「可愛くないとか今言わなくてもイイでしょーが！　アンタから張っ倒すわよ⁉」

「それこそ今ツッコまなくて良くね⁉　ちょっとした軽口だろーがァァァ！」

　盛せい大だいに声を荒あららげる隆良だが、他ほかの面々も魅神と同じく、疲つかれなど気にするなと頷く。そして隆良は最後に──出会った時と同じような淡あわい光を放ち、遠くで膝ひざを抱かかえて丸まっているルーネに声を掛けた。

「──おい、ルーネ……お前は多分、そこにいれば、お前の『異能』のおかげで安全でいられる……だから今は、そこから動くんじゃねーぞ？」

「……うん、タカラ……ワタシ、動か、ない……もう、タカラ、近く、寄らない」

「……ったく、チゲーよ……もう近寄るな、っつってんじゃねー。……まずはそこで、よく見とけよ、ってこった」

「…………？」

　相変わらずの無表情で首を傾かしげるルーネに──隆良は一方的に言い放つ。

「教えてやるよ……チームってのが、仲間ってのが、一体どんなモンなのか──そこで、よ～く見とけよ⁉　俺らのチームに入りてーなら──これが研修みてーなモンだ！」

「！　……タカラ……」

　隆良は、先ほどルーネの様子がおかしくなる前、彼女が言いかけたことを覚えていたのだ──ルーネが顔を上げて戦いに注目する中、隆良が声を上げた。

「へへっ、よーしっ……そんじゃ──これが、チーム再会後の、ファーストバトルだぁ！　お前ら、気合を入れてっ……──！　氷莉、壁かべっ！」

「わかってるよ──たからパパっ」

　隆良が叫さけぶより先に、氷莉は動き始めていた──彼女はずっと、隆良が仲間達に語りかけている間も、『Ⅰ』への注意を逸そらしていなかったのだ。

　結果、瞬しゆん時じに形成した氷の壁に光を反射され、『Ⅰ』の放ったレーザーは逸らされることになる。しかし奇き襲しゆうをかけてきた彼に対し、隆良は蔑さげすむような視線を向けた。

「……おー、おー、情じよう緒ちよがねーなー？　話してる最中に攻こう撃げきなんざ……アレかぁ？　お前、『ヒーロー』が変身中に、攻撃仕し掛かけちゃう空気読めないタイプっすかぁ～？」

「……ふん、悪いですが貴様らのおままごとに、付き合っている暇ひまなどありませんのでね……こちらにはこの後、あそこの仮面男が控ひかえているのですから……」

「……安心しろよ、『最高バカ』──あの人にまでは、回さねーよ。お前は今から、俺達に負けて──それで終わりなんだからよ」

「……はっ、寝ね惚ぼけたことを……まさか、一度くらい攻撃が回かい避ひできたから、調子に乗っているのですか？　やれやれ、愚ぐ昧まいですねぇ……そんなもの、角度さえ変えれば──」

「そうカンタンには──いかないんだなぁ～。ふうぅー……」

　割り込んだ氷莉が、大きく息を吐はき出しながら、床ゆかに手を突つき『異能』を解放──すると、辺りに氷の壁が現れていく。しかし今度は、たった一枚ではない。無数の氷ひよう壁へきが、まるで万まん華げ鏡きようのような複雑さで、結界のように展開されていく。

　そして──仲間達の周囲に壁を作り終えた氷莉が、ぽつりと呟く。

「──『あいす・らぶらぶ・らびりんす』──……はぁ、はぁ……」

　氷莉はのんびりとしているように見えるが、息切れしているし、限界は近そうだ──と、『Ⅰ』が相変わらずの見下した笑えみを浮うかべつつ、隆良達へ照準を合わせる。

「くだらない……お遊びには付き合っていられませんねぇ──消えなさい」

「はぁっ…………てやっ」

「────なにっ⁉」

　レーザーを放った『Ⅰ』の余よ裕ゆうが、一瞬で消え去った。氷莉が気の抜ぬけた声と同時に手を上げると、なんと氷の壁の一つが動き、隆良達を捉とらえていたはずのレーザーを遮り──反射によって、レーザーをあらぬ方向へと誘ゆう導どうしてしまったのだ。

　恐おそらく他の壁も同様に、氷莉の意志で動くのだろう。迷めい宮きゆうのように複雑な氷の壁の数々を避さけ、遠えん距きよ離りからのレーザーのみで攻撃するのは、至難。

　氷莉の作り上げた防ぼう御ぎよ壁へきに、隆良も思わず気分が高こう揚ようする。

「へへっ……相変わらず、意外と頼りになるぜ……氷莉！」

「……チッ、生意気ですね……ふん。──────」

　ぽつり、『Ⅰ』が一つ吐き捨てた直後──体から断続的な光を放ち、その姿を消してしまう。直後、『Ⅰ』が先ほどいたはずの場所と少し離れた地点から、光が放たれた。

「！　こっちっ……えいっ。……はあ、はあ……し、しんどいぃ～……」

　光の出力が最大化する寸前に、氷莉が壁を操作してガードするも、一瞬たりとて気を抜けない状況だ。疲弊に息を切らす氷莉を目まの当たりにして、夜侘が焦しよう燥そうの声を上げた。

「──！　そ、そういえばさっきも、姿が消えてたけど……見えない所からレーザーが飛んでくるなんて、反則だよっ……！　ね、ねえ隆良っ、ど、どうしよう⁉　アタシの『異能』じゃ、見えない相手にはっ……」

「落ち着けって。ありゃ多分、アレだな……光を操作して屈くつ折せつさせて、姿を隠かくしてんだな……光学迷めい彩さいみたいなもんか？　よくもまあ、ああも見事に姿を消せたもんだぜ。見えないトコから来るレーザーは、確かに脅きよう威いだろうけどな……でもまあ……心配ねーぜ」

「？　え、え……た、隆良、それって、どういう意味で……」

　訳が分からず尋たずねてくる夜侘に──隆良は大声で、周囲へ響ひびくように答えた。

「アイツは、ああやって姿を消した瞬間から──『負け』が確定してるからな！」

「……えっ……えええっ⁉」

　驚おどろく夜侘だが、魅神は反対に冷静──今の隆良の発言は『Ⅰ』を挑ちよう発はつするためだと判断してのことだが、しかし特に反応は無い。

　隆良の狙ねらいは、失敗だったのだろうか──魅神がそんなことを考えていると。

「おい、魅神……ちょっとコッチ来い、作戦を伝えるぜ……簡単な、な？」

「……へ？　え、ええ……んっ、な、なによぉ……」

「夜侘も……ほれ、お前の力が欠かせねーんだからよ。耳、貸せよ」

「ふぇ？　……！　う、うんっ、任せてっ！　相棒として、アタシがんばるっ！」

　気合を入れる夜侘だが──しかし隆良の口調は、既すでに勝ちを確信していた。

「いいか、ぶっちゃけ、そんなに時間はかからねぇ。勝負は一瞬で終わる……万全じゃないお前らの力で、充じゆう分ぶん間に合うんだ。いいか？　……ごにょごにょ……」

「うん……へ？　ちょ、バカ隆良？」「んっ……えっ？　……そ、それだけ？」

　魅神と夜侘が拍ひよう子し抜ぬけした声で尋ねるも、隆良は簡潔に頷うなずくだけだ。二人は微び妙みように不安そうだが、それでも隆良に従うらしく──しかし不満の声は、沙凪から上がった。

「ちょ、ちょっと隆良様っ……わたくし！　わたくしのコト、忘れてませんの⁉　このわたくしとて、出来る事、ありますのよっ⁉　ちょ、隆良様、聞いてるんですの──」

「……へっ、聞いてるって。なにせ、この作戦にゃ──お前が欠かせねーんだからな！」

「にょふ？　……おお、おおお⁉　マジですの⁉　そ、そそっ……その作戦とは⁉　早くっ……早く、プリィィィズ！　ですの！　放ほうり込んでくださいですの！」

「慌あわてんなって……いいか？　お前はな……ごにょごにょ」

「ほうほう……なるほど、なるほど……うへへ……了りよう解かいですの！」

　他の仲間達にさえ聞こえないよう耳打ちされ、快かい諾だくする沙凪──どうやらこれで、作戦は決まったらしい……が。

「────ふあっ。あ、あぶないー……たからパパ……まだー？」

　その間も氷の壁を動かし、レーザーを反射し続けていた氷莉は、先ほどの暴走の疲れも相まって、限界が近づいてきているようだ。

　一瞬で終わるという以上に、猶ゆう予よもそれほど残されていない──しかし隆良は焦あせることなく、にかっ、と歯を見せて氷莉に笑いかけた。

「おう、助かったぜ、氷莉──お疲れさん！　……すぐ、終わるからよ……」

「！　ぉ、ぉぉぅ……えへへぇ、イイけどー……あとで、あまやかしてねぇ……」

　でれっ、と顔を綻ほころばせながら、催さい促そくしてくる氷莉と──彼女の横で隆良は、目を皿のようにして、姿の見えない『Ⅰ』を探しているようだった。

　けれど、光を屈折させて姿を消しているのなら、見つかるはずが無いのでは──首を捻ひねる氷莉だが、彼女の考えとは正反対のことを、隆良は口にした。

「──いたぜ、アイツは……あそこだ」

「「──────！」」

　隆良の視線の先を、魅神と夜侘が同時に注目する。視線の先には誰だれもおらず──だがしかし、その床の部分には……いや、この周囲の床一帯は、いつの間にやら小雨でも降ったかのように、僅わずかな水が敷しき詰つめられていた。

　そして、注意深く観察しなければ見み逃のがしてしまいそうだが──隆良の視線の先だけ、何者かが歩いているかのように、水が小さく跳はねていた。──『Ⅰ』だ。

「よし、今だっ……魅神、俺があそこに集めたら……思いっきり蒸発させろよ……！」

「！　ええ、分かってる……私も、『仕掛ける』わ──『雷らい沈じん』……っ」

　魅神が電撃を地面に沈しずませ、地を這はって不可視の『Ⅰ』の足元へと移動させる──それと同時に、何と周囲の床に僅かに敷き詰められていた、『少々ヌメリ気のある水』が……うぞうぞと蠢うごめき、ゆっくりと、一いつ箇か所しよへ集まって行くではないか。

　そう──その『ヌメリ気のある水』は、隆良が出したゲルの『粘ねん度ど』を極限まで低下させ、出来る限り水に近づけたものだ。

　そして、全すべての準備が整った瞬間──魅神はついに仕掛けていた電撃を炸さく裂れつさせる。

「よしっ……いっ……けぇぇぇ！　『雷沈』っ──！」

『……なっ⁉　う、おおおっ……い、いつの間に……いや、それよりも──なぜ吾わが輩はいが、ココにいると──はっ⁉』

　そこでようやく、『Ⅰ』は気付いた。自身の足元に敷き詰められている、『ヌメリ気のある水』に。唐とう突とつな電撃の到とう来らいに驚く『Ⅰ』へ──隆良が哀あわれな者へ向けるように言う。

「へっ……『最高』なんぞに目が眩くらみ、他人を見下すことで高い位置にいるような気になってる、驕おごり高ぶった大バカヤローには……足元なんて、見えてねーもんさ。そいつがお前の──敗因、ってヤツだよ」

「ぐ、おおっ……は、ははは……愚おろか、ですねぇ……⁉　この程度で、勝かち誇ほこってッ……疲ひ弊へいした『雷らい神じん』の電撃など、大した決定打になりはしないっ……吾輩は、まだ負けていないっ……再び姿を消し、今度こそ────！」

「おいおい、さっき言っただろ……？　お前の『負け』は、もう確定してんだよ……」

「……なにっ？　……はっ……はあぁぁぁっ⁉　ま、まさかっ……あああっ⁉」

　その時、『Ⅰ』がようやく気づく。足元の『ヌメリ気のある水』が、魅神の電撃によって蒸発し──水蒸気となって、『Ⅰ』の周囲を覆おおい尽つくしているのだ。

　魅神の『雷沈』は、『Ⅰ』へ直接ダメージを与あたえるのではなく──これを狙ってのものだった。それに気付いた『Ⅰ』の顔は、思い切り青ざめ、

「やめなさっ……や、やめっ……貴様らァ！　やっ──やめろぉぉぉ！」

　もはや慇いん懃ぎん無礼な喋しやべり方も忘れ、取り乱して叫ぶが。

　──次の瞬間には、夜侘の右眼は、紅あかく輝かがやいていた。

「もう、遅おそいんだから──『無秒着火ゼロ・フアイヤ』──」

「やめっ────」

　目視した場所へ、小さな炎ほのおが灯ともった瞬間──炎に触ふれた水蒸気が、爆ばく発はつを起こす──！

　水蒸気爆発──隆良が狙っていたのは、これだった。現状の自分達が『Ⅰ』に勝つため、最大限の攻撃力を可能にしたのは──チームプレイに他ほかならない。

「やった……やったぁ！　隆良っ……アタシ達、勝ったっ──」

　夜侘が疲つかれを忘れ、喜んで飛び跳ねるが──次の瞬間、爆発に押し飛ばされて隆良達のほうへ飛んできていた『Ⅰ』の目が──ギンッ、と見開かれる。

「ふっ……ざける、な、アぁッ！　吾輩は、最高の存在だッ……吾輩だけが、唯ゆい一いつ無む二になんだあぁッ！　貴様ら如ごとき有う象ぞう無む象ぞうのカスがっ……吾輩に、逆らうなっ……吾輩にッ──指一本たりとて、触れるなァァァ！」

「⁉　アイツ、まだ意識がっ……くっ、皆みんな、下がって────えっ？」

　魅神が仲間達へ向けて注意を促うながそうとするが、彼女が声を上げるより先に、既に駆かけ始めていた少年の姿を見つける。────隆良だ。

「うおおぉぉぉあぁぁぁぁっ！」

　隆良は魅神達へ作戦を託たくす際、ここまでを想定していた──拳こぶしを振ふり上げ、全力で駆けながら、隆良は思う。

（この五か月間、ずっと、考えてた……俺の『異能』の攻撃力が低いのは、確かだ。なら……どうすりゃいい？　『自在に操あやつる』だけじゃねぇ、『粘度を変化』させるだけでもねぇ、俺が戦うためには……誰よりも考えて、誰よりも先に動くしか──ねぇだろ！）

　ヒントはアリアとの戦いで、彼女がくれた──アリアのようにはいかないが、それでもベストを尽くすため、考えることは出来る。

　が──それでもまだ、一手が足りない。

「──たからパパ、だめっ……まにあわないっ……」

　氷莉の声が示す通り──『Ⅰ』は既に光を放ち始め、レーザーの発射体勢に入っている。襲おそい来る光速の攻こう撃げきを出し抜く、あと一手が、足りなかった──かに思えたが。

「ここですのっ……隆良様っ……いきますのよっ！」

　その一手を補ったのは、沙凪──先ほど、隆良が沙凪に耳打ちした際に託した、最後の策。それを今──沙凪が実行した。

「『風来神使』──隆良様をっ……押し上げるんですのぉぉぉぉぉ！」

　翠すい緑りよく色の蝶ちようが放つ旋せん風ぷうを、隆良が纏まとい──『Ⅰ』の懐ふところまで一気に潜もぐり込んだことで、彼の放ったレーザーは虚こ空くうへと無む為いに放たれる。

　信じられない、と呆あつ気けに取られる『Ⅰ』へ──隆良は言う。

「……お前は俺を、『最低』って言ったな……ああ、今だけ認めてやるよ。俺の『異能』は、確かにお前から見りゃ攻撃力は低いし、低レベルなのかもしれねぇ……だがな、覚えとけ──今からお前は、その『最低』に負けるんだ」

　振りかぶった拳を、強く握にぎりしめ──鋭するどい視線で『Ⅰ』を睨にらみつけ、

「覚えとけ、『最高バカ』がっ……！　テメーのいる位置が『最高』だと決めつけて、進むことも忘れた大バカ野や郎ろうなんざにっ……『ヒーロー』は負けねぇ……！」

「う、あ、あ…………あああっ……おあぁぁぁっ⁉」

「『最低』でも──仲間がいりゃあなぁ……！　『最高』だろうと、何だろうと──超こえていけるんだっ……よっ……おおぉらあぁぁぁっ！」

「かぁ──────ぐっ、ばぁぁぁっ⁉」

『Ⅰ』の顔面を、隆良は全力の拳で、思い切り殴なぐり飛ばし──弾はじき飛ばされる『Ⅰ』を見み据すえながら、もう一言だけ投げかけた。

「……驕り高ぶった『最高バカ野郎』よ……一度『最低』の底まで墜おちて、テメーだけの価値観に溺れず、人に塗まみれて──一から、出直してきやがれ」

「！　……ぐ、う…………がっ」

　がくり、『Ⅰ』は今度こそ、完全に意識を失い──隆良達は、勝利したのだった。







「つまり──俺のゲルは『粘度を高める』だけじゃなく、『低くする』ことも出来るってワケよ。まあ、粘度が低い時は、取っ掛かかりに欠けるせいか動かしにくくて、操作するスピードは落ちるし、今回みたいなケースじゃ時間稼かせぎも必要になるんだけどな……」

『Ⅰ』を倒たおして落ち着いてきた面々に、隆良が今回の勝因であり切り札となった、ゲルの隠かくれた特性を説明していると──なるほど、と沙凪が頷く。

「そうだったんですの……てっきり、ここへ来るまでにあんまり出し過ぎたものだから、自然と薄うすくなっちゃったのかとばかり──」

「粘度が低くなったと言えェェェ！　そして出し過ぎたからとか、その言い回しも止やめェい！　何でお前は俺の進化を、そう下品な方向へ持っていこうとすんの⁉　もう怒おこったぞ、こんにゃろ……今後、ゼッテーお前には、ゲルなんてぶっかけね──」

「『粘度を操作できる』ですのね。水すい仙せん花か沙凪、完全に覚えましたの」

「瞬またたく間に素す直なおか！　ゲルに釣つられすぎだろぉぉぉ！」

　身み悶もだえする隆良だが、ここで夜侘が、彼に一つの疑問を投げかけた。

「……で、でもさ……隆良は一体、いつの間にその、薄うすっ……粘度の低いゲルを、周りに仕掛けたの？　ゲルを出す素そ振ぶりなんて、戦ってる最中はなかったのに……」

「ん？　おお……それはな、ほれ、俺が『Ⅰ』のヤツに、脇わき腹ばらを撃うたれて倒れた時ってあっただろ？　……実はあの時から、少しずつ仕掛けてたんだよ」

「……え……えええ⁉　あ……あんな死にそうだった時に⁉」

　驚おどろく夜侘だが、対する隆良は、あっけらかんと言ってのける。

「おおよ。まあ、あのまま死んじまったら、それまでだったけどよ……いやもう、マジで三さん途ずの川、見えてたからな……でも、勝つために、って考えまくってたらよ、もう行動しちまってたっつーか……ふっ、『ヒーロー』の素質に満ち溢あふれる俺様は、体が勝手に勝利へ向けて動いちまうんだもんよ……やれやれだぜ……」

「……う、うん……まあ、その……とんでもないのは、認めるけど……」

　死にそうな時に、あまり無理はしないで欲しいと思う夜侘は、至し極ごく正しい。

　と──勝利の余よ韻いんに浸ひたり、斜しやに構えてポーズを取っていた隆良が、あらぬ方向から不意に声を掛けられる。

「下野根、隆良くん──」

「！　…………あ…………」

　声を掛けられ──びくり、隆良が体を軽く震ふるわせる。

　憧あこがれを目の前にして──何を話せば良いのか、分からなかった。変なことを言ってしまいはしないか、そんなことばかり考えて、隆良は『そちら』へと注意を向けることさえ、出来ずにいたのだ。

　けれど、声を掛けられては、もうどうしようもない。隆良は珍めずらしく緊きん張ちようした様子で振り返り、『仮面のヒーロー』──『絶対正義ジヤガー・ノート』に向けて、口を開いた。

「あ、あの、そのっ……さ、さっきは！　その……た、助けてもらって、ありがとうございました！　それに、あの、俺に……俺らに、任せてくれたり……」

「……………………」

「あっ、えーと……俺！　ずっと昔から、あなたに……『ヒーロー』さんに、憧れててっ……で、『ヒーロー』を目指して……ええと、その……だから、何て言ったらいいのか……ああ、くそっ……上手うまく言えないんスけど、そのっ……」

「────下野根隆良くん！」

「⁉　は────はいっ⁉」

　大きな声で名前を呼ばれ、更さらに緊張が高まる隆良──もしかして、何か失礼でもしてしまったのか、冷ひや汗あせの滲にじむ思いで、『絶対正義』の言葉を待っている……と、

「──よくやった……そう、よくやったぞ、下野根隆良くん──！」

「えっ……あ、えっ……え、ええっ⁉」

　何と『絶対正義』は、称しよう賛さんの言葉と共に──その大きな両りよう腕うでで、隆良を思い切り抱だきしめた。戸と惑まどう隆良へと、『絶対正義』は熱の籠こもった声で続ける。

「よくやった……キミは確かに、キミ自身の力で、『政府最高位』の存在を超えた……そう、超えたのだ。私の力を借りずに……良く、頑がん張ばった……頑張った、な」

「！　そ、そんなっ……お、俺一人の力で、勝ったワケじゃ……俺、仲間がいたから……俺一人じゃ、そんな──」

　あの隆良が、本当に珍しく、素直な想おもいを口にする中──『絶対正義』は一ひと際きわ強い言葉で、隆良へと言葉を贈おくった。

「下野根隆良くん──キミも、『ヒーロー』だ──私と同じ、『ヒーロー』だ！」

「────！　っ……う、ぐっ……」

『絶対正義』に──憧れていた『ヒーロー』に、認められて──隆良の胸に、計り知れないほど大きな喜びが、引いては返す波のように去来する。

「っ……ありがと、ございます……俺、ぐっ……う、嬉うれしい……ッス……」

「うん……うん。良く頑張った──キミは良く頑張った、な」

　涙なみだは堪こらえているようだが、声が滲むのは隠せない。そんな隆良を見ていた夜侘は、今まで彼が『ヒーロー』に拘こだわっていたのが、本気だったのだと──改めて理解する。

（……良かったね、隆良……ぐしゅん）

　感受性が豊かなのか、ついもらい泣きしてしまいそうになる夜侘だった。

　──と、そんな大団円ムードを割り裂さくように、無ぶ粋すいな声が飛び込んでくる。

「き、貴様らっ……まだ、我々は終わってはいないぞ！　『眺める者イデイン』に牙きばを剝むいた罪、贖あがなわせてやるっ！」

「そうだっ……『Ⅰ』様と戦って消しよう耗もうしきっているお前達など、敵ではない！」

　それは、この『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』の警備兵達──隆良達が消耗しているのは事実だが、どうも『ヒーロー』達の存在を忘れてしまっているらしい。

　そんな彼らに、鋭い視線を送りながら前へ出たのは、トーヤだった。

「……『憧れ』との再会に割って入るような無粋は、裁かれるべきだね……僕が──」

「待つんだ、王真燈矢くん……待ちなさい」

「！　……『絶対正義』……？」

「ここは、私に任せるんだ──任せなさい」

「⁉　『絶対正義』……まさか、アナタが自ら……？」

　隆良から離はなれ、トーヤの前に出た『絶対正義』に──しかし警備兵達は、嘲あざけるような笑みを浮うかべ、『仮面のヒーロー』と向かい合っている。

「はっ……妙みようちくりんなコスプレ野郎が。お前の『異能』なんて、足場を作ったり、バリアに引きこもるくらいじゃないか……確かにバリアの強度は大したモノだが、それさえ気を付けていれば、何も怖こわくなんて──」

「キミ達は──『ヒーロー』を、信じるか？」

「……は、はあ？　なに？」

『絶対正義』の唐とう突とつな一言で、呆気に取られる警備兵達──『絶対正義』は答えなど待たず、ゆっくりと右みぎ腕うでを垂直に振ふり上げ、手刀の形を作りながら語り続けた。

「キミ達にとって、信じる『ヒーロー』とは何だ？　キミ達は『ヒーロー』に、何を感じている？　キミ達は──『ヒーロー』を、知っているのか？」

「な、なっ……ナニ言ってんだ、意味の分からねぇ……い、一体──」

「知らないのなら──教えてやる。教えてやろう──今、キミ達は知るのだ」

「──────⁉」

『絶対正義』が振り上げていた右の手刀から──不意に大気が歪ゆがみ、渦うずを巻く。まるでその部分だけ、嵐あらしのように──歪んだ大気が圧縮され、『剣けん』のような形になった。

　それと同時に、『絶対正義』のマスクで蠢うごめいていた模様が暴れ回り──牙を剝く蛇へびのような激しさを見せた、その瞬しゆん間かん──

「『ヒーロー』は、ここにいる──『絶対正義』の名を──刻み込むが良い──」

「──────⁉」

『絶対正義』が手刀を振り下ろすと──全すべてが切り裂かれるかのように、大気が震しん撼かんした。いや、事実──全てが、切り裂かれてしまったのだ。

「なっ……あ、あああっ……ばッ──バカなぁぁぁ⁉」

『絶対正義』が手刀を振り下ろした、その軌き道どうに沿って──この巨きよ大だいな『浮遊研究施設』が、何と真っ二つに切り裂かれてしまった。

「……な、なんなんですの……こんなの、有り得てイイんですの……？」

　桁けた外はずれの強きよう烈れつな斬ざん撃げきに、沙凪も思わず戦せん慄りつして呟つぶやく。

『絶対正義』と相対していた警備兵とて、もはや完全に戦意を失なくしている。切り取られて落ちていく施設の残ざん骸がいに寒気を感じ、うなだれていた──が。

「ふう────はあっ！」

「え────あ、がっ……ぎゃあああっ⁉」

『絶対正義』は片手に『圧縮した大気の弾だん丸がん』を大量に作り、何と無む抵てい抗こうの警備兵へと攻こう撃げきを加えてしまった。その行こう為いに、思わず隆良も身を乗り出す。

「なっ……『絶対正義』さん⁉　なっ……なんで……」

「………………」

　憧れの人といえど、問いかけずにはいられなかった隆良──トーヤが少し「むっ」とする中、『絶対正義』はゆっくりと振り返り、

「──下野根隆良くん、今のは、必要なコトだった──そう、必要なコトだったのだ」

　何の後ろめたさもない、茫ぼう洋ようとした朗ほがらかな声こわ色いろで、戸惑う隆良へと語りかけた。

「彼らがもしも戦意を失った振りをして、攻撃を仕し掛かけてきたら、と……私は考える。そうなれば、もしかすると王真燈矢くんや、下野根隆良くん──キミが傷つけられてしまうかもしれない。そうなれば、私は私を許せない……許せないだろう。彼らは決して弱くない、ストレンジャーだ──油断はできない。そう、できないのだ」

「で、でもっ……いくら何でも、あそこまでやらなくても……さ、さすがに、無抵抗の相手に、やりすぎなんじゃっ……」

「……下野根隆良くん……」

　なおも反論してくる隆良に──しかし『絶対正義』は、なぜか嬉しそうな声で返す。

「キミの優やさしさは『ヒーロー』にとって、必要だ──そう、必要なものだ。私と同じヒーローであるキミの優しさは、正しい。その優しさを、持ち続けて欲しい……けれど、私の考えも、理解して欲しい……理解して、くれるだろう？」

「！　……そ、それは……そりゃ、もちろん──」

「！　ありがとう──ありがとう、下野根隆良くん。キミなら、そう言ってくれると信じていた……そう、信じていたよ」

　仮面に遮さえぎられて表情は見えずとも、その嬉しそうな言葉に、偽いつわりの感情は微み塵じんも感じられず──本心を曝さらけ出していることが分かり、隆良は反論できなくなった。

『絶対正義』の被かぶっているマスクに描えがかれている模様も、先ほどまでの激しさとは打って変わって落ち着いているし、どうも彼の感情を表しているように思える。

　だが、夜侘は──今しがた打ちのめされた警備兵達を見て、沈しずんだ表情をした。

（……隆良は、一応は納なつ得とくしたみたいだけど……でも、アタシは、さっきと違ちがって……なんだかあの人が、ちょっと怖いよ……にゃう……）

『絶対正義』の言い分が間違っているとは思わないが、それでも畏い怖ふの感情は拭ぬぐえない。トーヤなどは似た者同士なところもあるからか、何の疑いもなさそうだが。

　と、緊張しっ放しの隆良に──仮面のヒーローが穏おだやかに語りかける。

「……下野根隆良くん」

「！　は、は──はいっ⁉」

「キミと会えて……本当に、良かった。私達は、同志──そう、同志だ！」

「！　は、はいっ……お、俺のほうこそ、憧あこがれてた『ヒーロー』に会うことが出来て……ほ、ホント、感激でした！　た、助けてもらったし……ありがとうございます！」

「構わない、そう、構わないのだ……では、下野根隆良くん」

　チャッ、と片手を顔の真横でかざし、『絶対正義ジヤガー・ノート』は先ほど自ら切り裂いた場所の端はしへと、無造作に立ち、

「我々は、きっと必ず、また──再会しよう。『ヒーロー』の心は、いつでもキミと共にある……下野根隆良くん──さらば！　そう、さらばだ！　──はっ！」

「──えっ⁉　ちょっ……『絶対正義』さーん⁉」

　何と、そのまま飛び降りてしまう──が、渦うず巻まく大気が『絶対正義』の身体を包み込み、まるで弾丸を射出するような勢いで飛び出していく。

　結果、『絶対正義』は一瞬にして、その場から姿を消してしまった。

「風のように去ってった……やっぱりあの人、マジで『あのヒーロー』なんだっ……」

「──ふん、下野根隆良……分かりきったコトを言うね。彼が僕たちの憧れた……『あのヒーロー』であるコトなんて──誰だれの目で見ても、明らかだろう？」

「！　トーヤ……お前に言われるまでもなく、分かってんだよ！　……へへっ」

　いきなり口を挟はさんだトーヤに悪態をつく隆良だが、憧れに対面した興奮は隠かくせない。

「ピンチの時に颯さつ爽そうと現れて、全てが終わったら風のように去っていくっ……やっぱ、昔と一いつ緒しよでカッケー……いや、昔よりカッコ良く、しかも強くなってね……⁉」

「ふん……下野根隆良、キミのことは気に喰くわないが……しかしその意見だけは全面的に同意しよう。あの人こそ、『ヒーロー』たるに相応ふさわしい……『本物のヒーロー』だ」

「ちっ、だから言われるまでもねーんだよ……あの人以上に『ヒーロー』らしい人なんて、他ほかにいねーってコトくらいな……！」

　憎にくまれ口を叩たたきあってはいるが、しかし共通の『憧れ』を前にして、微び妙みように意気投合してしまっている。『絶対正義』が立ち去った後の虚こ空くうを眺めつづける二人は──隆良だけでなく、普ふ段だんは冷れい徹てつなあのトーヤでさえ、子供のように目を輝かがやかせているようだった。

　そんな二人を尻しり目めに──沙凪がルリへと歩み寄り、おもむろに話しかける。

「ルリ……お久しぶりですの。さっきは隆良様のコト……ありがとですの」

「……あ、うんー、えへへー……イイよー、困った時はお互たがい様、でしょー？　それに、トーヤも納得して……あの『仮面』さんも、なんか焦あせって命令してきたからねー」

「そうなんですの？　ふーん、ですの……さて、ルリ……ちょっと聞きたいですの」

　少し間を置いてから──沙凪はルリを見み据すえ、疑問を投げかける。

「ルリは、あの『仮面』の人のコト……どう思いますの？　ルリは自分の意志で、あの人についていってるんですの？」

「……んー、正直……頷うなずけない、かなー。ルリはね、トーヤが行くから、ついて行ってるだけだよー。ルリにとっての『ヒーロー』は、あの『仮面』さんじゃなくて……トーヤだからねっ。……それにあの『仮面』さん……『ヒーロー』に興味無い人は、とことんどうでもいいみたいで、とっつきにくいしさー……まあ、トーヤと似た者同士なトコ、あるけどー……あ、こんなコト言ってたって、トーヤには秘密だよー？」

「ええ、分かりましたの、お嬢じよう様さまは口が堅かたいんですのよ。……しかし、まあ……わたくしにとっても、隆良様のほうが『ヒーロー』だと思うのと、同じですのね」

「！　そーそー！　そんなカンジ！　沙凪ちゃん、話せる～。えへへーっ♪」

　沙凪とルリが、久し振りの対話に花を咲さかせていたが──それを中断するかのように、トーヤがルリへと声を掛ける。

「さて、ルリ──そろそろ帰ろうか。あまりゆっくりしていると、置いていくよ？」

「！　はいはーい！　ルリ、トーヤと一緒に帰りまーす！　えへへっ、それじゃ沙凪ちゃん、隆良さんと魅神さんに、夜侘ちゃ……な、なんか一気に成長したねぇー……と、とにかく夜侘ちゃんと、あと話したことないけど氷莉ちゃんも、またねー☆」

　手を振りながら、ルリはトーヤのほうへと走っていき──唐突に抱だき付きにいき、トーヤの爆ばく破はダーツで追い払はらわれる。二人の関係性は相変わらずのようだ。

　と、そこで今まで黙だまって座り込んでいたルーネが──隆良の傍そばへ寄っていった。

「タカラ……ルーネ、タカラと、一緒……行きたい。……ダメ？」

「……へっ？　え、いきなり何だよ……つか、さっき離はなれてたのに、今は大だい丈じよう夫ぶなんだな？　……で、あー、一緒にって……そりゃお前、『絶対正義』さんとか、トーヤの野や郎ろうやルリと行くワケには行かないし、俺と一緒に来るのは当然で──」

「！　……タカラ、ホント？　ルーネ、うれしい……タカラ、一緒」

「うおっ⁉　お、おいおい、相変わらず無表情だな……感情が全く読めねーんだけど……でもまあ、言ってることはやたら素す直なおだし……差し引きゼロか。へへっ──」

　今は『異能』発動の証しよう拠こである光を放っていないルーネを、隆良が失しつ笑しようしながら受け入れようとするが──それを遮る間延びした声が一つ。

「──あら～？　下野根ちゃんたら、人さらい～っ。残念だけど、『うちの』ルーネは──私と一緒に、トーヤちゃん達と一緒に行くのよ～？」

「は──え？　なっ、お前……り──リーザ⁉」

　一体、今の今までどこにいたのか──現れたのは、確かにリーザだった。しかし彼女の発言に戸と惑まどう隆良が、慌あわてて尋たずねる。

「ちょ、おい……今の、どういうコトだよ。ルーネがお前と一緒に、トーヤ達と、ってのは……つか、『うちの』って何だよ、おい。もしもルーネのコト、俺の時みてーに『研究対象』として見てるっつーなら……俺ぁ、黙っちゃいねーぞ──」

「あら～？　何か勘かん違ちがいしてるわね～……ルーネは、私の妹なのよ～？」

「…………は？」

　信じられないというように、きょとん、とする隆良へ──リーザは更さらに続ける。

「ルーネのフルネームは──ルーネ・ゼーンズフト・ヴァイゼ。そして私のフルネームは──リーザ・ゼーンズフト・ヴァイゼ。……大方ルーネからは、名前しか聞かなかったんでしょ～？　ダメよ～、この子、聞かれなかった分までは答えないんだから～。ねぇ～？　さ、ルーネ……お姉ちゃんと一緒に、いきましょ～？」

「……リーザ……ワタシ、タカラと、一緒……いきた──」

「ダメよ、ルーネ。お姉ちゃんを……困らせないで～？」

「っ…………。……わかった……ルーネ、姉……困らせ、ない」

　無表情だが明らかに気落ちした様子で俯うつむくルーネの手を、しかしリーザは「いい子ね～」と機き嫌げんよく取る。だが隆良にしてみれば、どうしても気になってしまうことがあり──感情のまま、リーザへと問いかけた。

「おい、ちょっと待てよ、リーザ……アンタ、ルーネの姉だっつってたけど……姉だったら、なんでこの研究施し設せつの奥深くで、ルーネを閉じ込めるようにしてやがった？　納得のいく答えがねーと、俺はアンタを認め──」

「それはね～、ルーネ本人のためよ～。ルーネの『異能』が『周囲に不幸をばらまく』コトなのは、隆良ちゃんも気付いてるでしょ～？　ルーネに人が近づくと、意図せず傷つけちゃうし……優しいルーネもそれを望んでないから、人から遠ざけるために隔かく離りするしか無かったのよ～。優し～い姉としては～……妹の望みを、叶かなえてあげたかったの～」

「！　お、おぉ……？　な、なるほど……い、いや、ちょっと待て、それなら──」

　リーザの迷い無い即そく答とうに、思わず言葉が詰つまる隆良だが──それでも続けて尋ねる。

「ルーネを……そうだ！　何でルーネがいた部屋に、後から俺を入れやがった？　この広い研究施設で、他に部屋が空いてなかった、なんて言わせねーぞっ……アンタ、いかにも何か企たくらんでそうだしっ……一体、どういう思おも惑わくが──」

「あらっ、人を腹黒みたいに～……下野根ちゃんったら、酷ひどいわ～。私はただ……今まで他人と接しようとしてこなかったルーネに、友達が出来たらイイな～、って考えてただけなのよ～？　政府初のストレンジャーチームのリーダーで、『雷らい神じん』ちゃんでさえ籠ろう絡らくしたアナタなら、もしかしたらと思ってねぇ～……実際、思い通りの成果だったし、ルーネに初のお友達が出来て、姉として嬉うれしいわ～♪　……どうかしら、納得できない～？」

「ろ、籠絡って人聞き悪いだろーが！　つ、つーか……まだだ、まだ聞くコトがある！　アンタは何で、トーヤや『絶対正義』さん側に行くんだよ！　アンタこの研究施設の人間なら、むしろ敵対するんじゃ──」

「だってぇ～、『絶対正義』さんやトーヤちゃんをこの研究施設に誘ゆう導どうして、引き入れたのが、私なんだもの～……私もね？　この研究施設のあり方に、常々疑問を抱いてたのよ～……んんっ、ホント、ホント☆　だからこうして彼の協力を得て、ぶっ壊こわしてもらっちゃった、っていうワケ～。……どうかしら～？」

「む、ぐぐっ……お、おい、トーヤっ……今のは、ホントなのかよ⁉」

「……まあ、そうだね。『絶対正義』本人からそう聞いているし……噓うそではないかな」

「うっ……そ、そーかよ……ぐむむ～……」

　憧れていたヒーローから聞いたのだと言われると、納得しそうになる隆良──とはいえ、リーザを手放しに信じられるかと言えば、話は別だ。質問をするたびに、まるで答えをあらかじめ用意していたかのように即答してくる。彼女に『非人道的な実験』などを突つき付けられた身としては──胡う散さん臭くさいという想おもいも、拭えない。

（……そもそもリーザは苦手っていうか……ペースをガンガン乱されちまう……つーか、俺の疑問にも確証があるワケじゃねーしな……うーん……）

　このまま問答を続けていても、無意味かもしれない──が、しかし隆良は最後に一つだけ、最も大切なことをリーザに尋ねた。

「……じゃあ、これで最後だ……なあ、リーザ──お前は」

「あらあら、何かしら～？　うふふ～……何でも聞いて──」

「妹の──ルーネのこと、ちゃんと大事に思ってんのか？　それだけ、聞かせてくれよ」

「！　………………」

　隆良の問いに、リーザは一瞬だけ沈ちん黙もくしてから──朗ほがらかな笑えみを浮うかべ、答えた。

「うふふっ……あらあら～、聞くまでも無いじゃない～？　この世でたった一人の妹なのよ～……大事に思ってるし、大事にしてるに、決まってるでしょ～？」

「……そう、か……まあ、ホントにそうなら、イイんだけどよ……」

「もぉ～、ホントだってば～。……さっ、ルーネ、もう、そろそろ行きましょ～？　お姉ちゃんが、連れていってあげるからね～？」

「？　分かった……行く。連れて、もらう」

　リーザに優やさしく語りかけられ、素直に頷くルーネ──それを見ていると、確かに二人は、仲良さそうな姉し妹まいにも見えるし、隆良は納なつ得とくするしかなかった。

「……これ以上は疑っても、仕方ねーか。へへっ、悪かったな、二人とも。……まあ、気を付けて──」

「どっこいしょ～」

「………………」

　大事にしている妹を小こ脇わきに抱かかえて運ぼうとする姉、プライスレス。

　先ほど『大事にしている』と述べたリーザの言葉が、一気に信しん憑ぴよう性せいをなくしてしまった気はするが、小脇に抱えられているリーザは吞のん気きに隆良へと手を振ふっていた。

「タカラ……また、会う。約束。……また、ね？」

「お、おお……ま、まあ元気でな、ルーネ。……気を付けて帰れよ……？」

　まあルーネに言うよりも、リーザに言うべきかもしれないが──小脇に抱えられたままで無む邪じや気きに手を振り続けるルーネを見ていると、何となく平気そうに思えてしまう。

「タカラ……絶対、絶対、だから。また、会う。ワタシ……会い、行く」

「ああ……へへっ、何度も言わなくても、分かってるっての！　またな、ルーネ──」

　いつまでも手を振るルーネに、笑って返す隆良──ルーネを小脇に抱えていたリーザが、その様子を見ながら、うーん、と一声唸うなった。

「んん～……ルーネがこんなにも、他人に執しゆう着ちやくするなんてね～……ホント、初めてだし、予想以上だわ～。私には解明できなかったけど、やっぱり下野根ちゃんには、きっと何か秘密があると思うのよね～……ん～………………」

「……何だよ、リーザ……行くんじゃなかっ──」

「ね、下野根ちゃん～……お姉さんのために、解かい剖ぼうされ──」

「お・こ・と・わ・り・だっつーの！　帰れ帰れぇ！　塩かゲルまくぞオルァ！」

「やーん、下野根ちゃんったら、い・け・ず～」

　ルーネを小脇に抱えたまま、リーザはそそくさと後ずさり──無造作に取り出した通信機を使い、何処どこかへと連れん絡らくし始めた。すると、直後にエンジン音が聞こえてきて、小型の輸送機が姿を現してくる。

「それじゃ、下野根ちゃんも、皆みなさんも～……またね～☆」

「タカラ……また。皆みんな、も……また、ね。バイバイ」

　いまだ隆良に手を振り続けるルーネを抱えたリーザが、輸送機へと乗り込んでいき──続けてルリも、隆良達に手を振りながら乗り込んでいく。

「えへへー、じゃあね、皆ー☆　また今度、遊びに行くからーっ」

　そして最後にトーヤが、軽く振り返り──隆良を真まっ直すぐに見み据すえる。

「……下野根隆良……」
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「……おう、何だよ、王真燈矢さんよ」

「………………」

　少し沈黙したトーヤだったが──彼は改めて、口を開いた。

「僕は、『絶対正義ジヤガー・ノート』と共に行く──そして彼の下もとで真の正義を学び、『本物のヒーロー』となる。……言いたいことは、それだけだ。じゃあね──今も未熟な、ヒーローくん」

「……けっ、自じ慢まんかよ。……まあ、せいぜい頑がん張ばれよ──爆ばく弾だんヒーロー」

　簡単な言葉だけ交かわし終えて──トーヤがようやく乗り込んでいくと、輸送機はついに発進して──空の彼方かなたへと、姿を消していったのだった。




　輸送機を見送り、少し経たってから──隆良が不意に呟つぶやき始める。

「何か、スゲー長かったけど……よーやく終わったな。……へへっ……へへへっ……」

「？　た、隆良……どうしたの？　急に……変な笑い方して──」

　と、何やら隆良が急に笑い声を漏もらし、ぷるぷると震ふるえ始めたもので──心配した夜侘が彼の顔を覗のぞき込もうとした、その瞬しゆん間かん。

「ひ────『ヒーロー』に、会えたあぁぁぁ！　っしゃあああっ！」

「にゃ、にゃあーっ⁉　なな、なに急に⁉　どーしたの隆良ー⁉」

「マジかよ……え、マジで⁉　こんなコトってあんのか⁉　憧あこがれてたヒーローに会えるなんて……ナニコレ運命⁉」

「え、ええっ⁉　隆良の運命は、アタシでしょー！　……ていうか、ホントに嬉しかったんだね、隆良……アタシは何だか、ちょっと怖こわかったんだけど……」

　微び妙みような表情をする夜侘だが、それには気づかず、隆良は盛り上がり続ける。そんな彼を見て、沙凪は少し遠くから、むう、と頰ほおを膨ふくらませた。

「……あんな良く分からん『仮面』の人より、隆良様のほうがよっぽどヒーローらしいですのに……何しろ──ゲルだからですの！　にょほほ……って、ん？　……魅神？」

　一人で妙みようなことを呟いていた沙凪だが──視界の端はしに、ふと魅神の姿を捉とらえる。そういえばあの魅神が、先ほどからずっと黙だまりっぱなしだった──いや、今でも黙りこくって、ずっと何かを考え続けているようだ。

「……魅神？　魅神……どうしたんですの？　何か気になるコトでもありますの？」

「………………え？　あ、沙凪ちゃん？　え……何？」

「……いやだから、何か気になるコトでもあるんですの？　って……どーしたんですの？　今までにないくらい、何だかボーっとしてますのよ？」

「あ、うん……そうね、ちょっと……気になるコト、が……うぅ～ん……」

　また再び、考え事に戻もどる魅神──こりゃダメですの、と首を横に振る沙凪だった。

　魅神が思うこと──それは他ほかでもない、先ほどの『仮面のヒーロー』──『絶対正義』のことだった。いや、正確には、彼の『大気を圧縮する異能』のことだ。

　何も無い空間を、不意に捻ねじ曲げ、圧縮して『固める』能力。けれど魅神は、ほんのつい最近──あれを見たことがあるような気がした。

（そう……さっきの戦いで、あの仮面の男が作り上げていた……階段のように使っていた、大気を圧縮した足場。弾だん丸がんのように発射したモノも、似ていた……あれは……）

　その時の記き憶おくを思い出し──ざわり、魅神の背筋に寒気が走る。

（あれは、私が……初めてこの『浮ふ遊ゆう研究施設』に、襲しゆう撃げきをかけた時──私の進行を妨さまたげた、あの『空間の歪ゆがみ』と──あまりにも、似すぎている──！）

　もし、この考えが気のせいではなく、真実なら──あの時、魅神を邪じや魔ましたのは『絶対正義』その人だということになるのだろうか。けれど、魅神が邪魔される理由は無い。でも、それならなぜ、魅神はあの時に、体勢を崩くずしてしまったのだろうか。

　考えるほど、深みへとハマっていく魅神──だが、そんな彼女の思考を中断させてしまうのは、今もなお『憧れ』と対面したことを喜ぶ隆良だった。

「へへっ……やっぱ『絶対正義』は……カッコよかったぜ！　へっへ……」

「……バカ隆良……ったく、アイツったら、人の気も知らないで……」

　文句を言いたくなる魅神だが──しかし隆良の笑顔を見ていると、一人で勝手に悩なやんでいるのが、何となくバカバカしくなってくる。そもそも、ここに答えなど無いのだ。慣れない上空での戦せん闘とうで、思いがけないトラブルが起こっただけという可能性もある。

　気にならないと言えば噓になるが、考えても仕方のないことだ──と、魅神が悩むのを中断したのと同じタイミングで、氷莉の不安そうな声が響ひびく。

「……ね、ねえー、たからパパ、みんなー……このシセツ、さぁー……なんか、ちょっとずつ……おちてってない？」

「「「「──────へ？」」」ですの？」

　氷莉の言葉で、全員揃そろって素すっ頓とん狂きような声を上げ──更さらに揃って確かく認にんを始める。すると、氷莉の言う通り、少しずつこの『浮遊研究施し設せつ』は、高度を下げて行っている気が……いや、間ま違ちがいなく、墜おち始めていた。

　よくよく考えれば、それも当然──先ほど『絶対正義』が真っ二つにぶった切って、今まで通りに浮ふ力りよくを維い持じ、といくはずがない。というかそもそも、どうやってこの巨きよ大だいな研究施設を浮かしているのか、見当も付いていないのだ。

　この状じよう況きように──先ほどまで浮かれていたはずの隆良が、急激に慌あわて始めた。

「ど──どどどどどーすんだ⁉　これ、どーすりゃイイんだぁぁぁ⁉　つーかそもそも、ここからどーやって帰るつもりだったんだ……？　お、おい、皆っ──」

『し、下野根くん、落ち着いてください──逃にげ道はありますからっ！』

「⁉　おお、ヱリコ……マジで⁉　ど、どーすりゃイイんだ⁉」

『は、はい！　既すでに手配は終えてますしっ……もうすぐ、アリア師し匠しようも──』

「へ？　手配、って……あ、アリアも、何だって？　？」

　その言葉に首を捻ひねる隆良だが──魅神達は一様に身を乗り出した。そう、アリアは戦闘機を撃げき墜ついされ、墜つい落らくしていったはず。無事だったのか、と安心する魅神達だが──無事以上の声が、隆良達へと降り注いだ。

『やあ皆、ギリギリセーフのようだな──迎むかえに来たぞ、上を見てごらん』

「あ、アリアっ⁉　よかった、無事だったのね……って、おおっ……？」

　魅神を筆頭に、言われた通り上を見ると──何とそこには一機のヘリコプターが飛んでおり、中空で留とどまり続けている。縄なわ梯子ばしごを投げおろしてきて──どうやら、それを昇のぼってくるように、とのことだ。

　撃墜されたはずなのに、なぜこんなにも早くヘリコプターまで調達して、迎えに来れたのか──事情を知らない隆良以外は問いただしたくなったが、更に沙凪が問題に気付く。

「……はっ⁉　そーいえば……わたくし達が倒たおしちゃった、この研究施設の人達……どーするんですの⁉　このままだと、研究施設諸もろ共とも……」

『だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、沙凪ちゃんっ……それについては、皆さんが《Ⅰ》っていう人を倒した段階で、わたしが手配しましたからっ……』

「へ？　手配って、さっき隆良様に言ってたコトですの？　一体ナニを……にゅふ⁉」

　沙凪が言い終えるより先に、ヱリコが口にした『手配』の正体が露あらわになる──それは、墜ちゆく『浮遊研究施設』を取り囲むように現れた、無数のヘリ。ヱリコが『手配した』ものの正体は、これなのだろう。姿を現してから間かん髪はつ入れず、迅じん速そくにも救助活動を開始しており、研究施設内へと潜もぐり込んでいっている。

　その光景を見ながら、魅神は呆あつ気けに取られつつ声を漏らした。

「……高たか橋はしさんと……多分アリアが、先を読んで念のために手配してた、ってコトかしら……ていうか、アリアはそもそも、何で無事だったのか、だけど……」

　言いながら、魅神は数多いヘリコプターの内、アリアが乗っている一つを見上げ──

「……まあとりあえず、あそこに乗り込んでから……よね」

　その呟きに同調し、夜侘・沙凪・氷莉が同時に頷うなずいたのだった。




　ヘリコプターに乗り込み、腰こしを落ち着けた面々の内──魅神が疲つかれを押して、操縦席のアリアへと尋たずねた。

「……つまり、アリアは私達とは別に、あの研究施設に乗り込んでて……それで、あの研究施設にあったヘリを奪うばって……私達を迎えに来た、ってわけね？」

「うむ、その通りだ。あんな『浮遊研究施設』だなんて、アホな仕組みにするくらいだからな……有事の際のために、さすがに航空機の類たぐいは用意して然しかるべきだろう？　そもそも、ほれ、あの屋外会場に刺し客かくがきた時……奴やつらも間違いなく、移動手段に使っていたはずだからな、確信はあったのだよ。まあ……研究施設内の警備兵だとかを救助するためには、外部からの協力も必要だったし……そこはヱリコちゃんに手配を頼たのんだが」

「……ふんふん、なるほどね……でもさ……私達、めちゃくちゃアリアのコト、心配してたんだけど……？　無事だったんなら、別にその連絡くらい、してくれてもイイじゃないのよ……何で黙ってたワケぇぇぇ……⁉」

『ら、雷らい轟ごうさん、その、落ち着いてくださいっ、えと……あ、アリア師匠はですね、雷轟さん達を下野根くん救出作戦に集中させるため、気を遣つかってですね……』

「……つまり高橋さんも知ってたのね？　ほほぉう……そして教えてくれなかった、と」

『は、はわっ⁉　あ、ああ、それは、その……ごご、ごめんなさいですー⁉』

　慌てて謝るヱリコだが、魅神の怒いかりは収まらない模様──と、今度は操縦席から、アリアがヱリコに代わって謝ってきた。

「魅神、すまない。心配をかけていたことは謝る。だが……私もあの研究施設に、重要な用事があったのだ。敵を騙だますには、まずは味方からと言ってな……敵に私の目的を気け取どられるリスクを排はい除じよしたかったのだ。そのため、上へ進むキミ達に敵の意識が集中する間に、私は研究施設の下部に潜り込ませてもらった……魅神達に伝えなかったのは、本当に悪かった……しかし必ず達成すべき目的だったのだ。何とか納なつ得とくしてくれないか？」

「む……う、うーん……まあ、アリアがそこまで言うなら、それは必要なコトだったんでしょうけど……でも、ちゃんと説明してよねっ。一体、何の目的があって、私達と別行動を取ったのか……納得させてくれなきゃ、許さないんだからっ」

「ん？　ふむ、そうだな……まあとりあえず、要点を述べると──ふふっ」

　ニヤリ、アリアが悪わる巧だくみするような笑えみを浮うかべ──簡潔に述べる。

「我々にとって障害にしかならないモノを排除するための……キーアイテムを回収しに行った……というわけさっ」

「？　な、何よそれ……全然、分かんないんだけど……」

「ふっふっふー……まあじきに分かるさ……楽しみは、後に取っておかないとな？」

「むっ……何よ、もったいぶって……もう知らないんだからっ！」

　許さない、とそっぽを向く魅神に、ヘリを操縦しながらアリアは失しつ笑しようするが──続けざまにアリアへと語りかけたのは、隆良だった。

「……よう、アリア。あー……なんだ、久しぶりだな？」

「！　……隆良くん……今はまだ、話しかけないでくれないか？」

「⁉　な、なんだよ……冷てーな、オイ。まさか、五か月前にゲルぶっかけまくったコト、怒おこってんのか？　でもお前だって俺をボコったし、お互たがい様……ん？」

　言いながら、隆良は気付く──操縦席のアリアの背中が、微かすかに震ふるえていたことに。まさか、怖がられているのかと邪じや推すいし、バツが悪そうに続けて声を掛かける。

「な、なんだよ、もうぶっかけねーって……そんな怖がられると傷つくっつー……」

「え？　……あ、いや、隆良くん？　誤解させてしまったなら、その……すまない。怖がってるというワケじゃないんだ。……だが、その……今、私は操縦席にいるから……ちゃんと顔も見ず、背中越ごしに再会なんて……イヤなのだ。わ、私だって、その……キミとは、ちゃんと再会したいのだから……再会の言葉は、また後で……な？」

「⁉　お、おうふ……？　な、なんだよ、しおらしいコト言いやがって……ま、まあ、分かったよ……いや、その変なこだわり、意味分からんけどな？　……でもよ」

　これだけは聞いておきたい──と、隆良は一つだけ尋ねる。

「あの、リーザってヤツは……アリア、お前とは、どういう関係なんだよ？　五か月前はお前のコト『始末する』とか言ってたし……なんか、只ただならぬ関係みてーだけど」

「！　……リーザ、リーザ、か……ふむ、そうだな……彼女は……」

　少し考える素そ振ぶりを見せたアリアが、操縦を続けながら簡単に返事する。

「リーザは、歳としは少し離はなれているが……私の友人さ。昔は気の合う部分も多くてな……良く話していたモノだよ」

「？　友人だったのに……始末するなんて、言われるのか？　何でまた……」

「……そうだな、それは、恐おそらく……」

　また考え込むアリアだが──ふっ、と失笑しながら、簡潔に呟つぶやく。

「いや、止よそう。彼女のプライバシーに関かかわる問題だし、私がおいそれと口にして良いコトではない──まあリーザは仕事熱心な部分もあるからな。任務なら、私を容よう赦しやなく『始末』しにこようとするのも、不思議ではないさ」

「ふ、不思議ではない、って……あのなあ、そりゃ容赦ないってレベルじゃ──」

「あ、そういえば──隆良くん、あの研究施設では大活かつ躍やくだったそうではないか！　最高位に座していた『Ⅰ』を、見事に打ち倒してみせたとか……さすがは隆良くんだなっ」

「へ？　お、おお……へ、へへっ、まあな……って、誤ご魔ま化かされるかっつう──！」

　言いながらも簡単に誤魔化されそうだった隆良だが──そこで通信機越しにアリアの言葉を拾ったヱリコが、何やら弾はずんだ声を送ってくる。

『！　そう、そうなんですよっ……下野根くん、カッコ良かったんですっ！　わたし、声しか聞けなくて残念だったんですけどっ……でも、すごかったんですよっ⁉』

「⁉　お、おいおい、ヱリコ……よ、止せよぉい。お前そんな……ホントのコトばっか言うのは。まあな？　俺がカッコイイのは当然だけど、あんま言われると──」

『それで、思わず録音しちゃいましたから……今から、再生しますねっ』

「恥はずかしいじゃ──へ？　……再生って、へ？」

　意図がつかめず目を丸くする隆良と、仲間達の耳に──不意に流れてきたのは、

『……驕おごり高ぶった《最高バカ野や郎ろう》よ……一度《最低》の底まで墜ちて、テメーだけの価値観に溺れず、人に塗まみれて──一から、出直してきやがれ』

「──────」

　そう、あの『浮ふ遊ゆう研究施設』で『Ⅰ』を打だ倒とうした際、隆良が吐はきつけた台詞せりふ──あの時はその場の流れで、隆良的には自然と口をついて出た言葉だ。他意は無い……他意は無い、が、改めて聞かされると、何というか、その。

（……いや、別に、そんなんじゃねーし……ただ自然と俺がカッコイイだけで、別に作ってねーし……カッコつけてねーし！　だから、恥ずかしがる必要なんざ──）

「おお、隆良くん……スゴイな、これは。ふふっ、カッコイイぞ……しかしなんだな、アレだな……聞いてると、隆良くんのドヤ顔が鮮せん明めいに思い浮かぶというか──」

「ドヤ顔とか言うの止めろアリアァァァ！　別に狙ねらって言ったワケぢゃねーよ！　おおおヱリコぉぉぉ！　なんつーモン録音してくれてんだァァァ！」

『えっ？　……えっ……だ、ダメだったんですか⁉　ご、ごめんなさいですー⁉』

　悪意なきヱリコは謝るも、隆良の煩はん悶もんは治まらず──夜侘が同情した表情を浮かべる。

「隆良、かわいそう……アタシ『宿星の片割れスター・パートナー』だし、なんか気持ち、分かるよ、うんうん……あ、ヱリコさん、それアタシも後でもらっていいですか？」

「言ってるコトと行動が違ちがうくね⁉　何でお前まで俺の恥ずかしいアレを手に入れようとしてんの⁉　いや俺はカッコイイだけだったんだけどね⁉　……おい……何で顔赤くしてそっぽ向いてんだ……ふざけんなよ、一番の被ひ害がい者しやは俺だろがぁぁぁ！」

　しかし隆良の方へは向かぬ夜侘。何に使うのかは謎なぞだが、隆良の『突とつ発ぱつ的お恥はずかしヴォイス』は、是ぜが非ひでも手に入れたいらしい。そう……あの魅神でさえも。

（……私も後で、高橋さんに言って……いや別に、他意は無いんだけど……そう、ほんの気まぐれっていうだけで……まあ、持っててあげてもいいかな、みたいな……）

　自分の思考の中で、誰だれに言い訳しているのだろうか。

　何はともあれ、騒さわがしい声に包まれるヘリの中で──リーザの話から気を逸そらしたアリアが、ふっ、と穏おだやかな笑みを浮かべる。

「ふふっ……私も後で、ヱリコちゃんに頼んで録音データを頂こうかな。……さて」

　隆良には聞こえないよう呟いた後──考えるのは、リーザのことだった。

（……今回、リーザと再会することが無かったのは……私と彼女にとって、果たして不運だったのか……それとも、幸運だったのかな？）

　今考えても、仕方ないことではあるが──ふう、と軽くため息を吐ついたアリアが頭を振ふって雑念を追い払はらう。

（……とにかく今は、目先のことを一つずつ、きっちりと片付けていこう……そう、まずは──この大おお掃そう除じを、最後までやり遂とげるとしようか）

　眼まな差ざしに秘められた意志は、ひたすら強固に──真まっ直すぐ前方を、見み据すえていた。
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　05　『幸せ』というのは真実と偽りの中間にあり、また『気付かぬほうが幸せ』というのも紛れもなく一つの真実で、そして同時に偽りでもある







　自然の光など決して届かぬ暗い地の底、円えん卓たくに座するは名だたる政府の高官達──『眺める者イデイン』と呼ばれる老人達が、スポットライトの明かりの下に座していた。

　彼らが注目するのは、今現在リアルタイムで流れている放送の映像。内容は、地に墜おちた『元・浮遊研究施し設せつ』がストレンジャーに対し、不当な実験を秘ひ密みつ裏りに行っていたという件の暴ばく露ろ──それらは政府上層部の『眺める者』の責任である、という報道だ。

　ストレンジャーの人権を主張する声と、同情の気運が高まっている中、『眺める者』への批判も大きくなっているが──しかし当の『眺める者』の面々はその放送を見ていても、なぜか薄うすら笑いを浮かべており、焦あせった様子など微み塵じんも窺うかがえなかった。

「いやはや、この報道、全く……何を言っているのか、理解に苦しみますな？　我々がストレンジャーへの不当な実験を許していたなどと……どなたか、ご存じでしたかな？」

『眺める者』の一人が他ほかの面子メンツに尋たずねると、彼らは白々しく首を横に振る。

「いやいや、まさかこんなことが起こっていようなどとは……我々の内の誰だれ一人ひとり、そんなことは知りもしませんでしたよ、ねぇ？」

「そうそう……『全すべては部下がしでかしたことで、我々は何も知らなかった』……」

「我々は、むしろ『被害者』ですからな。全く、迷めい惑わく極きわまりない。はっはっは」

　責任逃のがれの言葉を口にする彼らは、こういう事態が訪おとずれた場合、どう収しゆう拾しゆうするのかを前もって決めていた。要はその言葉通り、『全てを部下に押し付けよう』というのだ。

『眺める者』が関かかわっていることを示す文書などの『物的証しよう拠こ』は、全てがあの『研究施設』に保管されていた。が、しかし彼ら子飼いの『Ⅰワン』が敗れるなどした場合、別の部下にすぐさま全ての証拠を闇やみに葬ほうむり去るよう、予あらかじめ手を打っていたのだ。

　証拠隠いん滅めつさえできれば、言い訳などいくらでもできる──余よ裕ゆうの表情で互いの顔を見み交かわしながら、彼らは耳みみ障ざわりな声を上げ続けた。

「しかしアレですな、部下が勝手にしたコトとはいえど、我々の管かん轄かつ下で起こっていた出来事には違いない……我々も、責任を取らねばなりますまい？」

「ふむ、確かにその通り……しからば我々に出来ること、といえば……そう、今まで以上に誠心誠意、仕事に打ち込まねばなりませんな！」

「やれやれ、この老骨を休める暇ひまもありませんなぁ……はっはっは！」

　己おのれの保身と私し欲よくを満たす知ち恵えだけは働かせ、けれど他に何を成すでもなく、ただその地位にしがみ付いて甘い汁しるを吸い続け、笑う姿は浅ましい──と、そんな彼らの笑い声を切り裂さくように、薄うす暗ぐらいその部屋に響ひびいてくる野太い声が二つ。

「盛り上がっているところ、恐きよう縮しゆくですが──」「その必要は、ありませんな」

「⁉　なっ……貴様ら、何者だ⁉　誰に断って、ここへっ……」

　その場に現れたのは、黒服の男二人──『眺める者』にしてみれば知らぬ顔だが、彼らはアリアの部下で、『黒服Ａ・Ｂ』と呼ばれている男だ。そんな黒服の片割れが、侮ぶ蔑べつするような視線を『眺める者』に向けた後、不意にノートパソコンを開いた。

　ディスプレイに映されたのは、アリアの顔──どうやら通話が繫つながっているらしい。

『どうも、《眺める者》の皆みなさん──ご機き嫌げんはいかがです？　モニタ越ごしに失礼ですが……お仕事にお疲つかれであろうあなた方にとって、嬉うれしいニュースをお届けに上がりました』

「っ……アリア⁉　なぜ、我々の居場所が……！」

『はは、なに、あなた方如ごときがいくら行方ゆくえを眩くらませようとしたところで、私の目を誤魔化せるはずもありませんよ。あまり甘く見て頂いては困りますね……さて、と』

　アリアは一つ間を置いてから、ゆっくりとした口調で、改めて話を続けた。

『先日の、例の研究施設の崩ほう落らく──それに伴ともなって明るみに出た、あなた方の悪あく辣らつなる所業の数々──これらの責任を、あなた方は取らなければならないわけですが』

「！　……く、くくく……おやおや、責任？　何のコトかな、アリアくん……今回の件に関して、我々は全て与あずかり知らぬことだったのだよ。全く、証拠もなく適当な──」

『おや、証拠なら──ここに、この通り、確保させて頂いておりますが』

「……………………ほへ？」

　言いながら、アリアが映像の向こうで広げたのは、多数の文書──承認欄らんなどには、大きく『眺める者』の面々を示す印が押されていた。

「⁉　な、あ、え……え⁉　そ、そんなバカ、な……な、なぜそれが、そこに──！」

『……あなた方が手の者を使って証拠を隠滅するよりも先に、私が自ら例の研究施設に乗り込み、証拠を集めさせて頂きましたので。……政府ストレンジャーの私的な運用、ストレンジャーへの不当な実験を《眺める者》が承しよう認にんした文書、その他諸もろ々もろ……言い逃のがれできるなどと、思われないことですね』

「え、ちょ、待っ……いや、それは何かの間違いで……な、なあ、アリアくん──」

『さて……これによって、あなた方がそうして穴ぐらに籠こもって吞のん気きしている間に……一つの決定を政府が下しましたので、それをお伝えいたします』

『眺める者』の言い訳は完全に無視し──アリアは一方的に言い放つ。

『ストレンジャー研究および対策の最高評議会《イデイン》は、即そく時じ解体……並びに、今後の政府ストレンジャーに関わる全権は、全ての事じ項こうをアリア・来くる武む・エリノア・ヴァルターに移行すること──これは現・政府首脳の決定で、完全なる確定事項ですので、どうぞよろしく』

「────────」

『どうやらあなた方は、度重なる激務に、随ずい分ぶんとお疲れのようでしたし……ようやくお休みになれると思えば、紛れもなく嬉しいニュースでしょう？　ははは』

「……ぐ、ぐぐぐっ……！　～～～っ！」

　政府でも高い位置に居座り続け、その甘い汁をすすり続けていた彼らが、その立場を捨てようなどとは微塵も思っていなかった。しかし今、こうして一方的に地位を剝はく奪だつされた彼らは、見苦しくもアリアを非難しようと声を張り上げる。

「っ、アリア、貴様っ……あれほど目に掛かけてやったというのに、恩知らずな！」

『恩？　……ははっ……寝ね言ごとは寝てほざけ、ですよ。政府上層部に座しながら、特に何を成すでもなく、ただ私腹を肥やし続けてきた、愚ぐ昧まいにして悪辣なる餓が鬼き共に……憤ふん怒ぬや怨えん恨こんの情はあれど、恩を感じたことなど一度もございませんよ』

「があっ……ぬ、ぬぐぐぅ……！」

　何も言い返せず、腹立たしそうに歯は嚙がみする『眺める者』の面々に──しかしアリアはもはや一いつ切さいの興味もないらしく、抑よく揚ようの無い声で用件を言い終える。

『それでは、ええと……ああ、これは申し訳ない……結局最後まで、あなた方の名前を覚えられませんでした……《お父様達》？　では──ごきげんよう』

　ぶつり、通信が途と切ぎれると──二人の黒服はノートパソコンを閉じ、「ふん」と一つ吐はき捨ててから、薄暗い部屋を去って行く。残されたのは、しがみ付いていた地位を失い、地に墜ちた愚者共──しかし彼らの瞳ひとみには未いまだ、どす黒い炎ほのおが宿っていた。

「くっ……くくくっ……愚おろかなり、アリア・来武・エリノア・ヴァルター……我らの底力を知りもせず、甘く見たな……」

「長年この地位に居座り、肥やし続けてきた我らの財力……これによって返り咲ざくか、あるいはアウトロー共でも用心棒に取り……どちらにせよ、復ふく讐しゆうしてやろう……」

「くくく……我らを軽かろんじたこと、いずれ後こう悔かいさせてやりますよ……」

「「「くっくっく……ハーッハッハッハッハ！」」」

　一いつ斉せいに高笑いする、醜しゆう悪あくにして老ろう獪かいなる面々──と、その時、

「「はいどうも失礼ぃぃぃ！　ちょっと用件が残っていたものでぇぇぇ！」」

「「「ひゅいっ⁉」」」

　なぜかハイテンションで戻もどってきた黒服二人が『元・眺める者』をビビらせつつも──気にせずノートパソコンを開き、アリアの映像を再び映し出す。

『ああ、申し訳ない……言い忘れていましたが、あなた方がキャバクラだの何だの私的な娯ご楽らくに公費を使い込み、更さらには自らの懐ふところを潤うるおしていたのも存じておりましたし、これも報告させて頂いておりまして──あなた方の専有財産を全て没ぼつ収しゆうすることで、一応の清算とさせて頂きました。既すでに手配は終えておりますので……ははは、悪いコトは出来ないものですね。では、今度こそ──さようなら』

「「「………………」」」

　ブツン、今度こそ映像は途切れ──黒服達は再び「かーっ、ぺっぺっ」と唾つばを吐き、完全に立ち去る。そして、残されたのは、もはや何も持たぬ老人共のみ──

「…………ふっ」

　失しつ笑しようした『元・眺める者』が──スポットライトに照らされつつ、しんみりと呟つぶやく。

「これからは……これからは、真っ当に生きていこう……無む欲よくに、清貧に、慎つつましく……誰だれの目に触ふれることもなく、静かに……ただ静かに、暮らしていこう……」

「……ワシら、なんかもう、死ぬほど情けないですなぁ……」

「ドン引きするほど、バチ当たっとりますなぁ……」

　こうして『眺める者』は──この国のストレンジャー対策に関する政府最高責任者でありながら、特に何を成すでもなかった彼らは──闇から闇へ、ひっそりとフェードアウトしていったのだった。







　アリアは今、隆たか良ら達を背後に控ひかえさせ──先ほどの薄暗い場所から抜ぬけ出してきた黒服二人と、通信によって対話していた。

「ご苦労だったな、黒服Ａ、そしてＢ……よくやってくれた」

『いえ……そんな』『自分達は、何も……大したコトなんて……』

　褒ほめられてはにかむ屈くつ強きような黒服二名は、傍はたから見ると微び妙みように怖こわいが──しかしアリアは表情を綻ほころばせ、彼ら二人を労ねぎらう。

「そんなコトはないさ。キミ達には、よくよく無理を言ってきた……五か月前にあんな事件を起こした私の部下になど、復帰する義理は無かったはずなのに……こうしてまた、駆かけつけてくれたのだ。……感謝しているのだよ、私は」

『！　い、いいえっ、そんな……もったいない、御お言こと葉ばを……ぐすっ。……我々の……念願、でしたから……当然、ですっ……思えば、そう……雷らい轟ごう魅み神かんちゃんを、五年前……政府の教育施設に、連れて行くことになった……あの時からのっ……』

　そう、実は──隆良と魅神が五年前に別れた時、半強制的に政府の教育施設に連行される際、この二名の黒服は魅神を迎むかえにいった者達の中にいた。隆良も魅神も、そんなことを覚えているはずは無かったが──しかし、この黒服二名は当時から、『こんな年とし端はもいかない子供の意志を考こう慮りよさえしない政府の意向』に、強い疑問を抱いだいていたのだ。

　そんな彼らは、心底からストレンジャーの子供達を思いやるアリアの思想に、当然のように惹ひかれた。この年の初めに『ストレンジャー対策課研究室室長』となったアリアの部下となったのも、彼らが自ら志願してのことである。

　そしてついに今、目的は達せられ──アリアの労いを受けた瞬しゆん間かんに気が抜けて涙なみだ声ごえを漏もらしてしまったらしい。恥はじた黒服はジョークを口にして誤ご魔ま化かそうとする。

『ふう……はは、しかしまあ、御言葉はありがたく頂ちよう戴だいすることにしますよ。何せ我々、未だにあなたに、ＡとＢの見分けすらつけてもらえないんですからね……少しくらい労われても、バチは当たらないでしょう。はっはっは』

「……ふっ、手厳しいな。そういじめてくれるなよ──黒服Ａ」

『いやだから、自分はＡで────え？』

　聞き違いか、と目を丸くするＡ──彼に代わり、もう一方が慌あわてて尋たずねてくる。

『あっ……アリア室長⁉　まま、まさかっ……じっ──自分達の、見分けが──！』

「おいおい、何を慌てているのだ？　ふっ……当然だろう──黒服Ｂよ」

『……⁉　あ、ああっ……あ、あっ────！』

　口元を押さえ、感極きわまっていたＡとＢが──同時に、思い切り頭を下げる。

『『あざぁぁっす！　感激ッス、自分ら……今マジで報むくわれた気がしますぅぅぅ！』』

「ふふっ、おいおい、大げさだな……まあ、以前までの私では、きっとこうはいかなかっただろうが……ふふっ、私も隆良くんに負けてからな……成長、したのだよっ」

　キリッ、とドヤ顔をするアリアの表情は、心底から誇ほこらしそうだ。そう、人は成長し、変わっていく──揺蕩たゆたう時の流れは一いち抹まつの寂さびしさだけでなく、胸を打つ劇的な感動をも、もたらしてくれるのだ。手放しに喜ぶ黒服と、ドヤ顔のアリアを見て、隆良は思う。

（名前で……名前で、憶おぼえてやれよ……ＡとＢじゃなくてよ……なんかもう黒服の人達、あんな大喜びしてることが、逆に可哀かわい想そうだろ……）

　隆良の想おもいは尤もつともだが、しかし実は彼も黒服Ａ・Ｂの本名は知らないので、人の事は言えない。と──ドヤ顔のまま通信を終えたアリアが、隆良達のほうを向いた。

「……さて、と……これで『眺める者イデイン』共は、完全に失しつ墜ついした。また、ついでといっては何だが、『政府最高位ストレンジャー』という地位も失なくすことに決定したよ。度を過ぎて与あたえられる絶対唯ゆい一いつの立ち位置は、同時に『孤こ独どく』を生み出す要因となってしまう。……あんなモノは……『人間』には、必要ないのさ」

「……そうだな。多分お前は……『Ⅰ』のヤローが歪ゆがんじまった理由にも、気付いてたんだな。お前が『最高位』を失くすっつーなら……きっとそれが、正しいんだろうぜ」

「……ああ、きっとそうさ、隆良くん。……さてこれで、私達を煩わずらわせるものは、何も無くなった……というコトだ。そんな訳で、皆みんな──」

　ぐるり、仲間達の顔を、一つ一つ見回してから──にこり、アリアは微笑ほほえみ、

「さあ──帰るぞ。私達の場所へ……私達が、共に居られる場所へ！」

　その言葉を聞いて──隆良、魅神、夜よ侘わび、沙さ凪なぎ、氷こお莉り、ヱリコが──揃そろって返す。

「「「「「────お───っ！」」」」ですの」「おーっ、だらだらしたーいっ」

　……一部、揺ゆるぎないマイペースな声もあったが──しかし彼らは心を一つにして、ようやく帰き途とへつくことが出来たのだった。







　隆良達は、ついに帰ってきた──ただの一人も欠けることはなく、全員で。特に隆良にしてみれば五か月ぶりの、懐なつかしい研究所へと戻って来ていた。

　久し振ぶりに全員が揃い、存分に羽を伸のばしている……かと思いきや。

「「「「………………」」」」

　なぜだろう、魅神、夜侘、沙凪、氷莉の四人は、帰って来る前の弾はずんだ様子からは信じられない程ほどに沈しずんでおり──何やら苛いら立だたしげに、黒々とした瘴しよう気きを吐き出している。

「……アリア師し匠しよう、ズルいです……う～……」

　どちらかといえば穏おだやかなヱリコでさえ、不満げである──さて、彼女の『ズルい』という言葉の意味は何なのか、それは隆良とアリアの現状が示していた。

「ムー、ムー♪」

「ねえねえアリアさんなんなんスかコレねえちょっとねえ」

　椅い子すに座っているアリアに、隆良は完全に拘こう束そくされていた。隆良はまるでぬいぐるみのように抱かれており、彼の後頭部は──アリアの胸の谷間へと沈んでいる。

　なぜこんな事になっているのか、隆良は顔を真っ赤にしつつ、アリアへと尋ねた。

「お、おい、アリアっ……なな、何のつもりだ、こりゃあっ……か、帰ってきたと思ったら、いきなりべったりくっつきやがって……ィヒッ……は、は……離はなさんかーい⁉」

「むぅ？　こーとーわーるー。良いではないか、隆良くん。私はもう、自分を抑おさえないと決めたのだ～。甘えたい時は、無理に抑え込んだり我が慢まんせず……こうやって存分に甘えさせてもらうのだ～。ほれ、キミだって、私に好きなだけ甘えても良いのだぞう？」

「ふ、ふぐおっ……そ、そういう訳には、行くかっはぁぁぁン……つ、つーかお前、何かストレンジャー管理の総責任者になったとか言ってたけど……それなのに、こんなトコいてイイのかよ⁉　……別に、どっか行けってワケじゃねーけど……」

「んん？　ああ、構わんさ。デスクワークなど、どこででも出来るしな……文句など言わせん。私はココにいたい。そのために頑がん張ばってきたのだ。文句言う奴やつはクビな」

「いきなり職権乱用じゃねーかァァァ！　先行き不安になるわ！」

「はっはっは。まあまあ、良いではないか、良いではないか。堅かた苦くるしいコトは抜きにして……ほーれ、アリアおねーさんの、おっぱいまくらだぞう？　堪たん能のうしたまえー」

「お前、思った以上に吹ふっ切れてんな！　……つ、つーか……だから、それがヤバイんだってぇぇぇ！　ンィヒッ……は、はおっ……離せっしゃぁぁぁ！」

　しかし離さぬ。ご機き嫌げんＭＡＸ状態のアリアは隆良を両手で抱だきしめつつも、常識外れの力で拘束する──が、そこで文句を口にしたのは、魅神と夜侘だった。

「ちょ、ちょっと……アリア、いい加減にしなさいよね⁉　帰ってきてから、ずっとベッタリで……ば、バカ隆良も離せって言ってるじゃないの！」

「あ、アリアお姉さま、ズルイですよう……そろそろ隆良を、解放しないと……」

「むっ。…………断るっ」
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「「──────え、ええっ⁉」」

　まさか断られるとは思わず驚おどろく魅神と夜侘に向けて、ぷいっ、とそっぽを向いて拒きよ否ひしたアリアは、口を尖とがらせながら反論した。

「だってキミ達は『浮ふ遊ゆう研究施し設せつ』で、先に隆良くんと再会したではないか。私なんて、キッチリとは再会していなかったのだぞ。その分、ここで再会の感動を味わわせてもらう。じゃないと、フェアではないではないかっ」

「や、アリア……で、でも私達、その時はルーネとかいう子がいたせいで、とても再会なんて空気じゃなかったワケだしっ……だ、だからさぁ！」

「そんなの知らんもん。魅神の責任だもん。その時はその時、今は今だ……もん」

「言いにくいなら、もんもん言うんじゃないわよー！　離れなさいってばぁー！」

　魅神がじたばたと身み動じろぎしながら要よう請せいするも、アリアはやはり受け入れない。

　更さらに沙凪も頰ほおを膨ふくらませて「おゲル様を独ひとり占じめにするなんてズルイですの！」と憤ふん慨がいしており、氷莉などは『異議アリ』のプラカードを（なぜか）掲かかげていたが──アリアは口笛を鳴らして白々しくスルー。なかなか剛ごうの者である。

　しかし、この騒さわぎに乗じて抜け出したのは、拘束されていた隆良本人だった。

「──ふおっしゃぁぁぁ！　や、やっと抜ぬけられたァァァ！」

「むうっ。ぬー……隆良くんの、いけずー」

「くっ……あ……危ねぇ……あのままあそこにいたら、あの柔やわらかさの魔ま力りよくに囚とらわれて、一生抜けれねぇトコロだったぜ……」

「……ほう？　……隆良くん……いつでもカムバックしていいのだぞう？」

「ゼッテェェェしねぇよ！　……つーかよ、そんなコトより──アリア、お前に聞きてーコトがある！」

　拘束から抜け出した隆良が、ビシッ、とアリアに人差し指を突つき付け──「？」と首を傾かしげるアリアへと、真しん剣けんな口調で問いかけた。

「アリアっ……俺のゲルは確か今、Ｄランクだったはずだ……でもよ、俺のゲルは以前と違ちがって、『自在に操作できる』『粘ねん度どを調整できる』と……幅はばが広がっている訳だ。つまり、これなら……俺の異能のランク、変わるのが当然なんじゃねーか⁉」

「！　……ふむ……」

　その意見を前に、口元へ指を当てて沈ちん黙もくするアリア──しかし対する隆良は、実のところ確信していた。自分の異能は、間違いなくランクアップすると。

　考えてみれば、当然かもしれない。初めて魅神と戦った後、ゲルの『不導体の性質』が明らかになり、ＥランクからＤランクへ上がったのだ。しかも、今回は『体から離れても、自在に操作が可能』という、とんでもない性質が判明したのである。

　これならＣランクどころか、もしかするとＢランク……いやいや、一気にＡランクの可能性も──！　そんな妄もう想そうをする隆良へと、アリアは輝かがやくような笑顔を見せた。

「……うむ！　ふふっ、さすが隆良くん、察しが良いな……その通りだ！　キミの異能のランクは、確かに変動することが決まっている。……本当は、もう少しもったいつけてから……キミの帰き還かんを祝す形で、プレゼントしたかったのだがな」

「⁉　ま──マジで⁉　あ、いや、まあ……分かってたけどな⁉　そ、そーかい、何か気を遣つかわせてたみてーなのに、悪かったな？　……そ、それで、俺の新ランクは……？」

「ふふっ、まあ、そう慌あわてるな……落ち着いて聞きたまえ、隆良くん……」

　にやり、アリアは小こ悪あく魔まのように笑みを浮うかべながら、もったいぶった雰ふん囲い気きで──あえて、厳おごそかな口調で隆良へと語りかける。

「唯一にして初の政府公こう認にんストレンジャーチーム……そのリーダーたるキミが、更に『異能』を成長させた──まるで、そう、その成長性たるや、魅神や夜侘ちゃんに類するモノがある……そんなキミに、新たなるランクを授けよう──！」

「！　お、おおっ……そ、そう言われると、くすぐってぇな……し、しかし、魅神や夜侘に類する……？　じゃ、じゃあ俺の今後のランクは、まさかっ……⁉」

「ふっふっふ……慌てるな、隆良くん……んんっ」

　咳せき払ばらいし、これ以上ないという程ほどにもったいつけて、引っ張って、引っ張って──ついにアリアは、ゆっくりとその口を開いた。

「下しも野の根ね隆良くんっ……キミの……新たなるランクとは──！」

　仲間達の注目が集まる中、期待に胸を高鳴らせる隆良へとアリアから告げられる、彼の新しい『異能』のランク──それは──！

「Ｅランクだ」

「ふっざけんなよオマァァァ！　何で下がってんだよぉぉぉ！　強くなってんのにＤからＥに下がるとか、ありえねぇだろぉぉぉ！」

　そのランクを突き付けられてから、即そく座ざに憤慨の声を上げる隆良──しかしなぜだろう、アリアは軽く首を横に振ふり、落ち着いた様子で続けた。

「ふふっ……早とちりするな、隆良くん。このＥランクは、ただ単にＥランクというワケではない……『キミ専用』の、『特別』なＥランクなのだぞ？」

「ふざけっ──……え？　『俺専用』の……『特別』……な？」

　その文字通り『特別』な響ひびきに反応し、隆良が耳をそばだてると──アリアは、少しだけもったいぶったように「こほん」と咳払いしてから、改めて言葉を紡つむぐ。

「政府初のストレンジャーチームのリーダーであり、特別な個体と認められた、下野根隆良くん……そんなキミにのみ与あたえられる、特別なＥランクというのは……そう、名付けて──『Exceptional　rising　organism』──キミの並外れた個性と、類たぐい稀まれなる成長性を示す……他の誰だれにも得ることの出来ない、唯ゆい一いつ無む二にのランク名さ！」

「⁉　お、おお……な、なんだそれ……？　……えっ……なんだそれ……⁉」

　アリアの述べた『特別なＥランク名』は、なかなかに長ったらしく大おお仰ぎようで──それを与えられた隆良は、瞳ひとみを輝かせながら拳こぶしを握にぎった。

「か──カッケェェェ！　マジかよ、それ……頂きたい……是ぜが非ひでも頂きたいッ！」

「ふっ、もちろんだとも……というか実のところ、既すでに申しん請せいして、通ってしまっているしな。まあ定義上、特別Ｅランクか……もしくは略りやく称しようで呼ぶことになるだろうが、うん……それも一つの個性として受け止めてくれれば、私としては助かる」

「全然っ……全然イイよっほぉう！　むしろナイスだよアリア……いや、アリアさァん！　今お前が、誰よりも輝いて見えるよぉぉぉん！」

「ふふふ、照れる。……ご褒ほう美びに、存分に甘やかしてくれてもイイのだぞう？」

　頰を赤らめて遠まわしに求めるアリアだが、テンション上がりっぱなしの隆良には聞こえなかったようだ。

　更に、完全に舞まい上がっている隆良へと、ヱリコと沙凪も祝福を投げかける。

「し、下野根くん……おめでとうございますっ！　スゴいことなのかどうか、わたしには良く分かりませんけど……で、でも、えへ……か、カッコいいですよっ！」

「さすが隆良様のゲルですの！　わたくしは初めて見た時から、特別なモノだと思ってましたのよっ！　いい加減ゲルぶっかけろやボルァですの！」

「うへへ、サンキュー、ヱリコ、沙凪……いや沙凪は何か違う気がするけども、まあ……細かいコトはどうでもイイわ！　へへっ……最高だぜ、ヒャッハァー！」

　もはや隆良は、大喜びの浮かれっぱなし──……だが、そんな彼の『新たなるランク名』を耳にしてから、浮かない顔をしている少女が三名。

「「「………………」」」

　魅神、夜侘、氷莉──『Ａランク』三人娘むすめが、こぞって沈しずんだ面おも持もちをしている。それは別に『特別なランク』を羨うらやんでいるとか、そういう訳ではない。

「……ねえ、夜侘ちゃん、氷莉ちゃん……『Exceptional　rising　organism』って……あのさ……略すと、多分……その……」

「「………うん………」」

　こくり、夜侘と氷莉が頷うなずき──三人同時に、ほぼ同じことを考える。

（Ｅｒｏランクだわ……）（Ｅｒｏランクだよね……）（Ｅｒｏランクかー……）

　略したら、とんでもない事になった。アリアは気付いているのだろうか。もしも気付いているのだとしたら、五か月前にゲルスライム責めを受けたことを、実は根に持っていたのだろうか──朗ほがらかに微笑ほほえむ彼女の表情からは、いまいち読み取れないが。

　もうこうなったら、隆良が出来るだけすぐには気づかないよう、祈いのるばかりである。ヒヤヒヤするＡランク三人娘と、特に気付かず無む邪じや気きにはしゃぐ沙凪とヱリコに、ただただ微笑むアリア──そんな微び妙みようにカオスな空間で、先ほどまで大喜びしていた隆良が、こっそりとアリアへと歩み寄った。

「へへっ……にしても、この新ランクをくれたのってよ、もしかして……五か月前にお前が大暴走しちまったから、そのお詫わびってヤツだったりすんのか？」

「ん？　……ん、んんー……まあ、確かにそれと関係することも、あるにはあるのだけど……な？　しかしまあ、隆良くんの『異能』の性質が変わったのは事実だし……詫びだ何だというのを抜きにして、ランク変動は妥だ当とうな決定ではあるぞ？」

「ふーん……なるほどな。……でもまあ、何だ……その、五か月前のコトだけどよ」

「うっ……な、なんだ、もう……そんなしつこく、蒸し返さなくても良いではないか……わ、私とて、ちゃんと反省してっ──」

　頰を膨らませて、少しだけ悲しそうな顔で不満を述べようとした、そんなアリアに──隆良は、ニカッ、と笑いながら言い放つ。

「──お前がちゃんと、あの時の考えを改めて……ココにいてくれて、良かったぜ！」

「……えっ？　……え……」

「やっぱりな……お前がいねえと、多分魅神は……俺達だって、始まらねーんだからな！　……なあ、皆みんなのお姉さんよ！　へへっ！」

「！　な、なあっ……う、うぉぅ……」

　開けっ広げに述べる隆良に──思わずアリアの両頰が朱しゆ色いろに染まった。しかも、いつもは鈍どん感かんなはずの隆良が、よりによってこんな時だけ目ざとくアリアの変化に気付く。

「ん？　なんだ、何でそんな顔真っ赤にしてんだよ……あ、まさか皆のお姉さんとか言われて、照れてんのか？　へへっ……カワイーとこもあるんだなぁ～？」

「なっ……ぬななっ⁉　か、かわっ……こ、こら、隆良くん！　お姉さんをからかうモノではないっ！　わ、私のほうが、年上なんだからっ……と、年上と、してっ……」

「何言ってんだっつの、二、三歳しか変わらないって、出会った頃ころにお前が言ったんだろが。……と、まあ、それはイイけどよ……へっ、とにかく安心したぜ……お前が自分を犠ぎ牲せいにするのを止やめて……『箱庭計画リトル・ガーデン』だとか、そんなモンも捨ててくれて、な。これで、俺らはまた──一いつ緒しよにやってける、ってモンだぜ！」

「む、むむぅ、またそんな、ちょっとキュンとくるコト…………ん？　……ふむ」

　と、そこでアリアが物思いに耽ふける。「あん？」と首を捻ひねる隆良には構わず──暫しばらくして、アリアは急にニヤリと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、隆良へ近づいて軽く囁ささやきかける。

「おや、隆良くん……何か、勘かん違ちがいしていないか？　……私がいつ、『箱庭』を諦あきらめたと言った……？　そんなコト、一言も言った覚えはないが……」

「……なっ⁉　おい、アリア、そりゃどういう意味っ……」

「諦めるどころか……私の『真の計画』は、いまだ水面下で進行中だ……まだまだ甘いな、下野根隆良……くっくっく、さーあ、どうする～……？」

「！　アリアっ……お前、まだ何か変なコト企たくらんでっ……⁉」

　ずいっ、と詰つめ寄る隆良。『カマン』と両手を広げて待ち構えるアリア──だが、進んで罠わなにかかりそうになる隆良を途と中ちゆうで止めたのは、魅神だった。

「……はっ⁉　ちょ──バカ隆良、何やってんのよ⁉　アリアにいきなり迫せまってっ……あ、アンタ、あれだけ引っ付いてたのに、またベッタリする気⁉　したいの⁉」

「……は⁉　いや何言ってんだ、誤解だっつの！　コイツがまた、なんか変なコト企んでるっぽいコト言い出すからっ……」

　隆良が反論するも──当のアリアはしらばっくれて、軽く首を横に振る。

「おや、何のコトかな？　私は別に『変なコト』なんて、企んでいるつもりはないが……隆良くんの、勘違いじゃないか？」

「へ？　……ああっ⁉　まさかアリア、俺をハメやがったのか⁉」

「ふふんっ……お姉さんをからかった罰ばつだっ。……なんてな、ふふっ」

「ま、また意味分からんコト言いやがって……こんにゃろっ！」

　アリアに詰め寄ろうとする隆良だが──更さらに割り込んできた夜侘が、それを遮さえぎる。

「ちょ、ちょっと、隆良っ……またアリアお姉さまに飛び込んでいこうとするの⁉　……やっぱり、あの胸に埋うもれたいの……？　おっぱいがイイのぉ⁉」

「お前は一体何を言い出してんだァァァ！　誰もそんなコト言ってないっしょぉ⁉」

「アタシだって……アタシだって、成長してるんだからぁ！　確かめてみればイイじゃない！　何だったらその顔面、また突つっ込みにくればイイじゃないーっ！」

「そんなワケにいくかぁぁぁ！　ちょ、だ、誰か……助けてくれぇい！」

「おっしゃぁ隆良様よくきましたのオラァァァ！　今こそ万感の思いを込こめて、わたくしにゲルぶっかけまくれやですのォォォ！」

「もうやだ俺に救いはない！　俺の周りには地じ雷らいしかいない！」

　そもそも沙凪のほうへ逃にげたのが間違いだった気はするが──しかし仮に氷莉のほうへ逃げたところで、どちらにせよ間違いだったと隆良は知る。

「──たからパパっ。ほらほら……やっとヤクソク、はたしてもらうトキがきたよーっ。わたしをあまやかしてくれる、っていう……さあっ、あまやかせーぇっ」

「お……うおっ⁉　お、おい、いきなり飛びついてくんなって、氷莉──ギャアアア⁉　お、おまっ……抱だき付いてるトコ、凍こおらせんなよ！　つっ……冷てぇぇぇ⁉」

「ふふふー……これでカンタンには、はなれられまいー……おもうぞんぶん、あまやかしてもらってぇー……だらだらするんだからー☆」

　ひっつき虫のごとく隆良から離はなれない氷莉は、いつものように……いや、いつも以上に自じ堕だ落らくな様子で、だけど同時に幸せそうだ。

　とはいえ、凍らされた冷たさに隆良は煩はん悶もんし──心配したヱリコに声を掛かけられる。

「あ、あの、下野根くん……大だい丈じよう夫ぶですか？　わたし、何か出来るコト、ありますか？」

「！　おぉ……いや、大丈夫だよ。ありがとよ、ヱリコ……はあ……なんかもう、お前が天使に見えるぜ、ホント……」

「⁉　そ、そそそんなっ⁉　わ、わたしなんかがっ……は、はう、う……」

　顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう、そんなヱリコ──と、隆良の言葉を逃のがさなかった魅神が、瞳を鋭するどく輝かがやかせて彼へと詰め寄る。

「……ふぅぅぅ～ん……？　高たか橋はしさんは天使、ねぇ……じゃあ何かしら？　私はさながら悪あく魔まとでも言いたいワケ？　……どうなのよ、バカ隆良ぁ……？」

「……ああ、うん……まあな、そんな電でん撃げきビリビリ迸ほとばしらせて、今にも襲おそい掛かってきそうなのを、天使とは言えねーだろ……どっちかっつーと、確かに悪魔寄り──」

「……………………ふふっ」

「……み、魅神……？　魅神さ～ん？　な、なんかその、笑顔怖こわいんスけど～……」

　無神経失言の大おお御ご所しよ、下野根隆良──なぜ予測できなかったのか。五か月ぶりだから、ということにでもしておこうか。そしてこれも、五か月ぶりの──

「いい加減その無神経な口なんとかしなさいよバカバカバカバカバカ隆良ぁ───っ！」

「うおお早口からの久々──あばばばばばばー⁉」

「すわっ。みかんママ、あぶないんですけどっ……カンイッパツ、だったよっ」

　一人で退たい避ひした氷莉を、隆良もつい恨うらみたくなってしまうが、まあいつもの事だ。しかし久々のお仕置きを決行してもなお、魅神は腹の虫が治まらないのか、隆良に迫る。

　更に、そこへ夜侘と沙凪が乱入するのも、いつも通り──新たにヱリコまで加わって、久し振ぶりに皆で集まるこの場所は、より一層の賑にぎわいを見せていた。

　そんな彼らを、アリアは少し離れたところで眺ながめながら──

「……ふふっ……」

　小さく微笑み、ぼんやりと考える。

（……アレは、冗じよう談だんじゃない……私の『真の計画』は……リトル・ガーデンは、間違いなく進行中だよ。……まあ正確に言えば……既すでに、叶かなってしまっているのだが……な）

　アリアの『真の計画』──それは、アリアが本当に望む、『心からの願い』だった。

　五か月前、もしアリアが己おのれを犠牲にしていたなら、決して叶わなかった願いだ。

　それは──今この瞬しゆん間かん、アリアの目の前に広がる、この光景。

　隆良によって繫つながった、仲間達──夜侘が、沙凪が、氷莉が、ヱリコが──そして魅神が、隆良を中心として、分け隔へだても遠えん慮りよもなく、思いのままに泣いて、怒おこって、時に喜びを分かち合い──一緒に、笑い合っていられる。

　そしてアリアは──そんな皆を見守り、微笑んでいられる。

　ただそれだけで、アリアの心は満たされ──多幸感に包まれていった。

　ずっとこうして、皆と共に、過ごしていきたい。ただそれだけで、構わない。

　それは、他ほかの誰だれかからすれば、小さな小さな、ささやかすぎる願いかもしれない。

　けれど、アリアにとっては──これこそが、他の何よりも、強く望んだ、心からの願い。

　そう、これが──今ここで、皆と共に居られる、この瞬間こそが──




　アリアの望んだ──『箱庭』の中の、『小さな楽園リトル・ガーデン』──




「……幸せだな、私は……今の私は、きっと、誰よりも……幸せ者、だよ……」

　穏おだやかに微笑み、小さく呟つぶやいたアリアに──その声を微かすかに捉とらえた隆良が、仲間達に揉もみくちゃにされながらも、怪け訝げんそうな表情で尋たずねる。

「ふ、ふぐおおっ……ん？　……おい、アリア……今、なんか言ったか？」

「ん？　……ああ……いや、私はな──…………」

　答えようとしたアリアは、しかしそこで、一度言葉を止める。

　アリアが今、ここにいられるのは、彼の──下野根隆良のおかげだ。隆良が全力でアリアとぶつかり、アリアの歪ゆがんだ計画をぶち壊こわしてくれたからこそ──アリアは今、無む為いに命を投げ捨てることもなく、皆と共に居られる。

「………………」

「？　何だよ、アリア……黙だまりこくっちまって。おーい、アリアー？」

　アリアが最も望んでいたものを、隆良は与あたえてくれた──そんな彼に、アリアの言いたいコトは、もうただ一つしか浮うかばなかった。

「……なーあ？　隆良くぅ～ん……ふっふっふー……」

「？　な、なんだよ、変な笑い方しやがって。やっぱマジで、何か企んで──」

「…………ふふっ」

　警けい戒かいする隆良へと──にこり、アリアは柔やわらかな陽ひ射ざしのような笑えみを見せながら、




「────愛しているぞっ♡」

「「「「「────⁉」」」」」




　思いも掛けないアリアの大だい胆たん発言──室内の女子陣じんが思わず総立ちになるが、警戒していたところをカウンター気味に一言叩たたきつけられた隆良は、

「……は、へ？　え……アリア？　なんだそれ、一体どういう意味で──」

　いまいち言葉の意味を吞のみ込めていないらしく、問いかけようとするが──アリアの突とつ飛ぴな発言の意味が分からないのは同じながら、魅神達が慌あわてて隆良へと詰め寄った。

「ばばば……バカ隆良⁉　何よ今の、どういうコト⁉　ちょっと答えなさいよぉ⁉」

「い、いや、そんなコト言われても……つーか、何で俺に聞くワケ⁉　アリアに聞けよ、俺だって良く分かんねーんだって⁉」

「た、隆良ぁ……なんなの……？　今の、なんなの⁉　この『宿星の片割れスター・パートナー』がいながら……またそういうコトなの⁉　許さないよっ⁉」

「夜侘まで意味分からんコト言うなァァァ！　ややこしいにも程ほどがあるわァァァ！」

　魅神のみならず、夜侘にまで詰め寄られ、焦あせる隆良だが──更に、沙凪・氷莉・ヱリコまで順番に突とつ撃げきしてきて、揉みくちゃ状態になってしまう。

「ちょっと隆良様、なんなんですの⁉　……なんっ、なんっ、で・す・のぉっ⁉　わたくしにゲルをぶっかけるのも忘れて──おっぱいに現うつつを抜ぬかすとは、何事ですのっ！」

「たからパパー……どーいうことー？　わたしじゃなく、アリアおねーさんをあまやかすコトにきめたワケ？　……え？　なにそれー……もっと、こおらせちゃうよ？」

「さ、さささすがアリア師し匠しよう……わ、わたしも見習わないと！　た、たか、たから、く、う……むむむ無理です無理ですビビりなわたしでごめんなさいですーっ⁉」

「うおおお、お前ら落ちつけェ！　何かもうツッコみきれんし、何よりこのままだと押し潰つぶされそう！　再会から永遠のお別れまで超ちよう特急なんですけどォォォ！」

　結局、いつもの騒さわがしい光景に逆戻もどり──先ほどのアリアの発言に関しては、そのままうやむやになってしまう。

　隆良を大いに混乱させ、魅神達を焦しよう燥そうさせる、そんな発言を放ほうり込んだ張本人の──アリアは、騒ぎ立てる面々を眺めた後、

「んーむっ……皆みんな元気で、何より！　……かな？　ふふっ♪」

　晴れ渡わたる空を窓まど越ごしに見上げ──ただただ幸せそうに、満面の笑みを浮かべた。










　深夜──昼間の晴天が噓うそのような、土ど砂しや降ぶりの雨が降り注ぐ中──一台の護送車が政府の収容所へ向けて走っていた。本来、その収容所へ収しゆう監かんされるのは、基本的にアウトローなのだが──護送車に乗っているのは、元は政府のストレンジャーだった人間だ。

「この吾わが輩はいが……あのような下等な男に、地に墜おとされるとは……屈くつ辱じよく、ですねぇ」

　それは、つい最近まで『政府最高位ストレンジャー』の名を恣ほしいままにしていた『Ⅰ』──全身を厳重に拘こう束そくされ、『異能』を使うどころか身動きすらもままならない彼は、ただ悪態を吐つくことしか出来ない。

「全く……下等で、下品で、不ふ遜そんで……下の下としか言いようのない、あんな下げ種すが……この吾輩に向けて、説教など……『最低』まで墜ちて、出直してこい、などと……」

　ずっと『最高』の位置に立ち、一度たりとてその位置を譲ゆずらなかった『Ⅰ』を引きずり下ろし、並び立つどころか超こえていったのは──よりによって『Ⅰ』が『最低』と断じた存在、下野根隆良だった。彼を思い出すたびに、『Ⅰ』は苦々しそうに顔を歪める。

「……なにが『ヒーロー』だ……ふん、良いでしょう。吾輩は、再び這はい上がり、上り詰つめて見せる……その時こそ、『ヒーロー』などとほざくあの愚ぐ者しやに、後こう悔かいを──」

「────『ヒーロー』に、興味があるのかね？」

「…………────⁉」

『Ⅰ』に向けて、突とつ然ぜん響ひびいてくる声。「いつの間に」と口にするのが滑こつ稽けいなほど、彼はまるで当たり前のように、そこに──『Ⅰ』の隣となりに、座っていた。

　それは、『仮面のヒーロー』────『絶対正義ジヤガー・ノート』だ。

「っ……貴様は、あの時の……一体、何をしにっ……⁉」

「……『何をしに』？　……ああ、そうだ、そうだった……私はキミに、聞かなければならないコトがあるのだった……そうだ、そう……まずは、それからだ……」

「……？　聞きたいコト、ですと……？」

「ああ……キミはどうやら、この私を知っているようだが……一体、どうして知っているのだ？　私を、どういう風に知っているのか……それを、聞かせて欲しい」

「！　……なるほど……そうですか、そんなコトを聞くために、わざわざ……ええ、知っていますとも、貴様のコトは、良～くね……くくっ、くっ……くっくくっ……」

「……？　どうしたのかね……なぜ、笑っている？」

「くっ──くぅーっくっく！　これが笑わずにいられますかっ……どうして知っているのか？　知らないはずがないでしょう……？　過去に『ヒーロー』などと呼ばれ、あれほど持て囃はやされながら、あっさりと消えてしまった滑稽なピエロのコトを！　政府のストレンジャーとして長く携たずさわっている者ほど、貴様を良く覚えているモノですよ！」

「……ふむ、そうなのか……そう、なのか……それは困ったな……」

　なるほど、と不気味に頷うなずく『絶対正義』の表情は、仮面に阻はばまれて垣かい間ま見みることさえ出来ず──『Ⅰ』は怪訝に思いながらも、彼を悪あく罵ばする口を止めようとしなかった。

「『落ちぶれた英えい雄ゆう』……『人々に忘れ去られたヒーロー』！　大人しく消えたままでいれば良かったものを……過去の人間が、今さらノコノコと表おもて舞ぶ台たいに姿を現して……くっくく、なァんのつもりですかねぇ⁉　見苦しすぎて、逆に笑えてきますよ……ねぇ⁉」

「……ん？　……おや、キミは私を『良く知っている』と言ったが……ん？　……この私の『信しん奉ぽう者しや』というワケでは、ないのかね？」

「はい？　……は、はあぁぁぁ？　ナニを言うかと思えば……今の会話のどこに、吾輩が貴様の『信奉者』だと思わせるような要素があったと……？　……冗談じゃあないですよ！　どこかオカシイんじゃあないですか？　貴様のせいで、吾輩は結果的にこんな目にあっているというのに……貴様を憎にくみこそすれ……慕したうことなどありえない！　はっ、世界全すべてが自分を中心に回っているとでも？　勘かん違ちがいも甚はなはだしい──」

「……ふふっ、はははっ……そうか、そうだったのか……なんだ、良かった……キミが私の『信奉者』でなくて……本当に、良かった」

「⁉　なんですかね、今度はいきなり笑い出して……本当に、イカれてるんじゃ──」

「もし、キミが私の『信奉者』だったら──私はこんなコトなど、出来はしなかった」

「へ？　…………え────」

　瞬間、『Ⅰ』は何が起こっているのか理解できず、目を丸くした。『絶対正義』は『Ⅰ』のこめかみに人差し指を当て──無造作に、そうするのが当たり前とでもいうように、『圧縮した空気の弾だん丸がん』を作り出し──

「ひっ……な、なにを──────ぁ」

　ただ一言を発することも、微み塵じんの躊躇ためらいさえなく──その弾丸を、発射した。

『パシュン』と、素っ気ない音が響ひびいてから数秒後──『Ⅰ』の体がぐらりと揺ゆれ、そのまま横に倒たおれたまま、ぴくりとさえ動かなくなる。

『絶対正義』はもはや、『Ⅰ』のほうを見向きもしない。感情を反映する仮面の模様は微かに波立つことさえなく、虚うつろな瞳ひとみで虚こ空くうを眺ながめ、ぼんやりとした口調で呟き始める。

「大だい丈じよう夫ぶ……心配ないさ。きっと、もう……誰だれも忘れなど、しない……忘れない、から」

　不ふ明めい瞭りようなことを口にする『絶対正義』の、その仮面で静かに佇たたずんでいた模様が──夜の闇やみに溶とける仄ほの暗ぐらい海の、禍まが々まがしい波のような蠢うごめきを見せ、徐じよ々じよに広がっていく。

「そうだ……二度と忘れさせはしない……人々は、再び知るだろう……そうだ──」

　熱に浮かされたかのように、白昼夢にでも囚とらわれているかのように──『絶対正義』はただ一人で呟き続け、




「『絶対正義』は──『ヒーロー』は、確かに────ここにいるのだと────」




　ついに仮面の全てが、漆しつ黒こくの闇に塗ぬりつぶされてしまうのと同時に──『ヒーロー』の姿は、跡あと形かたもなく霧む散さんしてしまった。




　泥でい濘ねいをかきわけて進む、鋼鉄の密室は──土砂降りの雨の中、全てを秘め、何も知らぬままに走り続けるのだった──







　あとがき







　六巻をお手に取って頂いただき、ありがとうございます。初はつ美み陽よう一いちです。第二部の始まりとも呼べるこの六巻、こうして『ライジン×ライジン』を続けられるのは、読者の皆様のおかげ……相も変わらず感謝の情に打ち震え、生まれたての小こ鹿じかの如ごとしでございます！




　今回は前の五巻から、五か月後のお話。所々グレードアップし、成長している面々を、パルプピロシさんには巧みに描えがいて頂き、こちらでも生まれたての小鹿が爆☆誕している次第……感謝が溢あふれて止まりません。五巻のあとがきで『少女の成長に昂たかぶる』と書いたからでしょうか……皆のこの成長の……気合の入りっぷりはッ……滾たぎるッッッ！

　ふう、取り乱してしまいました……誠に申し訳ないです。さて、もちろん成長した仲間達だけでなく、新たに登場した『ルーネ』を、こんなに可愛かわいらしく描いて頂けるとは……ところで私、『銀髪キャラ』が大好きでして、並々ならぬフェティシズムを感じずにはいられない始末……しかも、ツインテール……？　銀髪ツインテール……だって……？　これは、このルーネはッ……萌もえるッッッ！

（初美はもうダメだ……！　どうしてこんなになるまで放っておいたんだ！）




　越お阪さか部べワタルさんにも、卓抜なる感性から紡つむがれる絶妙なデザインに、毎回驚かせて頂いております……毎巻ごとにもたらされる新鮮な感動が、ありがたいです……！

　そしてこの六巻からお世話になっている、新担当のＫさん……私のような未熟かつド変態フェチ人間を押し付けて申し訳ない次第ですが、ビシバシ鞭むち打って頂ければ幸い……ウヘヘ……ってギャアアア本当に鞭打たれたぁぁぁ⁉（我々の業界ではご褒ほう美びです）

　そしてこの六巻が出るのと同時期、二○一三年の八月に、何と福ふく原はら蓮れん士じ先生に描いて頂いているコミック版『ライジン×ライジン』三巻が出ておりますっ……！　ゲルの増量っぷりに、間違いなし……是ぜ非ひともチェックして頂けると幸いでございます！

　まだまだ未熟な初美ですが、絶えることなき情熱で突っ走り、『ライジン×ライジン』を読者の皆様に末永く愛して頂けるよう、全身全霊を振り絞って参ります。

　今回も誠にありがとうございました──そして今後とも、よろしくお願い致します！





初美陽一












ライジン×ライジン６




RISING×RYDEEN








初はつ美み陽よう一いち





[image: ]





平成25年8月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社　富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 2013 Youichi Hatsumi, Pulp Piroshi/Fujimishobo









[image: ]




item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p231.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p027.jpg





item/image/gaiji-dakuon-a.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		プロローグ



		01　にしてもこの子ら、クリスマスに血腥いバトル繰り広げすぎだよ。女子力ゼロだよ。サンタの赤さは血の赤さですってか。やかましいわ



		02　男には、どうしても勝てないモノがあるのさ……え、何って？　そりゃ、モチロン……おっぱゲフンゲフンちょっと喉の調子がゲッフゥゥゥン



		03　不幸の定義って、一体なんなんだろうなァ……そんなコトを考えずにはいられない午後アフタヌーン昼下がり



		04　『最低』とか言われるのは、その……強いとか、弱いとかじゃ、なく……ただ単に、エグいから……なんじゃないか、と……



		05　『幸せ』というのは真実と偽りの中間にあり、また『気付かぬほうが幸せ』というのも紛れもなく一つの真実で、そして同時に偽りでもある



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次

 

		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p183.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
IES
OIOHLSLB

AECTE2EI 7 VI ITKE

DAE+FEEEENE, LSEE

BDIDE, SEEHND. 1EZh5
FNFENTOITD - RZE LK S,

TREETF(C, HLRICENEDDD
BRZEELTIND. TALLIH

E;

FFFBROTONREL LIFE.

SHOTEFFEBIFTHS=EE

(

S R A )

54£2UD7 Y11 TREHE—
BHEFE, SvF—7A4F7LDLH

3

e

w

FHR—F—ZFEZX(E/\vE—IC

TR VRO EUVE
fipfzl? BRABVO® - TSOR

IR A 4 1 !

A5V 7EDY
AN=FHLY  REBDF IV

r

o Jv

WA

 ds

£V

s/





item/image/p053.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/p167.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
Maidenmit
wunderbarer

AW N=EH=EHIOAMXEINISGIM





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p004.jpg
9”«—&!.315111"?

a3
1:3
p T %hlt)\ﬁmﬁfzfiéﬁﬁﬁ
Al N
He is new possibilitie
in_human being
%oﬁm&ﬂmnﬁ%mﬁﬁtmmm

hisfiesh is a shield o

eel,-and the both arm

are likesilve o

His hiearf has golden

.elf-réspect and

his-pupil‘has will of a

LI liﬁﬁ@i%ﬁé J’él:uﬁiﬂ?ﬁﬁ%
B

‘/:/'«'—Jthli‘ﬁtf.;bt‘iﬁ’\@i He isa ke - -
AV _opensthe dog

:onnected to angene

iﬂ/\tm’ﬂKﬁ

Bafmbzmwﬁ

HOW
'S THERE HAPPINESS

BEYOND THAT?






